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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
















　目次








序章　慶長十年三月十四日深更　密命




第一章　慶長十年三月十四日深更　雨の中の使者

第二章　慶長十年三月十四日深更　ほどけゆく糸

第三章　慶長十年三月十五日朝　使者捕獲作戦

第四章　慶長十年三月十五日昼　空の色

第五章　年月日不詳　時操り人

第六章　慶長十年三月十六日　明けない夜を越えて




終章　慶長十年五月五日　そして青い空の下



あとがき


































[image: 序章　慶長十年三月十四日深更　密命]

　日にち没ぼつより何刻経たったのだろう。漆しつ黒こくの夜よる闇やみはますます深みをましてゆく。

　燭しよく台だいの朱あけの灯あかりがゆらりと揺ゆれる。その仄ほのかな灯りにみちびかれ、暗き水の底から浮うかび上がるようにぼんやりと、直なお継つぐは思し惟いを取りもどした。

　薄うす藍あいの直ひた垂たれ姿すがたの直継が座しているのは愛宕あたご屋や敷しきの一室、いつもの上座ではなく二十畳じようばかりの部屋の中心だ。

　部屋の四よ隅すみでは、藍あい染ぞめの半はん袴ばかま姿の屈くつ強きような役人が、穂ほ先さきのない木き槍やりを突ついて警けい戒かいに当たっている。

　彼らが見ているのは部屋の外ではない。この愛宕屋敷の主あるじである直継だ。

　縄なわ目めこそ受けていないが、直継は今、みずからの屋敷で監かん禁きん状態にある。この愛宕屋敷内で、当なお主つぐに優先する人物が倒たおれたためだ。

（まだ目覚められていないのか……）

　金こん色じきの葵あおいの紋もんを継つぐ者、二代将軍となる徳とく川がわ秀ひで忠ただ──彼が昏こん睡すいに陥おちいったと聞いたのは何なん時とき前まえだろう。いまも重い沈ちん黙もくが屋敷中を満たしている。

　いつもなら、屋敷内のことは座したまま視みることができる。しかし今、部屋の四隅には墨すみ字じの結けつ界かい符ふが張られ、廊ろう下かにも術者が控ひかえている。

　この程度の結界、破れなくもない。だが、公こう儀ぎに背そむけば家の立場を危あやうくする。

　きっと別室では、重臣たちがおなじ状じよう況きよう下かにあるはずだ。自身の行動で、彼らの身を危険にさらすわけにはいかない。

　──それに。

（彼女は無事か……？）

　このような事態に陥った今、彼女がこの屋敷にいないことは幸いだった。

　彼女がいるのは采女うねめの邸やしき、しかし采女は今回の饗きよう応おう役だ。幕府の追つい捕ぶがかかっていないはずがない。愛宕屋敷に采女の姿がなければ、邸を探しにゆくだろう。抵てい抗こうしなければすでに捕とらわれているころだ。

　そのとき彼女が自分の許嫁として知れれば、厄やつ介かいなことになる。

　秀忠の随ずい身しんの中には、鳥とり居い成なり次つぐ──彼女の叔父おじの姿もあった。彼がいれば最悪の事態だけは避さけられるだろうか。だが彼は江え戸どから京に向かう最さ中なかで、江戸を発たつとき彼の姪めいは江戸屋や敷しきにいた。

　江戸にいるはずの姪がここにいる──その現実を受け入れてくれるだろうか。

　あやかしと思い込み、刀を抜ぬくやもしれない。そのとき鳥居家の家臣である彼らが、当主の弟である成次を押さえられるか……？

（あの男ならば──）

　指先の痛みとともに思い出すのは柳やなぎ色の素す襖おう──家老名代のあの男だ。

　あの者ならば、なにをおいても彼女を守りとおすだろう。

　しかしいま彼は深手を負っている。〈力〉で傷をふさいで命は取とり留とめたが、刀を使えるほどではない。安静にしなければいつまた傷口が開くかもわからない身だ。

　八方をふさがれた現状に、直継は歯は嚙がみする。

（──こんなことならば）

　彼女を早く帰しておくべきだった。そうすればこの件に巻き込まれることもなかっただろうに。

　彼女の本当の許婚は無事饗応役を果たしたと聞いている。早々に帰していれば彼女は時とき迷まよい人びとという半はん端ぱな立場ではなく、鳥居家の姫ひめとして、また井い伊い家当主の許いい嫁なずけとして、なにひとつ不安も不自由もなく過ごせたはずだ。この世界に彼女を留とどめたのは、自分の弱さだ。

（……いや、まだ遅おそくはない）

　帰る方法は見つかった。今からでも遅くはない。

　だがせめて最後に一目なりとも、一言なりとも──

　そう思いかけて、直継は首を振ふった。

　その弱さが彼女を巻き込んだというのに、まだ想おもいを捨てられないのか。

　直継は想いを意識の外に追いやり、真新しい若草色の畳たたみを凝ぎよう視しした。

　瞳ひとみが碧へき緑りよくの光を帯びはじめ、人と地の間に棲すまうものに音もなく語りかける。

　四隅には幕府の役人、誰だれひとりとしてそのことに気づいた者はいなかった──が。

「井伊殿どの」

　不意に語りかけられて、直継ははっと面おもてを上げた。

「お怪け我がを？」

　声をかけたのは、黒漆うるし塗ぬりの刀かたな掛かけの傍かたわらに座していた三十代半ばの役人だった。

　役人の視線の先を見ると、己おのれの左ひだり肩かたが血に染まっていた。薄藍の直ひた垂たれの朱が広がっている。

　鳥居家の家人をかばったとき、焰ほのおに食いつかれた傷だ。

　このくらいの怪我、いつもなら放っておいても治っていた。それがまた開いてしまったのは〈力〉を封ふうじられているためか、疲ひ労ろうが激しいためか。思いのほか傷が深いのかもしれない。

「誰か、薬くす師しを」

　役人はそう廊下に呼びかける。しかし直継は言葉のつづきをさえぎった。

「お待ちいただこう」

「なれど……」

　手当てを試みるということは、完全に罪人扱あつかいされているわけではないらしい。

　しかしかりそめの手当てなどなんの意味もない。万一秀忠の命が尽つきたとき、自分に残された道はただひとつだ。

「気き遣づかい無用」

　直継が冷たい視線を向けると、役人は気遣わしそうな目を残して言葉を取り下げた。

　再び落ちた沈黙の中を、屋根を打つ雨あま音おとが響ひびいている。

　先ほど意識が遠くなったのは失血のためだったのか、とぼんやりと考える。気付いてしまった傷はじんじんと痛みを訴うつたえ、熱を帯びてくる。

　痛みなど慣れている。痛みで人は死なない。先ほど知らぬうちに意識が遠ざかっていたように、死はもっとひそやかに訪おとずれるものだ。

　切腹するときもきっとおなじように思うのだろう──そう他人ひと事ごとのように考えている自分がいる。

　自身の死はいつも身近にありすぎた。今さらなにを思うでもない。しかし。

（──ただ、彼女だけは）

　彼女にその事態が起きることを思うと胸の奥がさざめきたつ。

　まばゆき赤の光──この世界の生きとし生けるものに向きあい、心豊かに感情があふれ、表情が尽きない彼女。

　自分に温かな世界を見せてくれた彼女のその表情が、永遠に止まった姿など見たくない。

　多くは望まない。ただひとつだけ。

（どうか無事で）

　それが自分の手の届かない場所でもかまわない。

　生き延びて、幸せに笑っていてくれればそれでいい。

（だからどうかあの言の葉が叶かなえられますよう）

　直継はふたたび瞼まぶたを閉じながら、そう願った。







　音もなく、畳からちいさな靄もやが生まれる。

　天と地の合間に棲すまうもの──人の目に留とまらぬ真綿のような霊れいは、誰に知られることもなく部屋を抜けだした。




　──彼女を、元の世界に帰せ。




　数ならぬ身に、屋敷の主から与あたえられたただひとつの命めい。

　これをだれかに届けなければと、微び光こうを放つ白き霊はふよふよと屋敷内を漂ただよいはじめた。
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　闇に白雲が流れる。夜空を舐なめるように足早に。

　陸風は雨のにおいを連れてくる。しかし不思議と降り出す気配はなかった。

「冷えるぞ」

　背後からかかった声に、天そらを仰あおいでいたあこは現実に引きもどされた。

「小こ一いち郎ろう、起きて大だい丈じよう夫ぶなの？」

　ふり返ると、小一郎は白小こ袖そでの上から若草色の羽織をかけていた。

　小袖に血がついてないことに安あん堵どする。腹部の刀傷の手当ては終わったらしい。だが歩きまわってよい傷ではない。立っているだけでもかなりの痛みがあるはずだ。

　小一郎は、無事だとも大丈夫だとも言わず、「とりあえず生きている」と返した。

「──が、無理はききそうにない。だからせめておとなしく部屋にいてくれ」

　自分になにかあれば小一郎が動かないはずがない。あこはその意を汲くんで、邸やしきに上がった。

　邸てい内ないは静まりかえり、人の気配がしない。部屋には小一郎とふたりきりだ。

　小一郎相手に上かみ座ざ下しも座ざと意識するのもおかしな気がして、あこは八畳じようばかりの部屋の真ん中に座った──つもりだったが、へたりこむ形になってしまった。

　桜色の小袖の裾すそがみっともなく折れる。放っておけば皺しわになるだろうと思ったが、直す気力もなかった。

「……采女うねめ殿どのは、どうなるのかしら」

　この邸にいま、邸てい主しゆはいない。幕府の役人に捕らえられ、愛宕屋敷に連行されたという。

「采女殿は先代当主のご猶ゆう子し、井伊家の一門だ。そうそう無礼はないだろう」

　小一郎はすぐ近くに腰こしを下ろして言った。

　井伊家は藤ふじ原わら氏の一門だ。秀忠の将軍拝命を目前にしたいま、幕府も朝ちよう廷ていで絶対的な権力を誇ほこる藤原氏と事をかまえたくないだろう。

　それにかかっている嫌けん疑ぎが秀忠の命に関かかわるものであっても、井伊家は譜ふ代だい筆頭大名だ。詮せん議ぎするのは譜代の臣、手て荒あらな真ま似ねはできまい。

「そうね。……そうよね、きっと」

　あこは祈いのるような気持ちで言った。

　采女だけではない、思い浮うかぶのは直継の細い身体からだだ。

　白い肌はだに、細い首筋。日常生活を送るだけでも伏ふせりがちなのに、厳しい詮議に耐たえられるとは思えない。それに数時前に見た直継はずいぶん疲ひ弊へいしていたように思う。直継の身になにもないと信じたかった。

「それに土と佐さ様は、いま愛宕屋敷にいる随ずい身しんの中でもかなり格上だ。発言力もあるだろうし、くわしい話も持ってきてくださるだろう」

「おじさまが……」

　土佐様こと鳥居土と佐さの守かみ成次はあこの叔父おじだ。時迷い人の自分とは無む縁えんかもしれないが、味方になってくれたのは心強い。

「おじさま、ちゃんと愛宕屋敷にたどりつけたかしら」

「夜道とはいえ陸りくがいるからな。なんとかなるだろう。──先ほど土佐様に言ったことだが」

　そう前置きされて、あこの肩かたがぴくりと揺ゆれた。

「あれは本気か？」

　──右う近こん殿を無事救いだしたらちゃんと元の世界に帰ります。

　──帰って鳥居家の娘むすめとしての責務を果たします。

　だからどうか──

　自分の口から出た言葉だ。はっきりと覚えている。

「……あたりまえじゃない。急きゆう場ば凌しのぎでおじさまを謀たばかったとでもいうの？」

「本当にそれでいいのか」

　静かな問いかけに、あこは袖そでの下したで強く手を握にぎりしめた。

　いいはずがない。けれどもここにいていいはずもない。いつまでも夢のような世界に逃にげているわけにもいかない。

「ええ、みんなをこの時間に巻き込んでおくわけにもいかないでしょ」

「皆みなのことはいい。おまえの話だ。……いたいんだろ、あの方の側に」

　胸中を見み抜ぬかれて、あこは息を飲んだ。

　先ほど叔父と話しているとき、小一郎は隣となりの寝しん所じよにいた。叔父に告げた直継への想おもい──あこの告白を小一郎は聞いていたのだ。

「いたいって言ったって……っ!!」

　あこはとっさに声を上げた。

　できることならずっと側にいたい。しかし鳥居家の姫ひめとしての自分の務め、井伊家当主としての相手の立場──いろいろ考えをめぐらせればひとつの答えしか出てこない。

「……どうにもならないことだって、あるじゃない」

　あこは声を荒あらげたことを恥はじ入るように目を逸そらした。

　しかたないで済ましたくはない。けれども今はそうやって、無理にも自分自身を納なつ得とくさせるのが精せい一いつ杯ぱいだった。

「それにわたしが帰らなきゃ小一郎だって……」

　そこでふと、言葉が途と切ぎれた。なにかが引っかかった。

　──姫さまおひとりがこの世界にお留とどまりになれば、源げん十じゆう郎ろう殿どのは……っ

　そう言ったのは鳥居家の家人の弥や介すけだ。

（わたしが帰らなければ、小一郎はどうなっていたの？）

　犠ぎ牲せい──と、だれかが言っていなかったか。

　姫がどれだけ嫌いやがろうが天災地災を呼ぼうが、嫁とつぎ先に送りとどけるのがおまえの任務だ、とも。

　自分がここに留まったなら、任務を果たせなかった小一郎は──

　あこははじめてその意味に思い至り、ばん！　と畳たたみを叩たたいて小一郎に詰つめ寄った。

「いられるわけないじゃない!!」

　──もし自分がここに残ると言ったなら。

　小一郎は、自分を置いて皆と元の世界に戻もどるだろう。そして送り届けるべき姫を失ったなら、家老名代である小一郎は責任を取らねばならない。

　鳥居家家中だけのことなら、自分などいてもいなくてもおなじような身の上だ。しかしこの話には井伊家も関わっている。

　鳥居家は井伊家に対し、この不始末の責任を「形」として示す必要がある。──つまり、小一郎の命いのち、だ。

（それが、犠牲ってこと……!?）

　小一郎はその咎とがをひとりで負うつもりでいたのだ。

「どうして言ってくれなかったの!?」

「俺のことはいい。おまえがしたいようにすればいい」

「そんなこと！」

　できるはずがない。他人の命の犠牲の上に、自分のわがままを押しとおすなど。

　しかし、小一郎はあこを静かに見つめた。そこにはなんの負い目も引け目もない。自じ暴ぼう自じ棄きになっているわけでもない。小一郎は冷静だった。

「俺はいい。身の振ふり方は自分で決める。おまえが心配するようなことはなにもない。おまえはおまえが望むままに決めればいい」

「なに言ってるの!?　わたしがいなきゃなんともならないでしょう!?　自分の思いどおりに好き勝手決められるはずが──」

「──俺を理由にするな」

　低い声こわ音ねがあこの言葉をさえぎった。

　幼い時分から長い時を一いつ緒しよに過ごしてきたのに、こんな怖こわい声は聞いたことがなかった。

（どうしたの小一郎……）

　小一郎は真正面からあこを見み据すえると、心のどこかの苦い部分を吐はき出すように、口を開いた。

「俺は、おまえの一生を受けとめたかった。羽は柴しばの名も宿命さだめもなにもかもすべて、まるごと全部」

「…………え？」

（どういう……こと？）

「俺が鳥居家に入るでも、おまえが高須家うちに来るでもどちらでもよかった。おまえと一緒にいられるなら。けれど先代様はちがう判断を下した。おまえの行くべき道が定まった以上、俺はもうおまえの人生に触ふれられないし関われない。……だから俺を理由にしてくれるな。頼たのむから」

　小一郎の眼まな差ざしは真しん剣けんそのものだ。向けられた言葉の重さに、あこは混乱する。

（え、え……なに、それ……そんな……だって……）

　親族か重臣かを自分の婿むこに迎むかえ、鳥居家の家か督とくを継つがせるという話なら聞いたことがある。

　しかし太たい閤こうが死去して天下は徳川に移り、徳川はもはや豊とよ臣とみの威い光こうに左右されることはなくなった。それとともに、羽柴の縁ゆかりを持つ自分が鳥居家を継ぐという未来もなくなった。

　それに小一郎も関せきヶが原はらの戦いくさのあとに元服し、以前ほど自分の前に姿を見せなくなった。小一郎は鳥居家筆頭家老高たか須す家の嫡ちやく子し、もはや惣そう領りよう姫ひめでなくなった自分──豊臣に縁を持つ自分に関わりたくないのだとばかり思っていた。なのに。

　そんな想いを抱かかえていたなんて、まったく気づかなかった。

（だって小一郎、なにも言ってくれなかったし……！）

　──いや、ちがう。言えなかったのだ。

　井伊家との縁えん談だんはあこの祖父、先代当主元もと忠ただの遺命だ。鳥居家の家臣として、当主のまとめた縁談に水を差すような真ま似ねができるはずがない。

（小一郎が…………わたしを？）

　出自もなにもかも受けとめる気持ちがあったなんて。

　言われてなお信じがたいが、小一郎の目は真剣だ。

（……どうして気づかなかったの）

　幼なじみとして、高須家の嫡子として、家老名代として以上に自分を大切にしてくれていることに、たしかに気づいていたはずなのに。

　言ってくれなきゃわからない？　まったく小一郎の気持ちに気づいてなかった？　──答えは否いなだ。気づこうとしなかった。そんなことはありえないと思い込んでいた。自分が傷つかずに済むように。

　しかしいまさらなにを言っても言い訳にすぎない。五月に帰るのを決めたのは、小一郎のためではない。直継を救いたかったからだ。小一郎の覚かく悟ごを知らずにいたとはいえそれは事実で、いまさら小一郎を帰る理由にしてはいけない──それだけはわかった。

「……わたしが、自分で、決めたこと、だから」

　あこは畳の上できつく拳こぶしをにぎりしめ、消え入りそうな声でなんとかそれだけ言葉を紡つむいだ。

　小一郎はどんな顔をしているだろう。しかし今までのすべてに対して申し訳なさでいっぱいで、顔を上げられなかった。

「それで、いいんだな」

　あこはうつむいたまま、こくりとうなずく。

　わかった、と小一郎は言った。小一郎はその返答をあこの意志として、二度と訊ききかえすことはないだろう。そして自分は、彼の仕える鳥居家の姫としてその言葉を覆くつがえすわけにはいかない。これ以上、小一郎の忠義を裏切ることはできない。

　顔を上げられないまま、おたがいつづける言葉が見つからなかった。

　時が止まったかのような重苦しい沈ちん黙もくが落ちる。

「……お茶でも、入れるわ」

　成次を待つ間、この沈黙に耐たえきれるとは思えなかった。お茶でもたてて、気まずい場をなんとかしよう。そう思い、邸やしきの家人に準備を頼みに行きかけて──

「わ……っ」

　立ち上がろうとしたところに足をひねり、身体からだがよろめいた。

　小一郎がとっさに膝ひざを立て、あこの手を取って身体を支える。

「あ、ありがとう、小……」

　そう言いかけて、言葉が止まった。──視線がぶつかって、名を最後まで呼ぶことができなかった。

　黒の瞳ひとみの中に、自分がいる。

（……そう、いつも）

　こうしてまっすぐに見ていた小一郎を、自分は知っていたはずなのに。

（どうして……）

　吸い寄せられるように見つめあって──その時間は小一郎から断たち切られた。

「──おまえ、いい加減そそっかしいことを自覚して、ちゃんと注意しろよ」

　小一郎はみずから手を離はなして、目を逸そらしぎみに言った。

　なにげない一言。いつもならば『わかってるわよ』の一言で済ませられる他た愛あいないやりとりだ。しかし。

　ちゃんと注意しろよ──これからは。

　自分はもう守ってやれないんだから。

　──そう、言われた気がした。

　振り払はらわれたわけでもないのに、離した指先が痛い。

　あこが右手の指をもう一方の手できゅっと摑つかむと、それを見て取った小一郎が、驚おどろいたように顔を上げた。なんと言ったものかと言葉を探しているのがわかった。

　自分はそんな気き遣づかわれるような顔をしているのだろうか。

（……小一郎は悪くないのに）

　自分が、自分の至らなさに勝手に傷ついているだけだ。小一郎はなにも悪くない。

　あこが自己嫌けん悪おのあまりうつむくと、その空気を断ったのは意外な声だった。

「あーやっぱり君たちこっちにいたんだ。よかったよかった」

「主しゆ馬め殿どの!?」

　庭先にいたのは二十歳はたちばかりの青年、邸てい主しゆの兄の主馬だった。

　外見は弟の采女と似ているが、采女が絶対にしないような気安い表情をするのでわかる。逆にいえば、表情以外では見分けがつかないほどよく似ている。

　あこはあわてて縁えん側がわに駆かけ寄った。

「主馬殿、どうされたんですかその恰かつ好こう!?」

「え？　これ？　江戸で伊だ達て様さまがくれたんだけど、せっかくいい品なのに濡ぬれちゃって、色がぼやけてもったいないよねぇ」

「いえ、小こ袖そでの由来や色柄がらのことじゃなくて……」

　主馬はいま滝たきから上がってきたかのように全身ずぶ濡れだった。とっさに滝を連想してしまったのは、登り鯉ごいの絵え柄がらのためだ。

　滝は銀糸、滝打つ岩が金糸、鯉の紅白のうろこは一枚一枚刺し繡しゆうされ、飛沫しぶきは鹿かの子こ模様だ。

　しかし主馬は人の話を聞いているのかどうか、「あ、拭ふくものもらえる？」と言い、あこはあわてて人を呼んで手ぬぐいを頼んだ。

　家人は気をきかせて替かえの小袖と袴はかまも持ってきたが、「また濡れるからいいや」と主馬はそれらには手をつけず、手ぬぐい一枚だけを手にして残りを縁側に敷しき、どっかと腰こしかけた。

「あー冷たー」

「琵び琶わ湖こを泳いできたんですか？」

　あこが傍かたわらに腰をおろして問うと、主馬は結ゆいあげた髪かみをわしわしと拭きながら、ちらと視線を向けた。

　紙し燭そくに照らされた瞳の色は黒。しかし瞳の奥はどことなく色が薄うすい。主馬の軽けい妙みような声とは裏腹に、その瞳の奥の本心が漏もれ見えた気がした。

　──だがそれも一いつ瞬しゆんのこと。ゆるめた眼め元もとに、心はすぐさま閉とざされる。

「君、変わったこと言うねー。春に水術の鍛たん錬れんする趣しゆ味みはないけど？」

　当然、あこも本気でそう思って言ったわけではない。

（けど、真っ当に聞いても教えてくれなさそうだし……）

「じゃあ琵琶湖に落ちたんですね」

　半ば投げやり気味に言うと、予想に反して「まあ、そんな感じかな」と主馬は答えた。

　やはりまともに答える気はないらしい。

「湖に落ちたっていうよりか、湖が降ってるといったほうが正しいかな。愛宕屋敷の周辺、いま湖水がどしゃ降りだよ」
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「えっ!?　本当ですか!?」

「ほんとほんと。采女が連れてかれたってことは若様のご容態はもう聞いてるよね。ここで止とどめを刺さされたら後がないからね。猫ねこ神がみさまも必死で守りに入ってる」

（たしかに水が結界になるとか聞いたけど、湖水どしゃ降りって……というか猫神さまって、やっぱりたまのことよね？　あの子が必死？）

「それって若様のお命が……」

　危あやうい、という言葉すら口にするのもためらわれた。だが主馬は「まぁそんな感じかな」と気安く答えると、邸やしきの中をふり返り、「ちょっとここからは外してくれる？」と小一郎に告げた。口調はやわらかいが、あきらかに命令だ。

　あこが目くばせをすると、小一郎は一礼して部屋を下がった。

「あんな身体で律りち儀ぎだねぇ。さっさと寝ねりゃいいのに。よっぽどお姫ひめ様のことが大事なのかな」

　あこは唇くちびるを嚙かむ。先ほど小一郎の胸中を聞いた後だと、なおさら胸に刺さる一言だ。

（けれど、どうしてわかったの？）

　小一郎の白小袖には一いつ滴てきの血も付いていなかった。なぜ手負いだとわかったのか。

　すると顔に出ていたのだろう。主馬はあこが問うまでもなく、答えを明かした。

「ほんのすこしだけど、傷口を気にしてたよね。動物って弱い箇か所しよを隠かくそうとするから、かえって動きがぎこちなくなるっていうかな」

　花生けの使い道を見み抜ぬいたことといい、侮あなどれない人だ。

「〈水〉はもうもらった？」

「あ、いえ、このお邸やしき内ないにあるらしいんですけど」

「じゃあ探せばすぐわかるかな」

　誰だれに似たんだか弟は几き帳ちよう面めんだからねー、帳ちよう簿ぼとかもう、うちの勘かん定じよう方がたの見本に置いておいたくらいだよ──主家がこんな状態にあっても采女おとうとを語る主馬は、噓うそ偽いつわりなく幸せそうだ。

　だからこそ、この状じよう況きようで彼の明るい言動がかえって怖こわい。

（だって、若様のお命が危ういってことは、捕とらわれた采女殿だって……）

　あこは怯おびえながら様子を探さぐる。しかし主馬は意に介かいする様子もなく、告げた。

「じゃあさ、〈水〉を見つけたら君、今すぐ帰って」

「──え!?」

「だから帰って。元の世界に。用意ができたら猫神さま呼ぶから」

（そんな──）

「あ、ついでだから彼に言っておけばよかったね。そっちで帰る準備しておいてって」

　薪まき割わり終わったら水みず汲くみに行ってきて。そう言うのとおなじ口ぶりだった。

　こちらの事情など一言も聞かず、主馬の口調ではもう確定事じ項こうそのものだ。

（たしかにわたしはご厄やつ介かいの身だけど！）

　出て行けと言われれば従うしかない。けれども、叩たたき出すにしても言い方があるだろうに。

　あこは腹の底に力を込め、主馬をまっすぐに見返して口を開いた。

「──できません」

「へぇ。それはどういう意味で？　具体的な不都合でも？　それとも心情的なもの？」

「できるわけないじゃないですか！　この状況で放ほうりだして逃にげろっていうんですか!?」

「ああそっち。でも三十六計逃げるに如しかずって、逃げるのはべつに恥はずかしいことじゃないよ。君の身の安全を図はかってあげるっていってるんだから、素す直なおに聞き入れれば？」

「恥ずかしいとかそういう話じゃなくて！　右近殿が大変なことになっているのに、わたしだけ安全な場所に逃げるなんてそんなこと……！」

　あこは身を乗り出して訴うつたえる。その様子を主馬はなんの感かん慨がいもなさそうに見ていた。興味のない能の舞ぶ台たいでも眺ながめるかのような目だ。

　声を上げても、心に届かない。心がないのかとすら思う。しかしあこは主馬を睨ねめつけて、言った。

「譲ゆずりませんから、絶対に」

　すると主馬は「しかたない子だね」と息をついた──が、つづく言葉は予想外のものだった。

「────よかった」

（は？）

　ぽつりと一言。どこにそんな穏おだやかな心があったのかと思うような、優やさしい声こわ音ねだった。

「怖いのヤダヤダヤダ今すぐ帰るー！　とか言われたらどうしようかと思ったんだよね、正直。そういう娘こ、ときどきいるし」

　遠くから眺めてる分には生なま温あたたかく見ていられるけど、目の前にいたら蹴けるよ俺。

　そう主馬は淡たん々たんとつづける。

（……まさか、ひっかけられた？）

　なんか似た手口に引っかかったことがある気がする──そう思い返していると、熊くまのような体たい軀くが脳のう裏りをよぎった。井伊家次席家老の木き俣また守もり勝かつだ。二月に来て間なしにしてやられたことを思い出す。

（ここの家の人って、なんでこう難しいわけ!?）

　先代直なお政まさは、武芸だけでなく政まつり事ごとにおいても家いえ康やすの信任厚かったときく。政事には腹芸が必ひつ須すということか。

「俺としては、帰ってもらいたくないんだ。今のところはね。けれど最悪の事態になったら強制的にでも送り返すよ。──殿のご命令だからね」

　最後の一言が、耳の奥で重く響ひびいた。

（右近殿が……？　帰れっておっしゃったの……？）

　別れの言葉を交かわすこともなく、このままいなくなってもいいと。直継はそう思っているということだ。

（帰るって決めた……決めたけど）

　目の奥が熱くなるのが止められなかった。

　泣かない。もう泣けない。小一郎にも言ったとおり、自分で決めたことだ。なのに、まったくおなじことを直継から言われるだけで、どうしてこんなに泣きたくなるのだろう。

「あー、そこはさ、せめて君だけは無事に帰したいと受け取ってくれないかな」

「……それって、わたしの無事すら保証できない状況ってことですか」

「ああ、ばれたか。妙みようなところで勘かんは悪くないね」

　妙なところで、という前置きは気になったが、一応褒ほめ言こと葉ばとして受け取っておく。

「心配しなくても、殿ひとりならなんとでもなるんだ。公こう儀ぎの術者も同行しているけど、あれくらいなんとでもなる。けれども伸のしちゃったらそれこそ本当にお尋たずね者ものだからね」

　殿ひとり、という一言に違い和わ感かんを覚える。

（そこに采女殿は入っているの……？）

　主馬の中での優先順位は弟第一かと思っていたが、なにか違ちがうような気がした。

「捕ほ縛ばくされていること自体より、井伊家当主の名が右近殿を縛しばっているということですか？」

「そういうこと。人ひと質じちに取られたのは殿じゃなくて、井伊家に連なる者全員だと思ってくれていい。だから殿ひとりを奪だつ還かんすれば済む話じゃないというのはわかるよね？」

「じゃあどうすれば……」

「一番穏おん便びんに片がつくのは、若様が無事目覚めて、殿の潔白を証あかしてくださることかな。まぁその算段はおいおい考えるとして、とりあえず〈水〉は俺が預かってていい？　君たちが不用意に触ふれて事故が起きても困るし」

「ええ、はい」

　じゃあそういうことで、と主馬は家人に「水出しといて」と告げる。実じつ弟ていの邸やしきだけあって、自分の家であるかのようなくつろぎっぷりだ。

（そう、主馬殿の御お家いえって……）

「あの、主馬殿はどうしてご無事で……？」

　主馬と采女の実父は井伊家筆頭家老、当然幕府に捕らえられているはずだ。そして家老名代である主馬も人質であってもおかしくない。

　しかし答えはいともあっさりしていた。

「だって俺、下したっ端ぱだもん」

「え!?　だって主馬殿、家老名代って……」

「うん、だから名代だから、家老である親父おやじ本人が帰ってきたならお役やく御ご免めんでしょ。名代でないときは単なる家老の家の跡あと取とりだから、一門の采女より身分は軽いよ」

　小一郎も、筆頭家老である父が鳥居家当主に従って上じよう洛らくしているため、家老名代としてあこを送ってきた。『単なる家老の家の跡取り』も主馬の口ぶりほど軽い立場ではないはずだが、たしかに家老本人がいるなら名代はいらない。

「鈴木家うちに泊とまる方もいらっしゃるから、そろそろ宴えん会かいおひらきかなーって愛宕の様子を見に行ったらこの騒さわぎでね。運悪くあんなの拾っちゃったしねぇ」

「あんなのって？」

「内ない緒しよ。さてと、若様も厄介な事件を持ち込んでくれたものだよねぇ。なんとかしたいけど、残念ながら俺は〈力〉のほうはさっぱりなんだよね」

　どうしようかなぁと、主馬は後ろ手をついて夜空を見上げる。その横顔は、父と大事な弟を人質に取られた深刻さはない。明日晴れるかなぁとつづいても不思議ではない雰ふん囲い気きだ。

「あの……この一件、掃部かもん殿が絡からんでいるかもしれません」

　意外な名を聞いたとばかりに、主馬が首だけこちらに向ける。

「掃部って……ああ、弁之介あいつ？」

　あこは、叔父おじに刃やいばを向けられたものの信じてもらえたこと、その叔父から聞いたこと──直なお孝たかが直継あにからもらったものだと偽いつわって秀忠に御お守まもりを渡わたしたことなどを、かいつまんで話した。

　主馬はところどころ質問を挟はさみながら聞いていたので、話はちゃんと伝わったように思う。

　しかし。

「へえ……」

　話し終わるなり主馬が漏もらした声音に、あこはぞくりとした。

　それまで軽い調子で聞いていたのが噓うそのような、硬こう質しつな声音だった。

「じゃあまずは本人に事情を訊きいてみようか」

　主馬の表情は穏やかなのに、なぜかその声音には温度がない。

「あ、あの、穏便にしてください……ね？」

「……穏便？」

　その言葉を生まれて初めて聞いたかのように、主馬はきょとんとした。

　そして言葉の意味に思いあたり、主馬は微笑ほほえんだ。菩ぼ薩さつのように慈じ愛あいに満ちた笑えみだった。──その声音さえなければ。

「ああ、穏便に──ね」

　あこは悪あく魔まに人を売ったことを知った。
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　あこの目の前で、だばだば、ばさばさと雨が降りつづいている。

　だがあこは傘かさをさしていないのに、一いつ滴てきたりとも濡ぬれていない。主馬が持つ松たい明まつも煌こう々こうと朱あけの炎ほのおを上げている。

「まるで滝たき……ですね」

「見事なものでしょ」

　愛宕屋敷への道中の佐さ和わ山やまの中腹あたり、あこのほんの数歩先からひどい雨が降っていた。そこから横一列に見えない幕でも引かれているかのように、雨の滴しずくはこちらには飛んでこない。

　あこは〈結界〉を見たことがないし、見えないほうだ。しかしこうして目に見える形で示されると怖おそれが背中を這はい上がってくる。

「俺は出入りできたけど、君はどうかなぁ」

　そう言って、主馬は松明を持つのとは逆の手を滝の中に突つっこむ。そして手を抜ぬくとやはり主馬の袖そでは濡れていた。魚でも獲とれるかと思ったけど残念、という声音は冗じよう談だんか本気かわからない。

「試ためしに君も行ってみる？　──とか言って、猫ねこ神がみさまの力が作用して元の世界に飛ばされちゃったりしたら大変だしね。俺がちょっと行ってくるから、君はここで待っててくれる？」

「あ、はい。それはいいですけど……」

　邸で待っててと言われたのを無理やりついてきたのだ。これくらい我が慢まんできる。

「基本的にこの山の獣けものは火を欠かさなければ襲おそってこないから。熊もいないし、他ほかの獣も冬とう眠みん明けという時期でもないしね。そんなに危険はないはずだよ。若様のお泊まりということで山やま狩がりもしたから不ふ審しん者も潜ひそんでないはずだし……ああ、ただあやかしの類たぐいが来たら、背に腹は代えられないからこっち側に逃にげて」

　そう言って主馬は松明をあこに手て渡わたそうとしたが、ふと目を険しくして松明を夜空に掲かかげた。

「……フクロウがいるね」

「フクロウがどうかしたんですか？」

　見上げると、白っぽい薄うす灰色のフクロウがいた。

　フクロウはこの不自然な雨をどう思っているものやら、おだやかにホウホウと鳴いている。

　しかしあこの問いが聞こえていないのか「つけられたかな」と主馬はひとりごちると、懐ふところに手を入れた。そして懐から抜いた手の指にあったのは。

「なんですかそれ！」

「なにって、投刀？」

　見てわかんない？　と主馬はあこの目の前に手を近付ける。

　右手の指の間に三本、細長い手しゆ裏り剣けんのような刀が挟はさまっていた。磨みがき抜かれたそれは、松明の灯あかりを受けて鋭い光を放っている。

「なにに使う気ですか」

「狩かり」

　答えは単純明快だった。

「フクロウってあんまり縁えん起ぎよくないしね」

（縁起って、それだけで!?）

「あれってさ、佐和山ここにいないはずの種類なんだよね」

　その言葉にあこは息を飲んだ。つけられたという一言を理解する。

　人の気配を覚さとられないように、まずは動物につけさせて、その動物を人が追う。尾び行こうによく使われる手だ。

　主馬は言うが早いか、振ふりかぶる。

「待って！」

　あこはとっさに主馬の腕うでにしがみつき、主馬は「……なに」と不ふ機き嫌げんそうに尋たずねた。

　──佐和山にいないはずの鳥。きっとそれは。

「あなた、おふくでしょ!?」

　あこは木の上に向かって叫さけぶ。わずかにフクロウの意識がこちらに向いた気がした。

「おふく？」

「ええ。おじさまが──土佐守さまがいろんな動物を飼っているの。正確にはおじいさまが拾ってきた子たちをおじさまが面めん倒どうを見ていて、おじいさまが拾ってきたのはふくなんだけど、おふくはふくの子のこふくのお母さんで──」

「あー、はいはいはい。いまの説明じゃ全っ然わかんない。けど要するに、君んちで飼ってるフクロウなんだ？」

　それは略しすぎなんじゃと思ったが、「おおむねそんな感じです」とあこはうなずいた。

「じゃあ見分ける方法はある？　あれが、そのおじさまの鳥だって」

　忍しのびが使うこともあるしね、と主馬は言う。見分けられなければ殺すと言っているのだ。

　やってみます、とあこはフクロウの止まる木に向きなおる。

「おふくー！」

　あこは鷹たか匠じようのように左手を前に出して静止させる。

　しかしフクロウは首を向けるだけで、羽を微び動どうだにさせない。──その場に沈ちん黙もくが広がった。

「……どうやらちがうみたいだね」

「待ってください！　えっと、餌えさでもあれば確実なんですけど……」

（なにか餌になりそうなものは……）

　あこが足元を探しはじめると、音もなくやってきたなにかに、後ろからがっつりと頭をつかまれた。

「痛っ！」

　爪つめが頭に突き刺ささる。雛ひなの時から育てたふくやこふくと比べて止まり方に遠えん慮りよがない。

「で、でも、ほら、ちゃんとおふくだったでしょ？」

　あこが羽を広げてなおも後頭部にしがみつくおふくを引きはがして腕に移すと、「……まぁね」と主馬は呆あきれたように息をついた。

「でもなんでそれはここにいたわけ？」

（まさかおじさまがまだ自分を疑って──？）

　不ふ吉きつな考えがよぎり、あこは頭かぶりを振る。

（ううん、そんなことない。そういうことをする方じゃないもの）

「伝でん書しよ鳩ばとならぬ伝書フクロウとか？」

　思いつきで言ってみると、「どこに届けてくれんの」と冷めた声こわ音ねを返された。

「伝書鳩って、人に届けるんじゃないんだよ。鳩が自分の巣に帰るのを人が利用してるだけ」

　成次は江戸を離はなれて京に向かっている最中だ。巣に帰られては困る。

（でも、江ごう州しゆうまでちゃんと付いてきているわけだし……）

「あ……ふくに付いてきちゃったのかも」

「ふくってそのフクロウのなんだっけ。夫だっけ？　子？　まぁどうでもいいけど、その子がおじさまの側にいるんだ？」

「ふくは見かけてはいないですけど、おふくだけ来るなんてありえませんから」

「ふうん。じゃ、弁べん之の介すけ殿どのの件は土佐様にお願いしようか。俺もいま愛宕でおおっぴらに動ける立場じゃないからちょうどいい」

（動ける立場じゃないって……？）

「この子は君の代理ということで一いつ緒しよにきてもらう。その子、俺の肩かたに乗る？」

「ええ、多分……」

　あこが腕を主馬の肩に近づけると、警けい戒かいしたおふくが首を回して真後ろの主馬を見やった。

「うわー……」

　主馬がめずらしく真しん剣けんに嫌いやそうに眉まゆをひそめて顔をそらす。

「どうかしたんですか？」

「首。ダメ、そういうの」

　今のおふくは、体は正面を向いているのに首が真後ろを向いている状態だ。たしかにフクロウの首はよく回る。初めて見たなら不気味に思うかもしれない。

（それにしても変わったものが苦手なのね）

　主馬は性格上、なんでも飄ひよう々ひようと受け入れそうなだけに、苦手なものがあることが意外だ。

（ほこほこしててかわいいのに……）

　そんなことを思いながらじーっとおふくを見ていると、ぷっと主馬が吹ふき出した。

「どうかしたんですか？」

「なんか君にそっくり。ぷっくりしてるところとか、真ん丸な目とか」

　反射的にむっときて、あこはそのままおふくを主馬の肩に乗せた。

　おふくの体長は主馬の顔とほぼおなじ、左ひだり肩かたを占せん領りようしたおふくに対し、主馬はどことなく目を逸そらし気味だ。

「大だい丈じよう夫ぶですよ。基本的におとなしい子なので、いじめないかぎり大丈夫です」

「……君、俺のこと、なんだと思ってるわけ？」

　主馬は恨うらみがましそうな目を向け、あこは勝かち誇ほこったように「さあ、なんでしょうね？」と返した。

「まぁいいや。じゃあ君もおとなしく待ってて」

　主馬は最後まで意い趣しゆ返がえしを忘れずにそう言い残すと、雨の中へ姿を消した。




　主馬はほどなくひとりでもどってきた。せっかく乾かわきつつあった小こ袖そでがまたびしょ濡ぬれだ。

　しかし直孝を連れてきた様子もなければ、その肩におふくもいない。

「弁之介殿なら後でおじさまが連れてくるよ。フクロウも」

　主馬が愛宕屋敷に行くと、成次はおふくが他人の肩にいることに驚おどろきながらも、あこが乗せてくれたと告げると納なつ得とくしたらしい。おふくを連れた主馬の申し出を、あこの意思として聞いてくれたとのことだった。

　やがて雨の向こう側から、手て傘がさをさした叔父おじの成次が姿を見せた。

　叔父の肩には先ほどとはちがう栗くり色いろの羽のフクロウ、足元には薄灰色の毛を濡らした山犬がいる。ふくと陸だ。その後ろには、黒一色の衣ころもの直孝が付いてきていた。

　直孝は結ゆいあげた髪かみを赤い組くみ紐ひもでまとめていたが、横よこ殴なぐりの雨のせいで髪は濡れていた。

　あこに呼び出されたと思っていなかったのか、それともあこがまったく濡れていないことを不思議に思ったのか、あいかわらず無表情ながら、かすかに目元に驚きが浮うかんでいる。

「若様の意識はまだもどらないそうだ。私はすぐに愛宕にもどらねばならん。なにかあれば連れん絡らくする。そちらになにかあったらこいつらを使え」

　もう道は覚えたはずだ。

　そう告げて、成次はふくと陸を置いて雨の中をもどっていった。

　ふくは居い心ごこ地ちがいいのか、成次に置いて行かれた場所──あこの頭上から動こうとしない。

　様さまにならないから降りて！　とふくと無言の戦いをしていると、直孝に冷たい視線を向けられた。

「──姫ひめ、なにか私に御ご用ようですか」

　直孝は傘を下ろして訊たずねる。事情も知らずに連れてこられたのだろう。黒の小袖は肩かた口ぐちや裾すそが濡れても黒のままで見た目はさほど変わらないが、直孝の顔には不ふ愉ゆ快かい千せん万ばんと書いてある。

「ああ、ごめんね」

　そう口をはさんだのは主馬だ。

「そっちも勤めがあるだろうけど、こっちもちょっと用があってね」

「主馬殿、なぜかようなところに……」

　直孝は驚きを隠かくせないでいる。

　あこはふたりが顔見知りであることに驚いたが、そういえば主馬は数日前に佐和山に戻るまで江戸にいた。当主の弟と筆頭家老の嫡ちやく子し、知らぬ間あい柄だがらでもないのだろう。

「んー、愛宕にいるのもヒマだしね」

（やっぱり無断で抜ぬけ出してきていたのね、主馬殿……）

「なにふざけた真ま似ねしてくれちゃってるのかなーって話を聞かせてもらいたくて。素す直なおに話してくれる？」

　直孝が目を眇すがめて主馬を見る。言葉の真意を測りかねているようだ。

「あ、わからないかなぁ。──御お守まもりのことだよ」

　直孝の顔がかすかに強こわ張ばった。それを見み逃のがさなかった主馬は、間合いに入るなり直孝の肩をつかみ、手て荒あらく近くにあった木の幹に押しつけた。

　その勢いに驚いたふくが羽ばたき、木枝に退たい避ひする。木の下では、ふくなど眼中にない主馬が、直孝の利きき腕うでの肩を押さえつけたまま顔を寄せていた。

「手荒な真似してごめんねー。せーっかく江州に来たんだから遊んであげたいところだけど、いまちょっと殿とのと弟を人ひと質じちに取られてて、俺、すっっっごい動どう揺ようしてるんだよね。自分でもなにやらかすかわからないよ」

　主馬の声音は動揺している人のものではない。直孝を見る目も完全に据すわっているが、あまり目線の高さの変わらない主馬を直孝も負けじと睨にらみかえしている。

「思い当たることがあるなら話は早い。主君に偽いつわりを告げるときは腹切る覚かく悟ごでやれって教わらなかった？　……ああ、君は人に仕えるようには育てられてないんだっけ。じゃあいま教えといてあげるよ」

　主馬の拳こぶしが直孝の腹に一発、重い音がした。

「く……っ」

　主馬も細身だが直孝も細い。背せ丈たけは直継あにより育っているとはいっても、それでも同い年だ。

　まだ身体からだができていないところに拳を入れられ、たまらず直孝は上半身を折った。

　なんとか膝ひざはつかずに食いしばっているが、かなりつらそうだ。

「今まで捨て置かれて理り不ふ尽じんだーとか思ってるかもしれないけど、一応さ、君は井伊家の人間として公こう儀ぎに勤めに上がっているわけだから、半はん端ぱな真似をされるとこっちが迷めい惑わくなんだよねー。この場で責任取るっていうなら情けで介かい錯しやくくらいしてあげるよ？」

（介錯って……）

　腹を切れと言っているのだ。

　口調は軽いが脅おどしではない。主馬は、直孝の首が必要となれば本気で斬きる。

（お話を聞くんじゃなかったの!?）

　直孝から御守りについて聞き出せば、秀忠を救う手立てがみつかるのではないか──あこはそのつもりで直孝を呼び出した。だが、主馬にとっては主あるじに対する虚きよ言げんのほうが罪が重かったということだ。井伊家の人間として看過できなかったのだろう。

　家人の不ふ祥しよう事じは家か中ちゆうで落とし前をつける。それは当然のことだ。しかしいまは直孝の罪を問うている場合ではない。主馬も冷静さを欠いて大事が見えなくなっているのだろうか。

（やっぱり采女殿が囚とらわれて動揺してるの!?）

　酒でもなんでも、見た目の変わらない人ほど怖こわいものはない──そう思ったあこだったが、主馬がふと直孝の身を解放した。

「なーんてね、君の命じゃ殿の命は購あがなえないけどね」

　咳せきこむ直孝を前に、「さてどうやって落とし前つけてもらおうかな」と告げる口調は軽いが、目は怖い。──任せておいたら危険だ。それだけはわかった。

「主馬殿！　ちょっと待って！」

　言葉を挟はさんだあこに、主馬は半眼で目線だけよこす。

「君は黙だまっててくれないかな。部外者の君に、当家うちの問題に関かかわってほしくない」

　え？　と直孝が驚きまじりにあこを見る。

「鳥居家の、姫、では……」

「姫は姫だよ。でもちょーっと事情持ちでね。でもこれは家の事情だから知らなくていい」

　あこも直孝も、井伊家の外の者ということだ。

　部外者──たしかに本当の許いい嫁なずけではない。けれど。

　あこは真正面から主馬を見つめて、口を開いた。

「わたしが用事があるから、おじさまは掃部殿を連れ出してくださったの。掃部殿とお話する時間をちょうだい」

　すると主馬は驚いたようにあこを見たが、はいはいどうぞと言うように、ひらひらっと手を振ふった。
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　あこは直孝を連れて石いし燈どう籠ろうちかくの岩場に行くと、「座って」と勧すすめた。

　直孝は松たい明まつを手に腰こしを下ろそうとしたが、かすかに眉まゆをひそめて動きが止まった。先ほどの主馬の一いち撃げきが響ひびいているようだ。

　主馬には場を外してもらっている。とはいえ数歩の距きよ離りを置いただけで、声は聞こえているはずだ。

　直孝がどのような暴挙に出るかわからない今、得え物ものも取り上げずにふたりきりにしてくれたのは、自分が直継の本当の許嫁ではないからだ。もし本物ならば許すはずはない。

（それって、わたしが掃部殿に斬られたり人質に取られたりしても、痛くもかゆくもないってことよね）

　采女を人質に取られて取り乱しているのかと思いきや、主馬は腹立たしいくらい冷静だ。

　大だい丈じよう夫ぶ？　とあこが手を差し出すと、

「気き遣づかい無用」

　その手をさっくり無視して、直孝はなんでもないように岩に腰を下ろした。──こちらも、むかつくくらいに冷静だ。

　あこが直孝の横に腰を下ろすと、直孝が驚おどろいたようにこちらを見た。岩に腰こし掛かけるなんて大名家の姫らしくないと言われそうだが、気にしている場合ではない。

「真正面だと尋じん問もんしているみたいでしょ」

「そうではないのか」

「言ったでしょ。お話を聞かせてもらいたいの。──わたしは掃部殿に二度会ってるけれど、掃部殿は右近殿に一度しか会ってなくて、そのとき御守りなんてもらってないわよね。なんで若様に右近殿からもらったなんて言ったりしたの？」

　あこが成次と出会わなければ、気づかれなかったはずの噓うそだ。そしてこの噓がなければ、この一件に直孝が関わっているなど思いもしなかっただろう。

　主馬は先ほど直孝に、今まで捨て置かれてと言っていた。妾しよう腹ふくとして市し井せいに捨て置かれた直孝は、いったいなにを考えているのか。

　養子の口を探しているとの噂うわさを聞いた。当主の座を狙ねらっているとも。けれども、自分はまだ直孝からなにも聞いていない。

「理由を教えて」

　あこは直孝をまっすぐに見つめる。しかし、直孝はふいと目を背そむけた。

「あなたに話すことはない」

「話してくれなきゃわからないじゃない」

「……話したところで信じるのか？」

　直孝が冷たい一いち瞥べつをくれた。

　直継とおなじ切れ長の瞳ひとみ、しかしそこにある色がちがう。どこまでも深い黒一色だ。

　まとう雰ふん囲い気きもちがうが、細ほそ面おもての整った顔立ち、他人に無関心な冷たい表情、別々に育ったはずなのになにかが似ていて、兄弟だとわかる。

「また偽いつわるやもしれん」

　また。その一言で、罪を認めたのもおなじだった。そして直孝は偽ると宣告している。──試ためされていると、わかった。

「信じたい、と、思うわ」

「人は誰だれしもそうだろう。信じたいものを信じ、そうでないものは目の前の現実ですら拒きよ絶ぜつする」

　聞きたい答え、つまり事実であるとの自白しか聞く気はないのだろう──そう直孝は言っているのだ。

「ちがうわ。わたしはなんのために偽ったのか、それを知りたいの」

「好きに解かい釈しやくすればいい。事実は変わらん」

「解釈しようにも、わたしはまだあなたを知らないもの。あなたの噂はいろいろ聞いているけれど、あなたの口からまだなにも聞いていない」

　なにを言っているのかと、直孝が不ふ審しんげに見つめる。

　口くち数かずが少ない分、目で語る。そんなところまで直継あにとよく似ている。

（……会いたいな）

　不意に、そう思った。

　満みちた月の月明かりの下、照らされた直孝の白い面おもて。

　そこによく知る面おも影かげがよぎる、ただそれだけでなにか温かいものが満ちてきて、胸の中がいっぱいになる。

「……なにも聞いてないけど、ひとつだけわたしが知っていることもあるの」

　そなたが知る必要はない──そんな声こわ音ねすらなつかしく感じる。直孝の言葉が直継と重なって聞こえたあのときのことだ。

「お昼に、庭に落ちそうになったわたしを、助けようとしてくれたでしょう」

　愛宕屋敷の廊ろう下かで直孝に振り払われてよろめいて、縁えん側がわから落ちそうになったときのことだ。

　直孝は自分を助けようとしてくれた。結果として落ちる前に小一郎に助けられて事なきを得たが、直孝が伸のばしかけた手、あの一いつ瞬しゆんを、自分はたしかに見た。

「わたし、佐和山に来てからなにかに化かされまくりで、木俣殿にも主馬殿にも引っかけられまくりで、ずっと側にいてくれた人のことさえ全然見えてなかったけれど、でも、自分で見たものは信じようって思ったの」

　あの日、たしかに直継はここにいていいと引き止めてくれた。たったそれだけのことでも、自分にとってはとても大切な思い出だ。あの一言があるからここに残りたいと思ったし、今もなんとしても助けたいと思う。

「だから、あなたの口からちゃんと理由を聞きたいの」

　噓か本当かは自分で見て判断するから。

　直孝は目を見開いて、その言葉を聞いていた。自分からはあまり話さないくせに、人の話はちゃんと真正面から受け止めてくれる。そんなところも似ていると思った。──似ているところを見つけるたびに、胸の奥が締しめつけられる。

　直孝は言葉を受けとめ、自身の中で咀そ嚼しやくして、しかし味がわからないというようにうつむき気味に目を逸そらし、ぽつりと告げた。

「──殿が心配なさるからだ」

　秀忠付きの直孝にとって、殿とのというのは兄の直継ではなく、徳川秀忠だ。

「若様が心配？　なにを？」

「私と兄が疎そ遠えんでいることを、だ」

　たしかに直継も、直孝とは数えるほどしか会ってないと言っていた。

「でもそれは掃部殿が江戸勤めで、右近殿は国元にいるから仕方ないことなんじゃないの？」

　元々離はなれて育ったという事情もあるだろう。だが、溝みぞを埋うめようにも二人の間には実質的な距離もある。それにろくに会話もしない直継が、筆まめだとはとうてい思えない。

「殿は実じつ弟ていの清きよ洲す様のことも大層気にかけておいでだが、兄が清洲様の義弟にあたるせいか、清洲様の話になるたびに兄の近きん況きようを聞いてこられる。が、私は兄と年に一度会うか会わないか、そんな兄のことを私が知っていると思うか……!?」

　そのときの状じよう況きようを思い出したのか、直孝は語調を荒あらげる。あこは「まあまあ落ちついて」となだめた。

「訊たずねられて答えられねばご期待に背くし、あまり頻ひん繁ぱんに話しては同どう僚りようからひいきだと陰かげ口ぐちを叩たたかれる……ろくなことがない」

　同い年だというのに、その声には勤めに出ている者の苦労がにじみ出ていた。

「でもそれが頻繁にあることなら、一度若様にはっきり申し上げてみたら？　若様だって悪気はないんだろうし」

　すると、直孝は恨うらめしげにあこを見た。

「……この江戸からの道中、三日にあげず清洲様と兄の話になって、さすがにここ数日の近況はわかりませぬと申し上げた」

「そうしたら？」

「わからないなら会いに行ってこいと、暇いとまをくだされた。清洲に入る直前のことだ」

（あー……）

　右近の様子がわからない？　いけないなぁ。せっかく近くにいるんだし、休みをあげるから会って様子を見ておいで──そんな秀忠の声音が聞こえるようだ。

「殿の御お側そばにあってお守りするのが私の務めだが、主命とあれば背くわけにはいかない。しかたなく隊列を離れて佐和山に来た。──あなたと初めて会った日のことだ」

「ああ！　あのとき！」

　猿さるに襲おそわれたところを助けてもらった日のことだ。

「そんな理由で暇を出されて佐和山にいるなどと大っぴらにされたくなくて、他言無用と言いおいた」

（ああ、そういうことね……）

　秀忠の側にいる直孝が佐和山にいるはずがないと、直政の霊れいだと思い込んでいたことは内ない緒しよにしておく。

「あの日、兄と会うことはできなかった。だが暇までもらっていながら会えなかったとは言えぬ。それこそさらにご心配をかけることになる。しかたなく知人に兄の近況を訊きいて殿の許もとに戻った。だが戻るなり今度は佐和山への先さき触ぶれを命じられた。先触れの使者は別にいるのに、実家なのだから私に行ってこいと、殿直々に、だ。それがあなたと二度めに会った醒さめが井いだ」

　もはやご苦労さまという言葉しか出てこない。

　きっと秀忠には悪気はないのだ。ただ、良かれと思ってやっていることが直孝をどれだけ振ふりまわしているか気づいていない。先刻鳥居家の姫ひめに会いたいと言い出したのも、きっと秀忠の勝手な思い付きだったのだろう。──周りの者の苦労が偲しのばれる。

「しかし殿も、数多あまたおられるご兄弟の中でご自分が将軍職に就つくことに不安がおありなのだろう。豊臣に嫁とつがれた姫の父として物思われることもあるはずだ。そのようなときに私の事情にお心を割さいていただくわけにはいかない。とりあえず今は殿の苦く悩のうを減らしてさしあげるほうが先だと思った。──主を偽ったことは事実だが、悔くいはない」

　腹を切れと言われれば切る、とつづきそうな勢いだったので、「わかったわ、よくわかったから！」とあこは止めに入った。

「……信じるのか？」

「ええ、まぁ、若様の人となりもなんとなくわかっているから……」

　秀忠本人を見たあとだけに、非常に説得力がある。

　すると直孝は目を眇すがめた。

「──甘いな」

「べつにいいわよ甘くても。それだけとっさの噓うそがつけるなら、それまで若様のご下問もうまくごまかせていたんでしょうし？」

　疎遠であることを秀忠にごまかしきれなかったのは不器用だからだ。そう言外に告げると、直孝は一いつ瞬しゆん面めん喰くらって、それから息をついた。

　その吐と息いきは降参の意味とあこは受け取った。

「……兄上に疎うとまれているのは自分でもわかっている。だから殿は心配なさるのだろう」

「え？　右近殿があなたを？　そんなことはないと思うけど……」

（だって兄弟の話をお聞きしたとき、掃部殿のこと忘れてなかったっけ？）

　好きかと問われればはなはだ疑問だが、すくなくとも嫌きらってはいない。直継にとって、この世の中のほとんどの相手が無関心の範はん疇ちゆうだ。

「いや、上じよう洛らくに合わせて何度か佐和山に寄っているが、兄上に目通りを申し出て許されることなど年に一度だ。いつも病に伏ふせていると追い返される。東とう梅ばい院いんさまにも目通りすらかなわないしな」

「え、今日のお昼にご挨あい拶さつしてらしたわよね？」

　直孝は今日、秀忠と共に愛宕屋敷に到とう着ちやくし、養母である東梅院に挨拶に行っていた。廊下での一件は、その挨拶の帰りの話だ。

　すると直孝は「ご挨拶、か」と、口くち端はにかすかに自じ嘲ちよう気味な笑えみを浮うかべた。

「出仕以来一度も目通りがかなったことはない。いつも祖先のご位い牌はいか空座の御み簾すの向こうに、形ばかり挨拶言上するだけだ」

　だから昼に直孝が仏堂に入ったとき、部屋が静かだったのだと気がついた。病の姿を見せぬように別室にいたのだろう。

「東梅院さまなら、わたしも正式にはご挨拶したことないわ」

「……どういうことだ？」

「あの、東梅院さまは気の病でいらして、あまり人と会える状態じゃないの。それに右近殿もよく床とこに伏せっていらして、愛宕に住んでいるわたしも毎日お会いできるわけじゃないし。だから掃部殿が避さけられてるわけじゃなくて、時機がよくなかっただけじゃないかしら」

「しかし、前回愛宕に伺うかがったときは、翌晩の宴うたげに出ておられたと聞いたが」

「ああ、あの日なら午後からずっと翌日の宴の刻限まで伏せってらしたわ。わたし、宴の日の朝に采女殿のお邸やしきに住まいを移すことになってたんだけど、お身体からだが悪くて、お暇いとまのご挨拶すらできなかったんだもの」

　それで容態を案じていたところに夜の宴に出るらしいとの話を聞いて、侍じ女じよとして愛宕屋敷に潜もぐりこんだのだ。直継は病やみ上がりらしく、宴の席にいてもつらそうだった。

「兄上はご無事なのか!?」

　急に声を荒げられ、あこはその剣けん幕まくに驚おどろいた。

「え、ええ。伏せりがちなのは本当だけど、疲つかれやすいというか寝ね込こみやすいというか……」

　原因ははっきりしている。昼は政務、夜は祓はらいと、あきらかに働きすぎだ。側にいる采女が真ま面じ目めすぎるせいか、直継まで感化されている。

「重いご病気というわけではないのだな？」

「わたしが見ている限りでは、寝込まれても一日休めば起きられるみたいだから、そんなに心配することないと思うわ」

　……多分、と最後につけてしまったが、直孝は「そうか」と安あん堵どの息を漏もらした。そして苦々しげにつぶやいた。

「あの方は見るからにご丈じよう夫ぶではないくせに養生もせず、寝込んでいたと思えば今度はろくに供も連れずに城下に下りられる……かけがえのない御おん身み、いかがお考えなのか」

　たしか醒井でもおなじようなことを言っていた。本気で兄の身を案じているらしい。

（じゃああの噂うわさは……？）

　口にするのも憚はばかられそうな問いだが、いまこの場所でなら聞けそうな気がした。

「掃部殿は、右近殿に代わって御お家いえを差配なさらないの？」

「……は？」

「だって、ふたりきりのご兄弟なんでしょう？　右近殿が寝込まれたら、掃部殿しか」

「──それはない」

　直孝ははっきりと告げた。

「私は、父に認められていない身だ。家に入ることはない。兄上に万一のことがあれば、采女殿が代わって差配なさるはずだ」

「え、采女殿？」

「ご猶ゆう子しとはいえ父が認めて子となされたのだ。ご生家は近親の筆頭家老だしな。重臣たちも納なつ得とくしよう。……私は父が存命ならば世に出ることすら適かなわなかった。父が亡なき後、木俣様のご厚こう意いで井伊家の名を負って勤めにあがることができた。だが、家には入らない。それは父の遺志に反する」

（掃部殿に家か督とくを奪うばう意思はない……？　じゃああの愛宕屋敷の噂は？）

「あの、じゃあ御家から付けられた家人を斬きったというのは本当？」

「それは斬った」

　直孝は事もなげに言う。初うい陣じんはまだでも人を殺あやめたことがあるということだ。直孝の腰こしに佩はいた二ふた振ふりの得物が、存在感を増して見える。

　どうしてと問うと、思い出したくないようにわずかに目を逸そらしたが、やがて口を開いた。

「その者は病弱な兄に代わり、家を継つげと言った。そうすれば後見役となる己おのれも引きたててもらえようという理由でな。その魂こん胆たんが見え透すいていた。家人としてあるまじき男だ。だから斬り捨てた」

　直孝は汚けがらわしいものでも思いだすように吐はき捨てた。

（ということは、全部愛宕側の誤解だったってこと？）

　中には事実もあったけれど、それにもきちんと理由があった。

　──人は見たいようにしか見ない。直孝の言葉が沁しみた。

「……あの、今度右近殿とゆっくりお話してみて？」

　ふたりには共にいた時間、話す時間が絶対的に足りていない。おたがい無口で感情を覗のぞかせないからなおさらだ。

「若様も、掃部殿がそんなに右近殿の近きん況きようを知っているはずがないってご存知だと思うの。それより、おたがいが知ろうとしないことを心配していらっしゃるんじゃないかしら」

　直孝は目を瞠みはった。思い当たる節があるらしい。

「江戸と江州は遠いけれど、話しあえばきっと誤解もとけると思うの。……あっ右近殿はあまり愛あい想そうがないから気をつけてね！　悪気はないの。無表情のあれが素すだと思って。わたしといるときもあんな感じだし──」

　そう自分で付け足しておきながら、

（それって、やっぱりわたしに心許してくれていないから……？）

　そんな不安がわいて、そのまま語ご尾びが沈しずんだ。

「……そうか？　あなたとはずいぶん親しげに見えたが」

「えっ、そ、そう!?」

　思わず声が裏返る。頰ほおが熱くなって、手のひらで両頰を押さえた。

（本当に!?　どのあたりがそう見えたのかしら!?）

「兄上は醒さめが井いで、私が見たこともないような穏おだやかな表情をしておられた。だからてっきりあなたが兄上の……」

　言いかけたところで、直孝は言いづらそうに目をそらして、口を閉とざしてしまった。

（わたしが、右近殿のなに？）

　つづきを聞きたかったが、今はそんなことに話が逸れている場合ではない。

「右近殿はすくなくとも噓うそはおっしゃらないから信じてあげて。……この世にたったふたりきりの兄弟だもの。家族として支えになってあげてほしいの」

「兄上にはあなたがいるだろう」

「わたしは……ちょっと訳ありで。あまり長くお側そばにいられないから……」

　その言葉を直孝は不思議に思ったようだが、主馬に牽けん制せいされていたためか、追つい及きゆうしなかった。

「家族と言われても、私自身よくわからない。母は早くに亡なくなったし、父とも数えるほどしか会っていないしな」

　直継も、母の東梅院は存命ながら、同じようなことを言っていた。こんなところまでよく似た兄弟だ。

「あの……先代さまのこと、恨うらんでる？」

　直孝はわずかに逡しゆん巡じゆんしたあと、「──いや」と言った。

「惣あと領つぎではない男子の扱あつかいなど、どこの家でもそんなものだろう。殿の側仕えのほとんどが当主の弟や庶しよ子し、みな似たような境きよう遇ぐうだ。私はとりわけ辺へん鄙ぴな山里育ちだが、幸い食うことと学ぶことには不自由しなかったからな。今にして思えば、本ほん邸ていで肩かた身みの狭せまい思いをして育つより良かったと思う」

　肩身の狭い思い──あこも異母弟が生まれて、鳥居家に居場所がなくなった。しかしそれは奪われたものだから痛みを伴ともなうのであって、最初から惣そう領りよう姫ひめでもなんでもなければそれが普ふ通つうだったのかもしれない。家督争いを避けるため、惣領以外の子は家人もおなじというのが武家社会だ。

「……先代さまのこと、憎にくんでいるわけじゃないのね」

　え？　と直孝が見やったので、「その髪かみの組くみ紐ひも」とあこは指し摘てきした。

「直政さまとおなじだもの」

　直孝は目を瞠り、「父に会ったことがあるのか？」と問うた。さすがに佐和山城で御み霊たまに会ったとは言えず、そこは曖あい昧まいに流す。

「その組紐、直政さまの形見？」

「いや。同どう僚りように父と似ていると言われ、無理やり結ばれた。そこに殿が通りかかって……」

　──ああ直孝か。兵ひよう部ぶ殿かと思ったよ。やっぱり親子だねぇ。よく似合ってるよ。

「……そう言われて、外せるか？」

　直孝に半眼を向けられて、あこは「あー、えーっと……」と言葉に詰つまった。

（こんなところまで秀忠さまなわけね……）
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　外さなければ親の七光りと言われ、外したら外したでご寵ちよう愛あいをいいことにと陰かげ口ぐちを叩たたかれる。どちらにしても直孝に良いことはない。だが秀忠に悪気はなかっただろうこともわかる。

「父はもう少し長かったと言われては、ろくに髪も切れやしない……しかし、いろいろ振ふりまわされることも多いが、悪い御お方かたではないんだ。縁えんあってお仕えした方があの方で幸せだと思っている。それが私の運命さだめなら命を賭としてお仕えする。──だから殿にはなんとしても目覚めていただかねばならない。そのための協力は惜おしまない」

　だから呼びだしたのではなかったのか？　そう直孝に訊たずねられ、あこはあわてて状じよう況きようを整理した。

（掃部殿は秀忠さまの昏こん睡すいに無関係だったってことよね？　じゃあだれが秀忠さまを……？）

「掃部殿、あの御お守まもりは誰だれからもらったの？」

　直孝に嫌けん疑ぎが向いた最初のきっかけは、御守りだったはずだ。

「こちらの知人からもらい受けたものだ」

「仮にあの御守りがなんらかの呪じゆ詛そを受けていて、若様に影えい響きようしたってことはないの？」

「……あれをお渡わたしして以来、殿は悪夢にうなされなくなったと喜んでおいでだったが」

「そうなの!?」

「それにあれは私の御守りとしてもらったものだ。私が殿のお側に仕えていることは知っていても、まさか殿の手に渡るとは思っていなかっただろう」

　直孝が、兄からもらったものだと偽いつわって秀忠に渡したのはまったくの偶ぐう然ぜんだ。御守りに呪詛がかけられていたのだとすれば、その者は直孝の命を狙ねらっていたことになる。──しかし残念なことだが、愛宕屋敷のあの噂からはその可能性も否定できない。

「一応、もらった方のお名前を聞いてもいい？」

「かまわないが。右う京きよう──木俣右京。木俣家の嫡ちやく子しだ」

「木俣殿!?」

　思いがけない名前だった。が、思い返せば采女が『弁之介さまは木俣さまと懇こん意いにしておいでですし、ご挨あい拶さつにでも伺うかがわれたのでしょう』と言っていた気がする。

（それで木俣殿に弁之介殿どのに会ったのって聞いたら、会ってないっておっしゃったのよね）

　あこが山中で会ったのを直政だと確信したのはそのためだ。木俣は木俣でも、会っていたのは当主もりかつではなく息子うきようの方だったらしい。

（あの木俣殿の嫡子……）

　熊くまのような守勝の外見を思い浮うかべ、その子がどのような人物かと非常に気になったが、そのあたりの人物関係となると、あこの知識では太た刀ち打ちできない。

　あこはすこし離はなれた場所で陸と戯たわむれていた主馬を呼んで、訊きいてみた。

「あー、あいつね。呪じゆ術じゆつだけでなくて、薬草とか絡から繰くりとかそういうやたら細かいのとか込み入ったのに長たけてて、木俣殿にもあれこれ持たせてたよ」

（熊の息子なのに器用!?）

　たしかに守勝もああ見えて裁さい縫ほうがやたら上手だった。さすが親子だ。

「それで実際、木俣殿は怨おん霊りようの被ひ害がいにあったことがないみたいだから腕うでは悪くないんじゃないかな。弁之介殿このひとと仲がいいのも本当。だから彼が狙ったとは思えない」

「じゃあ、若様の手元にあるのは本物のご利益のある〈御守り〉ってこと……？」

　その言葉に、主馬の目がすっと冷めた。

「──それだ」

「え？」

「人を昏こん倒とうさせるだけの呪詛というのはあまりない。狙うとすれば命だ」

　徳川将軍家の跡あと取とりの暗殺──その現実に唾つばを飲む。

「その呪詛が御守りに阻はばまれて、若様の命を奪うばうまでに至らなかったのだとしたら──」

「逆に御守りを手放したりしたら危ないってこと!?」

　いま愛宕にいるのは、本当の御守りだと信じている者だけではない。むしろ、嫌疑を受けている井伊家当主から渡されたと知れば遠ざけようとするのではないだろうか。

　いや、直継の無実を知っていてなお、御守りを遠ざけようとするのは──

　あこは直孝をふり返り、叫さけんだ。

「掃部殿！　おじさまを止めて……!!」




　　　　[image: ]




　雨の中、愛宕屋敷にもどった成次は、ふり返って天を見あげた。

「ひどい降りようですね」

　そう言って秀忠の側近のひとりが手ぬぐいを差し出し、成次はそれで髪の滴しずくを拭ふいた。

　この雨が降っているのは愛宕屋敷周辺だけだ。その不自然な現状を知れば、幕府はさらに井伊家への疑ぎ心しんを募つのらせることだろう。実際この目で見た成次でさえまだ現実を信じられずにいる。

　それに采女邸ていにいた姪めいのあこと家老の息子の源十郎──ここにいるはずのない者たち。先代当主直政の〈力〉を聞き知っていなければ、あやかしだと思ったにちがいない。

「土佐様、掃部殿はいかがなされました？」

「掃部殿なら、気がかりなことがあると言って、まだ見回りをしておられる」

「そう、ですか」

　返す声こわ音ねにも、かすかに不信感がにじんでいた。

　直孝は井伊家の一門だが秀忠の忠臣、当主である兄との不仲説も手伝って、今も幕府側の人間と見られている。そのため屋や敷しきから連れ出すこともできたのだが、いくら疑っていない相手でも姿が見えないとなれば不安を覚えるだろう。

　成次とて、直孝が主君を裏切ったとは思えないし、思いたくもない。だが主君に偽りを述べたとあれば、井伊家に引き渡すのが筋だ。表おもて沙ざ汰たになれば、井伊家に咎とがが及およぶかもしれない事態だ。

「若様のご容態はどうだ」

「同行した薬くす師しの見立てでは落ちついておられるとのこと。ですがご無事とは申し上げ難がたく」

「ご入浴直後だったのだろう。眩暈めまいではないのか？」

「近侍の者が言うには、お倒たおれになる前にある名を口にされたとか……」

　側近の者は周囲をはばかって「お耳を」と口を寄せた。

　そして告げられた名を耳にするや、成次ははじかれたように見やった。

「なに!?」

「しかし近侍の者は、そのような者は見ていないというのです。若様は道中、夢にうなされることも多かったので、お気が弱っておられたのやもしれません。ですが、怨霊が出たとなれば、祓はらわなかったこともまた井伊家の落ち度かと」

「──若様のご様子を拝見したい」

「訊いてまいりましょう」

　側近の者はその場を下がり、成次は重く苦にが々にがしいものを感じながら庭を見やった。

　不自然な雨に視界はさえぎられ、闇やみの奥を見通すことはできない。

（石いし田だ治じ部ぶの少しよう……ッ！）

　迷い人の彼女から聞いた内容と話が符ふ合ごうした。

　彼女が言うように、もし彼女が迷いこんだことであの者が甦よみがえったのだとしたら、成次も鳥居家の人間として無関係ではない。

　迷い人については成次自身よくわかっていない。本人の魂たましいが抜ぬけ落ちて時を渡っているだけなのか、もしくはおなじ姿の別人なのか。

　迷い人は流れ人、いつかどこかへ去りゆくもの。あれは姪ではない──そういつものとおり割り切ってしまえばいい。

　しかし成次は実際に彼女を見ているし、他人と断言するには彼女は似すぎている。

　だが江戸にいる姪と同一人物だと断言するにもなにかが違ちがう。喩たとえるなら、姪に双ふた子ごの姉がいたようなものだ。

　たしかに同じ顔なのに、たがいに経へてきた時が違う。

（あるいは──）

　──あと数ヵ月もすれば、姪もあのように育つのだろうか？

「お目通り、適かないましてございます」

　成次は側近の声に呼びもどされ、「では参る」と秀忠の居室へと足を向けた。

　六畳じようばかりの寝しん所じよに秀忠は横たわっていた。四よ隅すみの灯火で照らされた秀忠は、呼吸は安定しているが顔色がいいとは言えない。

　秀忠は葵あおいの紋もん入りの白小こ袖そでを着せられ、腕は掛かけ布から出ていた。よく見てみると、成次の腰こしを下ろした位置から秀忠の身体からだを挟はさんだ向こう側、秀忠の左の手のひらから藍あい地の錦にしきがわずかに姿を覗のぞかせていた。──それに見覚えがあった。

　直孝が兄からもらったものだと偽って渡した御守りだ。

（これのせいか……!?）

　成次は腰を浮かせて、秀忠の向こう側に行こうとした。

　──が、そのとき山犬の遠とお吠ぼえが聞こえた。

　山にこだまする声ではなく、すぐ近く──部屋の外からだ。その声を知っている。

　成次はそのまま寝所を出て、廊ろう下かに向かう。

　近きん侍じの者たちは、山犬を黙だまらせようと雨の庭に下りていた。だが大雨でただでさえ足元の悪い中、山犬の足にかなうはずもない。いくら追い立ててもするりとかわされて、山犬は遠吠えをつづけていた。

「待て、それは私の犬だ」

　成次の一言に、近侍が控ひかえる。

　やはり鳴いていたのは陸だった。直孝と共に置いてきたはずの陸がなぜここにいるのか。それに陸は、飼かい主ぬしの成次の姿を見ても鳴きやもうとしない。

「陸、いったいどうし──くっ」

　陸を手元に呼ぼうと廊下に膝ひざをついたその瞬しゆん間かん、成次の顔になにかが体当たりしてきた。

　ほこほことした物だったのでさほどの痛みではないが、目に水すい滴てきが入る。

　顔を拭きつつ目を開けると、着地に失敗したそれが廊下に転がっていた。成次の顔面を強きよう襲しゆうしたのは栗くり色いろの羽のフクロウだった。

「……ふく？　なぜ……」

　飼い犬と飼い鳥のらしからぬ行動を不ふ審しんに思いながら、成次はふくを手元に呼んでみる。今のふくなら襲おそいかかってくるのではないかとも思ったが、ふくはいつものように成次の腕うでに飛んできて羽を休めた。特に変わった様子はない。

（雨のせいで着地に失敗しただけか？）

　そう考えをめぐらせていると、次いで廊下を駆かける音がして、

「土佐様！」

　見やると、そこにいたのはあこと主馬に引き渡わたしてきたはずの直孝だった。傘かさは置いてきたのか、小袖も髪かみも濡ぬれそぼっている。

「なぜ君が……」

　直孝は成次の前で膝をつく。

「土佐様、急ぎお話が」

　ここでは近侍の者たちの目がある。別室で、という意を成次は読み取り、陸とふくを引きつれて場所を移した。







「それで、間に合ったわけですね？」

　開け広げた障子にもたれかかって主馬がそう問うと、成次は睨にらみ返した。

「君も無む茶ちやなことをする……」

「やだなぁ。なに言ってんですか。犬も鳥も行かせたのは彼女ですって」

（ええ!?　わたし!?）

　茶ちや筅せんを手にあわてるあこを無視して、主馬は「あの子らが、見ず知らずの俺の言うことなんて聞くはずないじゃないですか」としれっと責任を押しつけてくる。

（見ず知らずって、ずっと陸と遊んでたくせに！）

　あこは無言で主馬を睨みつけるがどこ吹ふく風かぜだ。

　あこと主馬は、愛宕屋敷を抜けてきた成次とともにふたたび采女の邸やしきに戻もどっていた。

　元げん凶きようとして怪あやしんでいた直孝は、秀忠の昏こん睡すいに無関係──いや、期せずして昏睡で止とどめておいてくれた功労者だった。犯人でないとわかったからは、次の手を考え直す必要がある。布ふ陣じんを立て直そうと、邸に戻った次し第だいだ。

　仕切りなおしに一服しましょうと声をかけて、今はあこがお茶をたてている。

（おじさまが腰をおろしているのに、主馬殿は立ったままって失礼じゃない!?）

　むかつきついでに、たてたばかりのお茶を荒あら々あらしく置いてやろうかしらとも思ったが、叔父おじの手前、みっともないことはできない。それに成次は、以前から顔見知りなのか、主馬の無礼を気にした様子はなかった。

「秀忠公の容態は意識がもどらないとはいえ安定している、御お守まもりは秀忠公の手の内、呪じゆ詛そを仕し掛かけてきたのは土佐様の情報によればやはりあの人かな、と」

　主馬も障子の木き枠わくにもたれかかったまま指を折り、ひとつずつ状じよう況きようを確認してゆく。

「その御守り、本当に効き目あるんですか？」

「さあ？　木俣殿か右京に聞ければいいんだろうけど、あっちも捕とらえられてるだろうしね。それに持っててまずいものなら一番に猫ねこ神がみさまが処分してるよ」

（ああ、なるほどね）

　主馬は直孝の偽ぎ言げんの件を聞いたときから、御守り自体は呪具ではないと勘かん付づいていたようだ。

「持っていて良いもの、もしくは無害なものと仮定して、容態が安定していることが重要かな。呪詛って、一回きり単発のとじわじわ効力が増してくるのがあるけど、どっちにしても秀忠公は昏睡以降、悪化していない。猫神さまの湖水どしゃ降り結界が効いているみたいだね。でも王手がかけられている以上、結界の維い持じが第一。できれば現状を維持しつつ元凶を断たって、この状況を打破したい……んだけどこればかりは手勢がねー」

「右近殿と采女殿以外に、〈力〉を持っている人はいないんですか？」

「皆かい無むとはいわないけれどごく少数、しかももれなく井伊家の一門」

　全員幕府に囚とらわれの身ということだ。

「公こう儀ぎの術者が数名同行しているが」と成次が告げると、

「その人たちが役に立っていないから、こうして若様が変な術にかかってるんでしょう」

　言外にその人たちが無能だからこうなったのだと、主馬は容よう赦しやなく切り捨てた。

「しかし、早ければ明日にも京から医師や薬師、術者がやってくる。新たな手立てがみつかるやもしれん」

「──京から？」

　主馬が眉まゆをあげて成次を見やる。

「京に使者が立ったんですか？」

「無論だ。日ごろなにも起きていなくとも、上様がおいでの京とは毎日連れん絡らくを取っている。お倒たおれになったなら、まちがいなくもう立っているはずだ」

　すると主馬は、「あー……」と天てん井じようを仰あおいだ。

「一難去ったと思ったのになぁ……」

「なにかまずいことでもあるんですか？」

「この一件が京に知れるのは時間の問題と思ってたけど。でも京の術者に来られるとちょっと厄やつ介かい」

　しかしこればかりは拒こばめんぞ、わかってますよ、という叔父と主馬のやりとりに、事情を飲み込めないあこが目をぱちくりさせていると、主馬が腰を下ろして茶に口をつけた。

「やっぱ京の茶はいいよねー。術者も茶を土産みやげに持ってきてくれるだけなら大だい歓かん迎げいなんだけどねー……京の結界ってどうやって保もってると思う？」

「え……よく知らないですけど、四し神じん相応の地とか、神社仏閣とか、そういうのですか？」

「まぁそんな感じ。京は立地自体もいいし、町も魔まを避さけるようにあらかじめ計画してつくられてる。なにより、ばっちり建物を配置して、霊れい験げんあらたかな人材がいない時代でも結界が保もつようにつくられてるんだ」

「能力者がいなくても大だい丈じよう夫ぶってことですか？」

「そ。抜ぬきんでた人がいなきゃ支えられないっていうなら、そもそも千年ちかくも保もたないよ。神の力を効率的に……というと語ご弊へいがあるけど、機能的に用いる研究がずっとされているんだ。逆にいえば、その方法や道具さえ知っていれば、修しゆ行ぎようをしていない人でも結界を張れるし、〈力〉も若じやつ干かんは使える」

「そうなんですか!?」

「なんの修行もしていない君だって数珠じゆず持って念仏くらい唱えるでしょ。数珠も念仏もその一種だよ。出家も修行もしていない人でも、神仏のご加護が受けられる簡易版だと思ってくれればいい──で、さて京の術者が佐和山にやってくる。となると何をすると思う？」

「加か持じ祈き禱とう、とか？」

「うん、やるね。でもその前に愛宕に結界を張るだろうね。お得意の知識と道具で」

「それがなにか……？」

　主馬の言を裏返せば、神仏の〈力〉を宿す者がいなくとも結界は張れるということだ。直継と采女が捕らえられている今、望ましいことのように思えたが、主馬の理解は違ちがうようだった。

「当家の場合、方法や物に頼たよるんじゃなくて、神さまそのものがそこにいて、その加護を受ける当主に頼りきりなわけ。そこに他ほかの方法を持ち込まれたらどうなる？」

　主馬は大だい福ふく餅もちの載のった茶ちや托たくに、空になった茶ちや碗わんを寄せてみる。白い大福餅がたま、茶碗が京の術者ということだろう。大福餅と京のお茶はとても相あい性しようがいいように思える。

「神様がふたりやってきて効果倍増、とか……？」

「これらみたく相性がいいと助かるんだけど。でもわっかりやすい話、宗派のちがう坊ぼうさんふたりがおなじ部屋で同時に読ど経きようしあってる状態」

　それは地上も天界も非常に困った状態のような気がする。

（効果倍増というよりむしろ……）

　たがいがたがいの〈力〉を打ち消さないか。

「……あ！　それが厄介の正体ですか!?」

「そういうこと。言ったでしょ、猫神さまの結界の維持が第一だって。呪詛に付け入る隙すきを与あたえるわけにはいかない。……けど、もうどうしようもないわけですよね？」

　主馬は成次を見やった。成次は唇くちびるを引き結んで厳しい表情でうなずく。

「京の術者は、上様付きの者たちだ。こちらの都合では引いてはくれまい」

「ああ、わかってますよ。京のお偉エラい術者さまの術は邪じや魔ましませんよ」

「じゃあ、どうするんですか!?」

　京の術者とたまの〈力〉がうまく重なればいいが、反発しあったときはたまの結界があやうい。しかし主馬の表情はあいかわらず飄ひよう々ひようとしている。

　この人、刃やいばを突つきつけられても表情が変わらないんじゃ……そう思ってしまったほどだ。

「ん、要は術に取り掛かからせなければいいわけで」

「どうやって？」

「術の行使以前にそもそも佐和山に立ち入らせなければいい」

「──は？」

　すると主馬はいとも簡単に言ってのけた。

「佐和山に入る前に、襲おそっちゃえばいいんじゃない？」

　予想外の返答に、あこは理解するまで時間を要した。

（……襲う……って…………）

「誘ゆう拐かいするんですか!?　ご公儀のご使者を!?」

「やだなぁ。こちらの邸やしきにお出迎えするだけだよ。丁重にね」

「──言葉の使い方、あきらかにまちがってますよね」

「そこは察してよ。意図的にまちがってるんだってば」

　主馬と話していても埒らちがあかない。おじさまからもなんとか言ってくださいとあこが成次を見やると、成次は厳しい面おも持もちで主馬を凝ぎよう視ししていた。

「……本気か？」

「ええ。必要とあらばやりますよ。こちらはもう手て詰づまりなんで。突とつ破ぱ口こうになるならなんだってやります」

　その言葉を受けて、成次はしばし瞬まばたきもせずに主馬を見つめていた。が、やがて「わかった」と息をついた。

（なにがわかったんですかおじさま!?）

「ただし加担はできないぞ」

「ええ。あなたには幕府側の重じゆう鎮ちんでいてもらったほうがいい。万が一の場合も、庇かばいだては一いつ切さいしないでいただきたい」

　どういう共通認識があるものか、成次は「了りよう解かいした」と告げ、主馬は交こう渉しよう成立とばかりに勝かち誇ほこったようにあこに視線を向けた。

（それってやっぱりご公儀のご使者を襲うってこと……？　────えええええ!?）
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　深い闇やみを満ちた月が照らす。しかしそれも今しばしの間、月は山やま裾すそにかかりはじめている。月に代わり、朝が近づきつつある。

　そのことを三みつ成なりは、花の色を見て気づいた。夜闇に咲さき誇っていた花が、いつしか空の色に淡あわくにじみはじめている。

「……白みはじめたな」

　夜を越こえてもなお話は尽つきず、酒に強くない三成はいつしか杯さかずきを置いていた。だが吉よし継つぐの手にはまだ杯はあり、ついでやるとまた一いつ杯ぱい空けた。

（これで銚ちよう子しは何本目だ？）

　吉継は一晩飲みつづけてなお顔色ひとつ変えていない。白い肌はだがほんのり色づいただけで、受け答えもしっかりしている。

　生前はそんなに飲む印象はなかったのだが、病のために自制していたのかもしれない。

「もうそんな時刻か」

　では行くとするか、と吉継は杯を置いた。

「京に行くならついでに足を延のばしてきたらどうだ。源げん次じ郎ろうに男子おのこが生まれたらしいぞ」

　源次郎というのは、三成の甥おいにあたる真さな田だ家の次じ男なん坊ぼうだ。五年前の敗戦の責めを問われ、今は大坂のあたりで父の昌まさ幸ゆきと共に隠いん棲せいしている。源次郎に吉継の娘むすめが嫁とついでいるので、生まれたのは吉継の孫だ。

　敗やぶれてなお血は残っている。そのことが嬉うれしくないはずがないのに、吉継は「そうだな」と是ぜとも否ひとも取れる返答をした。

「だが主ぬしは気が早い。京の前に、まずは目の前の仕事を片付けねばな」

　まだ事態は動いていないようだからな、と吉継は城下を見やる。

　愛宕屋敷のあたりは厚い雲に覆おおわれていて、結界の中の様子を窺うかがい知しることができない。

　予定では、秀忠は三成の呪しゆによってすでに傀かい儡らいにしたてあげられているはずだった。しかしいつ手て違ちがいが生じたものか、呪が歪ゆがめられ、秀忠は昏こん睡すいに陥おちいっている。

　もしそのまま秀忠が命を落としているなら、いますこし頻ひん繁ぱんに使者が行き来するはずだ。しかし佐和山から出た使者は晩に一騎きのみ。容態は変わっていないということだ。

「こちらのことなら放っておけばいい。水神の力が衰おとろえるのを待てば、おのずと道は拓ひらける」

「だが、そう思いどおりにいかないのが現実だ。あれへの疑ぎ惑わくが功を奏してくれるかと思いきや、いまだに守まもり袋ぶくろが手元を離はなれた様子はないしな」

　吉継が罠わなを張るまでもなく、愛宕屋敷内には直孝をめぐる疑惑が渦うず巻まいていた。それに乗じて疑心を煽あおらせてもらったのも事実だが、意外なことに、この状じよう況きよう下かにあっても井伊家が直孝を排はい斥せきする動きはない。

　井伊家側からは当主の座の簒さん奪だつ疑ぎ惑わくを、幕府側からは井伊家の傀儡としての疑惑をかけられる立場だろうに、どのような理由で平へい衡こうが保たれてしまったのだろう。

　秀忠への呪で生じた手ちがいは、直孝が渡わたした御お守まもりが原因だ。

　その御守りには竜りゆう神じんの力が込められているわけでもないのに呪じゆ詛そ返し的な作用が働いて、三成の呪が思いもかけない方向に歪められてしまった。

　しかしそれでも直孝に疑心が向けば、御守りが秀忠の手を離れるのも時間の問題と思っていたが、うまくいかないものだ。

「あの守袋が手元にある以上、別の策を詰つめられるだけ詰めておかないとな」

「では私が行こう。呪は私の仕事だ」

　そう言って三成は腰こしを浮うかしかけたが、吉継に手で制された。

「主は無む暗やみに動くな。おとなしく祀まつられてるのが大将の務めだ」

「しかし」

「我らは太たい閤こう殿でん下かの下で動くのが務めだったからな。祀られることに慣れぬ上、主の性に合わぬこともわかっている。だが己おのれが頂点に立つ以上、自分がどう動くかではなく、従う者をどう動かすかを考えろ。自身は指一本たりとも動かさず、人が己の思うがままに動くようになれば一流だ」

　幸い考える時間ならいくらでもある、頭を使うことなら得意だろう？　と吉継は冗じよう談だんまじりの笑えみを浮かべる。

「私はひとり頂点に立っているつもりはない」

　三成がむっとして言い返すと、

「ではその認識から改めねばならんな。左さ近こん殿どのが京から戻もどり次し第だい、大将たる者の心こころ得えを指南してもらうがいい」

「だから主は、他家うちの内情にいらぬ気をまわすなと前から──おい！」

　吉継はまたもや人の話を最後まで聞かず、「またな」と言い置くと、衣ころもを翻ひるがえして姿を消した。
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　朝が来た、と知らせる徴しるしはすくなかった。

　いまだ雨は屋根をたたきつけ、朝の光は雨雲に覆われてとどかない。けぶるような闇がまだ室内に残っている。

　ただ、いつしか燭しよく台だいの灯あかりよりも背後の障子からにじむ色のほうが明るくなっていた。いつ光の力関係が逆転したのか、畳たたみの上に座したままの直継は気づかなかった。

（暁あかつきを抜ぬけた、か……）

　夜から朝に変わる暁あかとき降くたち、そして昼から夜に変わる黄たそ昏がれ時どきは、〈力〉の平衡が崩くずれやすい。結界がゆるみやすいのもこの時間だ。

　秀忠の容態に変わりはないらしい。それは己の監かん視しについている役人を見ればわかる。

（──まずは一晩）

　無事に越こしたと直継は息をついた。次いで思い浮かんだのは彼女の面おも影かげだった。

（彼女は、どうなった……？）

　時を超えるなら、平衡が崩れる今──このときだ。

　朝が知らぬ間に訪おとずれていたように、彼女もまたなんの兆きざしもなく、もうすでにこの世界にいないかもしれない。

（……自分が命じたことだ）

　あとは現実を受け止めるだけだ。そうわかっていたが、現状を知りたかった。

　しかし気配を追おうにも、屋や敷しきの外はおろか目の前の像すらろくに結ばない。視界がいつもより狭せまい。

「井伊殿どの、やはりお怪け我がが……」

　監視についていた役人が声をかけた。見下ろすと、直ひた垂たれの左袖そでが朱あけに染まり、鮮せん血けつが手ての甲こうを伝っていた。

　しかしもはや感覚が麻ま痺ひして、痛みは意識しなければ感じない。血を見て思ったのは別のことだ。

（これを媒ばい介かいに、跳とべるか？）

　外の状じよう況きようを、彼女のことを知ることができるなら──

（……なにを愚おろかなことを）

　失血のせいで、頭にろくに血が回っていないらしい。

（割り切れ）

　直継は固く眼めを閉じて、なおもひきずる情を断つよう、己に命じた。

　思い出すのは真白な雪の情景。庭に積もったそれらは、光がなければ時が止まったかのように微び動どうだにしない。その雪の中でたたずんでいて、指先がかじかんで動かなくなって、吐はき出す息も細く冷たくなってきて、このままいれば自分も雪の一部になれるような気がした。
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　心を凍こおらせる。彼女に出会う前は当然のようにしていたことだ。──そう、失うというのは彼女が現れる以前の状態に、それがあたり前であった頃ころにもどるということだ。

　昔できていたことが、今できないはずがない。

　いま自分がすべきことは、止血し、血の気配を断ち、自分の心と身体からだを保ち、秀忠公の容態の悪化を食い止めること。

　あまりに静かに流れる時間、しかしこれは戦いくさだ──政まつりごとという名の。

　井伊家にかかった嫌けん疑ぎ、それを受け止め、潔白を身で明かすのが当主としての自分の務めだ。

　感傷に流されているときではない。

「──衣をあらためる」

　静かな声こわ音ね。しかし自分を取りかこむ者たちの気配が揺ゆれた。警けい戒かいされていることを肌で感じる。

「衣と布と水、そして清めの酒と塩を用意していただきたい」

　直継は役人を見み据すえて告げる。

　役人は訝いぶかししみながらも直継の言葉どおり、廊ろう下かに控ひかえる者に伝えた。
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「思ったより大だい胆たんなんですね」

　あこの言葉に主馬はぴらっと袖を広げ、自身を見下ろした。

「そう？　相手は墨すみ染ぞめの僧そう衣いかもしれないけど、それでもやっぱり京からのお客人だからね。これくらいじゃないと気け押おされるんじゃないかなーって」

「──って、誰だれが衣装の話をしてるんですか!!」

　反射的にあこが吠ほえると、朝あさ露つゆが残る山中に声がこだました。

　場所は佐和山の正門の裏、ふたりは京からの使者を待っているところだ。鉄てつ鋲びようが打たれた重じゆう厚こうな門は、男ふたりがかりでないと持ちあがらないような大きな閂かんぬきで閉とざされている。

　門番は門の表と脇わきの詰つめ所しよに数名、主馬に言わせれば丁重に交替していただいた。いま番に当たっているのは胴どう鎧よろいをつけた采女の家人、本当の門番は今ごろ采女邸ていに転がされているはずだ。

「え、ちがうんだ？　いつもより気合い入れてみたんだけど」

　主馬の小こ袖そでは、地色こそ黒だが銀糸の昇り竜りゆう、さらに背中には雷いかずちが金糸で彩いろどられ、いつもどおりに派手だ。たしかにいままで見た中でもあざやかさでは随ずい一いちかもしれない。が。

「見た目も否定はしませんけど、わたしが言っているのはやることがです！　よりにもよってご公こう儀ぎのご使者を捕とらえようなんて──」

「遅おそかれ早はやかれ、俺が言い出さなきゃ君が言ってただけじゃない？　他ほかに手がないんだから。君だって殿とののためならそれくらい平気でしょ？」

　いともあっさり図星をさされて、あこは返す言葉をなくした。

「かっかしてると温かくていいけど、無む駄だに体力使うだけだよ。長丁場かもしれないんだし、腹をもたすのも大事」

　だからおとなしく座りなよ。そう言われて、あこは渋しぶ々しぶ石段に腰かけた。

　主馬の隣となりだが、手の届かないだけの距きよ離りを置く。そのあからさまな警戒に気づいていないはずもないのに、主馬は「さて、何なん刻どきくらいにご到とう着ちやくかなぁ」と吞のん気きに後ろ手をついて空を見上げた。

　雨雲は山の裏手の愛宕屋敷に奪うばわれているせいか、こちらは快晴だ。

　朝露にしっとりと濡ぬれた若葉が、霞かすみ空の下で青々と茂しげっている。

「ご使者が来るまでの間、時間ならいくらでもあるし、なんか誤解されてるみたいだから話なら聞くよ？」

　主馬に訊ききたいことはいくらでもある。自分を嫌きらっているのではなかったのか、それをなぜここにいるのを容認してくれたのか、そもそもいったいなにを考えているのか──

　しかしいきなり切り出す話題でない。いきなり核かく心しんをついてもまた口先でごまかされる。

（えっと、まずは当たりさわりのない話題から……）

「あの、主馬殿、前におっしゃってましたよね。君みたいな娘こって、どういう娘こですか」

「君みたい……？」

　主馬は首をかしげたが、「ああ、あれか」とすぐに思い出した。先日、あこが花生けを選んでいたときに言われた言葉だ。

「なんかじゃじゃ馬っていうか」

（……馬？）

「活いきがいい魚っていうか」

（魚？）

「元気がありあまってて、つやつやしたおでこに『健康児』って書いてある感じ？」

（子ども～～～!?）

　あこはがくりと肩かたを落とした。

（そりゃ、美人とはちがう範はん疇ちゆうだとは思ってたけど！）

　美人どころか、もはや女によ人にんの範疇ですらない。

「いやー、てっきり殿も采女も、側にいても邪じや魔まにならない感じの穏おだやかな娘こが好みだと思ってたんだよねぇ。出しゃばらずに自分の領分をきっちり守るような感じの。それがいるだけで騒さわがしそうな、それどころか何もしてないのになにかを呼びそうな娘こだったのが意外で」

（た、たしかに天災娘むすめだけど……）

　主馬の読みに驚おどろく。花生けを選んだときも思ったが、主馬は勘かんが鋭するどい。

（でもあのときは花生けを選んでただけで、わたし、そんなに騒いでなかったわよね？　それにおでこにだってなにも書いてない……わよね……？）

　書いているはずがないと思いつつ、あこはなんとなく額ひたいをこすりたくなった。

「ふたりとも、自分の呼吸に合うようなおっとりさんとかしっとりさんが好みだと思ってたんだけどなぁ」

　思い浮うかべてみると、たしかに主馬のいうとおり、そういう女人が側にいるほうが似合いに思える。すくなくとも自分がいるより絵になる。なにより主馬がそう見立てたなら、多分そうなのだろう。……そう思うと、自然と頭こうべが垂れた。

「でもまぁ、自分にないもの持つ人を好きになるのは世の常だし、殿はもの静かな人だから、周囲がにぎやかなのはいいことなんじゃないの」

「……わたし、べつに右近殿に好かれているわけじゃ……」

「えっ!?」

　その主馬の声音は、めずらしく本気で驚いているように聞こえた。どんな顔をしているのか気になったが、気持ちが沈しずんで顔を上げられなかった。

「お屋や敷しきに置いてもらっていたのに？」

「それは領内に迷い込んだのを拾っちゃった責任というか、放っておくとなにが憑つくかわからないから、しかたなく置いていただいていただけで……」

　現に一度、愛宕屋敷から采女の邸に移れと言われた身だ。

「……興味、なくはなかったと思うんだけど」

「そりゃ、自じ称しよう許いい嫁なずけがいたら気にならないはずないじゃないですか。でもそれ以上でも以下でもなくて」

　興味、なくはない──主馬の言葉は的確だ。許嫁を自称する迷い人。その自分に対してあったのは、不思議ななにかに対する興味、それだけだ。だから。

（帰る方法が見つかったから帰れって言うんでしょう？）

「今だって自分が自分のわがままで、勝手に居座っているだけで……」

　帰れと言われながらもこうしてこの世界に居残っている。そのこと自体も嫌がられることだとわかっている。

（けれど、どうしても）

　伝えたいことがある──だから。

　あこはぎゅっと拳こぶしをにぎりしめた。

「──君さ、殿のどこが好きなの」

　どこか呆あきれたような声で前まえ触ぶれなく突つきつけられて、あこははじかれたように頭を上げた。

「え、えっ!?　どこって……!?」

　ぐるぐると様々な記き憶おくと想おもいが廻めぐる。そしてあこはうつむいて、ふるえる声を紡つむぎだした。

「や……優やさしいところ……」

　そう答えてから、単純すぎて呆れられるんじゃないかと思った。これではまるで、好きな食べ物の理由を聞かれておいしいからと答える子どもとおなじだ。

　しかし主馬ははぐらかしも茶ちや化かしもしなかった。

「ふぅん。でも采女もけっこう優しいと思うけど」

「采女殿は優しいですけど、どちらかといえば心こころ遣づかい、気配りの人っていうか」

「あーなるほどねー。でも君んちの彼、小一郎？　彼だって優しいでしょ」

「小一郎は……わたしに気を遣つかっていると思ってたんです」

　思ってた──その言い回しに主馬は気づいただろうか。

　それだけの理由ではなかったと知らされたのが、つい先ほどのことだ。

「わたし……鳥居家では、いらない子で……家に、居場所が、なくて」

　自分の汚お点てんを口にするのは恥はずかしかった。できることなら言いたくない。けれどもそれが現実だ。隠かくしたところで現実が変わるわけでも、その過去がなくなるわけでもない。

「小一郎はそんなわたしにも侍じ女じよみたく遠巻きにはしなくて、気さくに接してくれてて。でもわたしの縁えん談だんがまとまって、家を出ることが決まってからは小一郎はあまり来なくなって……小一郎にも家老の跡あと取とりという立場があるし、あまりわたしに関かかわりたくないんだろうなーとか、でも急に疎そ遠えんになると周りの目もあるから、いろいろ気を遣って距離を置いてるんだなーとか思ってて……」

　井伊家との縁談で、惣そう領りよう姫ひめの地位から一転して家を出されることが確定して、そんな自分に気を遣っているのだと──気を遣われるような立場なのだと、考えるとみじめになるからなるたけ考えないようにしていた。

　小一郎がそのときなにを思っていたのかなんて、考える余よ裕ゆうがなかった。

「でも、右近殿はそんなわたしに、ここにいていいって言ってくれて……右近殿はそういう事情なんて一いつ切さい知らなかったと思うんですけど、でも帰りたがってないのに気づいたのかなって。あまり言葉を交かわしていなくても、優しいから気づいてくれるっていうか」

　羽柴の出自を告げたときも、ひとりで抱かかえ込むなと。本当の許嫁であるかどうかなど関係なく、ただ自分にそう言ってくれた。そのことがとても嬉うれしかった。

「そんなこと言ってもらえたの、初めてだったから──」

　つづきは言葉にならず──涙なみだが落ちた。

　今まで言ってもらえなかった自分が悲しいわけでもない。ただ、心の中でずっと固まって石になっていたなにかが、融とけて流れ出ていった。──それを融かしてくれたのは直継だ。

「だから右近殿が帰れっていうなら、帰ります。いつか帰らなきゃいけないってことはわかってたんです。右近殿の優しさに甘えていたんです。でもこれ以上、右近殿にもおじさまにもこちらの世界の人たちにも迷めい惑わくはかけられませんから」

　だから、直継がこのような状じよう況きように陥おちいっていることの元げん凶きようが自分だというなら、せめて助けてからでないと帰るわけにはいかない。

　泣いている場合ではないと、あこは袖そで口ぐちで涙を拭ふいた。

「ああ、そういうこと。だから帰るんだ？　その覚かく悟ごは立派だけど、二度と会えなくなる覚悟はできてんの？」

　しかし主馬は、弱い部分に真正面から遠えん慮りよなしに斬きり込んできた。口調は変わらず軽いが、まっすぐ見つめてくる瞳ひとみに冗じよう談だんの色はない。

「俺にわかっている状況から判断すると、江戸にいる姫ひめや小一郎たちと君たちは別の人だよ」

　そう断言されて、あこは息を飲んだ。

　成次もそれらしきことは言っていた。しかしはっきりと告げられたのは初めてだ。

「俺は土佐様ほど迷い人にはくわしくないし、〈力〉のほうもからきしだけど、目に見える現状から見てもある程度予想はつくんだ。もっと具体的な話をしてみようか」

　主馬は手近に落ちていた木枝を手に取る。そして朝あさ露つゆの染しみた土の上に木枝で一本の横線を引き、線の左ひだり端はし近くには五月五日と記した。

「君たちが江州に着いたのがここ五月五日、通ってきたのは中なか山せん道どう、男の足でも半月はかかる道のりだ。君たち一行には小さな女の子も混じっていることだし、二十日以上はかかる。となると四月上じよう旬じゆんにはもう江戸を発たっていたわけだよね？　仮に出立したのが上旬最後の四月十日とでもしようか」

　そう言って主馬は、五月五日のすこし右に四月十日と記す。

「今日が三月十五日だから、四月十日まであと二十日あまりかな。もし今から江戸にいる姫を呼びつけようとしたら、まずは当家うちの重臣たちの意見をまとめなきゃいけない。延期したはずの輿こし入いれを予定どおり行うってね。けれどあいにく今はこんな状況だし、とてもそんな話をしてられる状況じゃないよね。すっっごく運よく若様の一件が今日明日中に無事片付くとしようか。そうしたら若様の出立は明後日あさつて十七日だね。そこから当家うちの重臣を呼んで合議をはじめるでしょ。若様の将軍宣下でばたばたしているこの時期に話が通るとも思えないけれど、とりあえず今なら全員そろってるしね。強ごう引いんに押して二日で話をまとめたとしようか。それで十九日。そこから君の父上、左さ京きようの亮すけ様さまをとっ捕つかまえて話を通す。左京亮様はこの御ご一いつ行こうのどこかにいらっしゃるはずだから、二日もあれば見つけて話をする時間は取れるかもしれない。これで二十一日。そこから鳥居家の中でも合議が必要だよね。正室腹の一の姫の嫁よめ入いりをこんないい加減な形で認めてもらえるとも思えないけど、これも二日くらいでごり押ししてもらったとして二十三日。そこから文を書いてもらって出したとする。今はどこの関所も厳げん戒かい態勢で、しかも東とう海かい道どうは大名行列でほぼ使えない。中山道を使って文を送るとして、こんな私事にご公こう儀ぎみたく早駆がけの伝てん馬まは使えないし、江戸に着くのは早くとも四月に入ってからだね」

　横線を時じ間かん軸じくに見たてて木枝で指し示しながら、主馬は言葉をつづける。

「四月三日、四日あたりに京の当主から文が届いて、君たちは寝ね耳みみに水みずの江州行きの準備を始めるわけだ。婚こん礼れい道具は後で持ってくるにしても、江え戸ど屋や敷しき勤づとめの中から君を江州に送り届ける人を選ばなきゃいけないし、親族を呼んで出立前の宴うたげも開かなきゃいけない。一番大変なのはあれかな、通行手形。君みたいな大大名の姫は譜ふ代だいといえども大切な人ひと質じちだ。江戸を離はなれるとなるといろいろ裏を調べられるよ。しかも若様の上じよう洛らくで、幕府方も人の移動にぴりぴりしている時期だからなおさらね。俺も江戸からもどったばっかりなんだけど、役所に届けを出してから許可が下りるまで半月ちかくかかったよ。この時点でもう四月十日を過ぎてる。でも君たちは実際、関所破りもせずに通行手形を持って、中山道を悠ゆう々ゆう旅してきたわけでしょ？　これだけの手順を踏ふもうと思ったら、単純に逆算してももう日が足りないってことはわかるよね？

　江戸の姫を呼んだなら、君とちがう日に江州に到とう着ちやくする。ということは、江戸にいる姫と君が別人であるということ、つまり君とこちらの世界はつながっていない証左にならないかな」

　あこは主馬が示した図をじっと見る。

　実際あこたちが出立したのは四月十日だ。しかし文が届いたのは三月中だったように思う。

（だとしたら、江州からの文はもっと前に出されているはず……）

　京から江戸への文は、おおよそ十日から半月かかる。たとえ今日出されたとしても着くのは三月二十五日から三十日──主馬の言うとおり、もう日が足りない。

（じゃあ、あのときすぐに帰っていれば間に合ってた……？）

　その思いを読んだかのように、主馬が言葉を継ついだ。

「君がこちらに迷いこんですぐに帰ってても状況はおなじだよ。当家うちの重臣はみんな出はらってて、筆頭家老の父が戻もどってきたのは昨日だ。殿とのの婚礼なんて大きな話を筆頭家老不在のうちに進めるわけにはいかないし、いきなりそんな議題を俎そ上じように載のせられても、俺だって事情を知らなきゃ反対するよ。まず当家うちの総意としての結論が出ないかぎり、君の家に申し入れをするはずがない」

「じゃあ……」

「そもそもの話、当家うちには延期になった婚礼をまた早めるなんて話は一切出てないし、その必要性も感じていない。それに殿は将軍就任祝賀のために上洛を控ひかえている身だし、こんなときに許いい嫁なずけを江州に呼びつけてる場合じゃないでしょ。──と、俺が見える範はん囲いで考えたかぎり、君のいた世界とこちらがつながっている可能性は望のぞみ薄うすだよ。それでも君、帰るわけ？」

　──言葉が、出なかった。

「ああ、ごめんね。ただでさえ甘くない現実を悲観的に見るのは好きじゃないんだけど、世の中ってことのほか自分の思いどおりになってくれないじゃない？　だから転ばぬ先の杖つえっていうか、あれこれ考えをめぐらせるのが趣しゆ味みでね。特に俺は、生まれたときからそういうふうに育てられてるから、つい癖くせで。……まぁ俺も神様じゃないんで明日のことなんてわからないよ？　だからせめて自分の見える範囲であれこれ考えるわけ。

　君の世界とこちらはつながっているかもしれないけど、つながっていないかもしれない。つながっていないとしたら、どちらかが現実でどちらかが夢なのかな？　それともこんな感じでこちらに似た世界がどこかにいっぱいあるのかな？　いや、こちらに似ているんじゃなくてこちらがどこかに似ているのかもしれない。こちらがおまけの世界だとしたら本物はどこにあるんだろうね？　なーんて俺みたいなことを考えている俺とおなじ顔した人間が、ちがう世界にわらわらいるかもしれない。そういうこと考えはじめると、夜もおちおち眠ねむれやしないわけ。まあ、唐からの書物とか読んでると似たようなことを千年以上前に考えてる人がいたりして、千年経たっても答えが出てないってことは俺が一晩考えたところで答えなんて見つからないのかもしれないけどね。……そんなわけで、迷い人は深入りせずに追い返せっていうのが当家うちの方針。幸い、追い返す〈力〉を持った猫ねこ神がみさまが当家にはいるしね」

　軽い口調のまま、淡たん々たんと分ぶん析せきし、主馬は現実を突つきつける。──本当に、腹が立つくらいに冷静だ。

「──じゃあどうして、どうして右近殿を焚たきつけるようなこと言ったんですか!?」

　あこははじかれたように声をあげた。

　元々追い返すつもりなら、放っておいてくれればよかったのに。いくら自分が気に食わないからといって、直継をけしかけるなんてやり方が卑ひ怯きようだ。

　しかし主馬が動じる様子はなかった。

「なにが？」

「だって主馬殿が右近殿に言ったんでしょう!?」

「え、俺が？　なにを？」

（とぼけちゃって！）

「ほっぺたでも触さわってみたらきっとおもしろいものが見られますよーとか言って、焚きつけたりしたんじゃないんですか!?」

　思い出すだけで頰ほほが熱くなる。しかし、主馬はきょとんとしてこちらを見ていた。

「──俺、そんなこと言った覚えはないけど」

「えっ!?」

（だって、あのとき右近殿、主馬殿が言ったって……）

「たしかに俺は、殿にしたいようにしてみればとは言ったけど、ほっぺた触ってみればとか言った覚えはないよ」

「ええ!?」

　一昨日おとといの状況をくわしく思い出してみる。

　──主馬に言われた。あまり考えるなと。頭で考えても大人にはなれないそうだ。

　そう直継は言っていた。たしかにほっぺた云うん々ぬんの話はしていない。自分の思いちがいだ。

（ってことは、あれは右近殿がそう思ったってこと？　……なんで!?）

「へー……殿が君の頰をねぇ。他ほかになにかされなかった？」

「べっ、べつになにもされてません！」

　覗のぞきこんできた主馬の視線から逃にげるように、あこはそっぽを向く。

「またまたー。その顔でそれだけってことはないでしょ。さぞかし触り心ごこ地ちがよかったんだろうねぇ。見るからにぷにぷにしてるし、なんかおいしそうだし」

（や～め～て～～～～～!!）

　憶おく測そくが外れたこと、それ以上に一昨日の直継との出来事を思い出して、恥はずかしさのあまり顔から火を噴ふきそうだ。あこはあわてて袖そでで顔を隠かくした。

「けどまぁ、君もその様子だと嫌イヤじゃなかったわけでしょ」

　はいともいいえとも答えられずにいると、「じゃあいいんじゃないの」と主馬は意外にあっさりと引いた。

（もっとからかわれるかと思ったのに……）

　大人の余よ裕ゆうなのか、主馬はあこの失言をひきずる様子もなく空を仰あおいでいる。

「殿はさ、自発的になにか欲しがるって、今までなかったからさ」

「そう……なんですか？」

「負わされたものが大きすぎたんだろうね。名と立場に付ふ随ずいするものを抱かかえるだけで精せい一いつ杯ぱいで、自分のわがままを言える状じよう況きようじゃなかったから。まぁそれに関しては俺も責任を感じてるところなんだけど、でも俺が江戸から帰ってきたらちょっと殿の雰ふん囲い気きが変わったなって思ってね。心が動きはじめたのはいい傾けい向こうだと思うよ。君のおかげだとしたら感謝しないとね」

（──感謝？）

　あまりにそぐわない言葉に呆ほうけていると、主馬がふり返り気味に首を向けた。

「意外？」

「わたし、主馬殿には嫌きらわれているものだとばかり……」

「そりゃね、主君に近づく女によ人にんを警けい戒かいするのは家臣として当然でしょ。成長まっただ中の殿にどんな影えい響きよう与あたえるかわからないんだし、後々世よ継つぎの問題に発展するかもしれないし。采女が簡単に君を許してたから、采女の想おもい人かと思ったのに」

　主馬はあたり前のことのように告げる。あまりにあっさり認めたので、怒いかりも生じなかった。

「てっきり采女殿より右近殿を取ったと思われてるって……」

「采女はかわいい弟だし、早く幸せになってもらいたいよ。でも殿もまぁ、ご主君ではあるけれど、おなじ弟みたいなものだからね。采女と一いつ緒しよだよ」

（あ、右近殿も身内みたいなものだっておっしゃってたっけ）

「右近殿とはご親しん戚せきかなにか？」

「たがいの親、つまりうちの親父おやじと先代の直政様が従兄弟いとこなんだ。だから俺と殿ははとこっていうの？　まぁ要するに遠とお縁えん。年も近いし、主家の跡あと継つぎと筆頭家老の嫡ちやく子しだからね、幼いときから知ってるし」

（あ……わたしと小一郎とおなじ？）

　花生けを選んでいたあの日にも、小一郎と似たようなものだと言っていた気がする。

「だから、俺だけの殿情報、けっこうあるよ？　幼いころの殿の話とか」

　聞きたくない？　と主馬が挑ちよう発はつしてくる。思わず乗りそうになって、ぐっとこらえた。

「いいです、ご本人から聞き……」

　そう言いかけて、不意に言葉が途と切ぎれた。もう話す機会なんてあるかどうか。

（……ううん、きっとある）

　絶対に救いだしてみせる。けれども言葉を交かわせるかどうか。交わしたところできっと、早く帰れと言われるだけだ。

　直継に会いたい。会って無事な姿を確認したい。なのに、会った後のことを思うと目のまわりが熱を帯びる。

（……わたし、やっぱりいないほうがよかった……？）

　もう甘えない、すべて思い出にすると決めた。なのに直継にそう言われるのはやっぱり怖こわい。

　引き留めなければよかったとは思われたくない。自分にはなににも代えがたい大切な時間だったから、せめて一緒にいた時間を否定してほしくない。

「つながってないってことは、薄うす々うす気づいてたんです……神社で、若いころの直政さまと、たまに会ったから」

「猫神さまに？」

　たまは水神、時を越こえても外見が変わらない。あの幼い眼めで人々の長い歴史を見て、記き憶おくしているはずだ。

「なのにたまは、わたしのこと知らなかったから……」

　言葉にすると現実を呼ぶという。しかし口にしてもしなくても変わらない現実もある。

　自分がたまと初めて会ったのは愛宕屋敷、白猫姿のたまは直継の腕うでの中にいた。しかしたまは二十年前に自分と会っていたのだ。こちらには初対面でも、たまにとってはそうではなかった。ならば、なぜたまはそのことを言わなかったのだろう？　──それは、会ったのはこの世界のたまではなかったからだ。

　二十年前の世界とこの世界は別だった。

（じゃあ、五月の世界とこの世界は……？）

　──望のぞみ薄うす。やはり主馬の言は的確だ。

「あー、ほら泣かないの。君を泣かせたなんて知れたら、俺が殿とのに殺される」

　どういう意味かと思ったが、胸の奥がふるえて聞けなかった。

「君さー、けっこうすぐ泣くよね。気き丈じようなこと言うくせに、実は泣き虫？」

「わかん……ない……です」

　しゃくりはじめて、息が乱れて言葉がつづかない。

「泣いたってどうしようもないでしょ。泣いて事態が好転するわけでもないし」

「わかって、わかってます、けど……っ」

「ああ、もう……」

　しかたないなぁと、主馬はうつむいたあこのおでこをつんと押す。

　押されるままにあこの顔が上がり、わずかに唇くちびるが開いた隙すき間まから主馬はなにかをすべりこませた。

「なっ、なな……!?」

「金こん平ぺい糖とう。江戸みやげ」

　そう言って主馬が手のひらを開いて見せると、桃もも色いろと白の星型が巾きん着ちやくに詰つまっていた。

「甘いもの、好きでしょ？」

（子ども扱あつかい!?）

　しかし口の中いっぱいに甘さがひろがって、胸の奥がいっぱいになって、今度は温かな涙なみだがこぼれおちた。

「あー、また泣く……でもまぁ心が健すこやかなのはいいことだよね。今度殿に泣き方教えてあげてよ」
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「泣き方、なんて……」

　直継を想うと心が揺ゆれる。そのたびに心の奥の水みず桶おけからあふれるみたいにこぼれ出す。

　泣くのを我が慢まんすることは慣れている。なのに、こと直継に関しては涙るい腺せんが弱い。面おも影かげを思い出すだけで泣けてくる。

　それはきっと、我慢のために張っていた心の壁かべを直継が壊こわしたからだ。

　最後に会ったのはいつだったろう。最後に言葉を交わしたのは……？

　離はなれてまだ一日しか経たっていない。なのに無む性しように会いたい。会いたくてたまらない。

「右近殿に、会いたい……」

　うん、そうだね、と主馬は言う。

　会って、無事な姿を確認して、話がしたい。できれば醒井に行ったときみたく側にいたい。

「けど、右近殿は、帰れって……きっと、わたし、に、会いたくない、から……っ」

「そんなことないって」

「だって、わたし、もらうばかり、で、なにもお返し、でき、なくて……」

　うつむいてしゃくりあげるあこの頭に、主馬は子どもをあやすように手を乗せた。

「君にとってあたりまえのことでも、誰だれかにとってはあたりまえじゃなかったりするんだよ」

　──だから、そういうとこに惹ひかれたりするんだろうね。

（え……？）

　主馬の落とした言葉、その意味を聞きたかったが、その前に「主馬様」と詰つめ所しよに控ひかえていた采女の家人が出てきた。

「ああ、おいでになったようだ」

　主馬はあこから手を離して立ち上がる。

「君たちは準備大だい丈じよう夫ぶ？」

「万ばん端たん、整えております」

　その答えに「そう」と返し、主馬はあこを振ふり返った。

「君は詰所に入ってて。なにがあっても絶対に出てきちゃダメだよ。穏おん便びんにすませたいところだけど、そうもいかないかもしれないからね」

　いざとなったら抜ぬくよ。──そう告げる主馬の口調はいつもと変わらない。

　穏おだやかな顔をしながら、主馬は命いのちと向き合っている。

「じゃあね」

　そう言ってひらひらっと手を振ると、主馬は門を開けるように指示をした。




　主馬が行ったあと、あこは両手のひらで自分の頰ほほを包み込むようにしてぱしっと叩たたいた。

　そのまま頰に当てた手からじんわりと熱が伝わる。

（……こんなんじゃダメ）

　こんなの、自分らしくない。

　そうわかっているのに、どうしても怖い。

　帰れ。──ただその一言が、とてつもなく怖い。

　直継を救いたくて、自分のできることをなにかしたいと思う。けれどそれは余計なお世話にすぎなくて、今すぐここからいなくなることが、なによりも直継のためなのではないかと──そう望まれているのではないかと、そんな思いが鎌かま首くびをもたげる。

　──そんなことないって。

　主馬はそう言ったけれども、自信なんてまったくない。

　自分が抱かかえる想おもいとおなじように、好きになってほしいなんて思わない。

（ただせめて、嫌きらいにならないで）

　嫌われることは実家で慣れているし、そのやりすごし方もわかっている。なのにそんな経験はまったく役に立ちそうになくて、初めての感情に戸と惑まどうばかりだ。

（でも、自分にできることを精せい一いつ杯ぱいやれば）

　きっとなにかのお役に立てるはず。まずは目の前のことからひとつひとつ片づけていこう。

　あこが涙を抑おさえながら詰所に入ると、中は薄うす暗ぐらく、どこか埃ほこりっぽかった。

　広さは五、六人ばかり腰こしかければもういっぱいだ。卓たくの上には引ひき継つぎ簿ぼらしき冊子が数冊、壁沿いには長なが槍やりや火ひ縄なわ銃じゆうが立てかけてある。

　格こう子し窓は木材が斜ななめに配置されていて、窓の真正面はなにも見えない。

　窓に顔を近づけて斜めからみると、外の様子を覗のぞくことができた。ちょうど門を出て数歩という場所に、主馬がいるのが見てとれた。

　主馬の背後に四名の家人がおなじように片かた膝ひざをついている。その先にいるのは、五頭の馬だ。

「遠路はるばるご足労にございます。私は井伊家筆頭家老鈴すず木き石いわ見みの守かみが嫡ちやく子し、主しゆ馬めの正じよう重しげ辰たつ。父に代わって当家愛宕屋敷までご案内つかまつります」

　いくら公こう儀ぎの使者とはいえ、早馬でもない限り騎き乗じようのまま門を抜けることはできない。采女邸ていの家人たちが馬の轡くつわを取り、馬上の者たちが次々に馬を下りた。

　先頭にいた一人が羽は織おり袴はかまで太た刀ちを佩はき、後ろの四人が山やま伏ぶしのような結ゆい袈げ裟さで錫しやく杖じようを手にしている。京からの使者ではあるが、主馬より派手な衣ころもの者はいない。

（やっぱりあの衣装、単なる趣しゆ味みだったんじゃ……）

　そう思うが早いか、雷いかずちが流れた。

（えっ!?）

　なにが合図だったのだろう。

　先導した主馬が先頭にいた者のみぞおちに拳こぶしを入れる。それと同時に、馬の轡を取っていた家人たちがそれぞれ一人ずつ、修しゆ験げん者じやの首に手刀を入れて意識を落とした。

　ほんの一いつ瞬しゆんの出来事。だれ一人として得物を構える間もなかった。馬も驚おどろく間がなかったためか、その場でおとなしくしている。

　家人たちは指示されるまでもなく二人一組で、一人が二頭馬を引き、もう一人が転がった男に縄なわをかけて馬の背に乗せてゆく。異様に手て際ぎわがいい。

「もういいよ。出ておいで」

　覗いていたことに気づいていたのか、主馬は詰所のほうに向かって手招きした。

　あこが詰所を出ると、主馬は袴はかまについた土ぼこりをぱんぱんと叩はたいていた。やっとこのとき、見えた雷は主馬の小こ袖そでの柄がらだったのだと気がついた。

「抜かずに済んでよかったよ。素人しろうと相手で助かった」

「って、相手も本業の方なんじゃ……」

「術者としてはね。要は使わせなきゃいいんだよ。先手必勝」

「この家人たちって、普ふ通つうに采女殿のお邸の家人……ですよね……？」

「うん。実家うちから送りこんだ選りすぐりのね」

　得体のしれない迷い人一行が采女の邸で預かられていた理由がわかったような気がした。もし邸主や井伊家に害なすようなことがあれば、瞬しゆん時じに討うち取られていたにちがいない。

　主馬も見た目は細いのに、動きはやたらと様になっていた。直孝に拳を入れたときも思ったが、実戦を知っている人だ。若い外見に騙だまされがちだが、考えてみれば主馬は五年前には元服する年頃ごろ、関ヶ原の戦いくさも経験しているのかもしれない。

「じゃあとりあえず帰ろうか」

　主馬の口ぶりはまるで我が家に帰るかのようだ。

　邸主の人となりをそのまま反映したかのような穏やかな邸だが、今は魔ま窟くつのように思えてならなかった。
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　愛宕屋敷内はしんと静まりかえっていた。

　昨日屋や敷しきにいた者はそのままみなここに留とどまっているはずなのに、話し声ひとつ聞こえない。

　息を詰つめたような静けさの中、直孝が膳ぜんを手に幾いく人かの同どう僚りようとともに廊ろう下かを行く。そのひかえめな足音だけが屋敷に響ひびく。

　直孝の持つ漆うるし塗ぬりの膳、その上にあるのは錫すずの銚ちよう子しがふたつと杯さかずきがひとつ、そして山に盛られた塩だった。銚子の中身は水と酒だと聞いている。

　上の者にそれらの準備を命じられたとき、まさか切腹の準備ではと驚いた。だが命じられた召めしものは白装束ではなく直ひた垂たれと小袖、単に着き替がえと食事を持って行けという意味だと知って胸をなでおろした。

　兄は一室に押し込められているが、尋じん問もんは行われていない。秀忠の容態が安定しているためだろう。薬くす師しの見立てでは毒の症しよう状じようはなく、これといった外傷もないとのことだった。つまり暗殺未み遂すいではないということだ。

　当主をはじめ井伊家の重臣を押さえていてもそれも形式的なもの、秀忠公が目覚め次し第だい、嫌けん疑ぎも晴れるだろうとのことだった。これらの差し入れが認められたのもそのためだ。

（しかし水はともかく、酒を空すきっ腹に入れて大丈夫なのか……？）

　兄は、同い年だというのに、普ふ段だんなにを食しているのかと訝いぶかしむくらいに線が細い。毎日霞かすみでも食べて生きているのではないかという儚はかなさだ。

　今だって先日来、一いつ滴てきの水も口にしていないはずだ。育ち盛りのこの時期に、水と酒と塩だけで丈夫な身体からだができるはずがない。

　直孝は、できることならほかほかの飯めし櫃びつを抱えて行きたかった。だが今の自分は幕府の人間、命じられるままに持ってゆくしかない。

　──この世にたったふたりきりの兄弟だもの。

　彼女の声音がよみがえる。

　疎うとんじているわけではない、と彼女は言った。たしかに兄はいつも淡たん々たんと会話するだけで、面と向かって邪じや険けんにされたことはない。兄が感情を覗かせたのを見たのは醒井が初めてだ。

　あれは彼女との時間を邪じや魔ましたからだ。間が悪かった。

　恥はじ入るように団子に手を伸のばす彼女、それを見つめる兄の目線──それはいつになく穏おだやかで、その様子に目を奪うばわれて直孝はしばし呆ぼう然ぜんとした。

　その時間を壊してはいけない。そう気づきながらも、どこかで壊さなければいけないという思いもあった。

　彼女に重なって見えたのは、自分の母の姿だ。

　母は幼いころに亡なくなり、面おも影かげすら覚えていない。だが兄と彼女の姿に、父と母の姿が重なった。父と母にもかつてこんな穏やかな時間があったのだろうかと思った。

　その一方で、その間に生まれた自分はあきらかに家中を乱す元だった。彼女もまた自分の母のようになる前に距きよ離りを置かせるべきだ、そう思った。

　しかし予想に反して彼女は屋敷の侍じ女じよではなく、兄の許いい嫁なずけ──鳥居家の姫ひめ本人だった。

　彼女は良くも悪くも姫らしくない。みずから夜の山中に事情を聞きにきたり、虚きよ言げんの疑ぎ惑わくのかかっている自分のすぐ隣となりに腰かけてふたりきりで話したりと、とうてい大名家の姫とは思えない。

　しかし、かざらない彼女だからこそ、兄も心を許したのだろう。

　彼女が兄の側にいるなら大だい丈じよう夫ぶ。そう信じさせるなにかがあった。

　──家族として支えになってあげてほしいの。

（家族と言われても──）

　父が自分を家族に関かかわらせなかった。

　父が亡くなり、家名を負って出仕したのちも、なるたけ家には関わらず、幕府への忠勤に励はげむことが自分の生きるべき道だと思っていた。しかし。

（疎んじられているわけではないなら──）

　まずは今度、兄と一いつ緒しよに食事をしよう。そして普段なにを食べているのかを見定めて、事によってはまた諫かん言げんしなければ。体調の管理も当主としての仕事の内だ。普ふ段だん寝ね込こみがちというのも気になる。京にはいい薬師がいるだろう。本当に大病ではないか一度きちんと診みてもらわないと。ああ、京にはいい茶葉と老舗しにせの茶ちや菓が子しがあるとも聞くから、それらを送って、彼女とゆっくりお茶でくつろぐ時間を取れるように木俣様に相談して──

　直孝が思いをめぐらせていると、不意に前を進んでいた者の足が止まった。

　その男は直孝とおなじ、秀忠の側近だ。年は直孝よりわずかに上、井伊家ほどの石こく高だかではないが譜ふ代だい大名家の出、当主の弟という境きよう遇ぐうもまたおなじだ。

「なんだ、意い気き消しよう沈ちんしているかと思いきや、やけに嬉うれしそうじゃないか」

　男はふり返り、どこか不満げに言った。そしてなにを思いついたのか、不意に笑えみを浮うかべると、直継の衣が入った乱みだれ箱ばこを手にしたまま直孝の耳に口を寄せた。

「運気が回ってきたかと思ったが、残念だったな」

　──かた、と銚子が揺ゆれる音がした。「おっと」と男は直孝から離はなれる。

（いま、なにを言った……？）

　直孝は当主と不仲──そのことはまことしやかにささやかれている噂うわさだ。言いたい奴やつには言わせておけと、直孝自身も否定していない。

　だがその言げんは、当主が廃はいされなくてよかったなといったのではない。当主の座が回ってくるところだったのに残念だったなとあてこすったのだ。

　男が次じ男なん坊ぼうに生まれたことを嘆なげいていると知っている。自分よりも家格で劣おとることを妬ねたんでいることも知っている。そんな自分に当主の座が転がり込んできたなら、羨うらやんで恨うらみすら抱いだくであろうことも知っている。しかし。

「まあ、たった一晩の軟なん禁きんにも耐たえられないような身じゃ、御お鉢はちが回ってくるのも時間の問題かもな」

　病弱だなんてついてるよなぁおまえ、せいぜい鍛きたえて待っていることだな、と嘲ちよう笑しようが広がる。

（──こらえろ）

　もし、いま手にしているものが兄に持っていくためのものでなかったなら、自分は確実にそれを投げつけていた。

　江戸城の中はいつもこうだ。大名家の子弟に生まれながら、家を負うことが叶かなわなかった者たちの集つどう場所。家は継つげず、しかし家格に左右されながら、周囲を蹴け落おとしながら這はいあがる所──黒い感情が渦うず巻まく場所だ。

　あのような所にいるのがあの人ではなかった──自分と兄の境遇が逆でなかったことに感謝した。兄はこのような世せ俗ぞくの欲よくにまみれた悪意にさらされるべき人ではない。

　こんな輩やからが兄の衣ころもを手にしていることすら腹立たしく、直孝は眼めで射殺さんばかりに、鋭するどく睨にらみつけた。
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「じゃ、この人たちは納なん戸どにでも転がしといて。つないだままね」

　采女の邸やしきにもどるなり主馬はそう指示を出した。畑で採ってきた芋いもや大根とおなじ扱あつかいだ。

「封ふう印いんの符ふを忘れないように。錫しやく杖じようとか呪じゆ具ぐは取り上げたけど、念のため」

　主馬は部屋にもどると真ん中に座りこみ、術者から取りあげたものを並べてゆく。

　独とつ鈷こ杵しよに小刀、数珠じゆず、結び目のついた綱つな、木札、呪じゆ言ごん符、人型に切り抜ぬいた紙、暦こよみ、そして多少の銅銭。小こ袋ぶくろに入っていたのは木もく片へんや白はく砂さなどまちまちだ。

　主馬は白紙に包まれた呪言符を透すかして見たりしながら、なにやら考える面おも持もちだ。

「……なにかわかったんですか」

「んー、わからないってことがわかったかな」

　こちらを見もせず、人の話を聞いているのだかどうだかわからない気のない返答だ。

「次はどうするんですか？」

「んー、どうしようかなぁ」

「なにも考えてないんですか!?」

「やだなぁ人聞きの悪い。臨機応変って言ってよ」

　臨いき機あた応りば変つたりに聞こえたのは、多分あこの気のせいではない。

「まぁ、現状は様子見かな。なんか普通すぎるんだよね、持ち物が」

「普通？」

　部屋に並べられたものは、あまり普通の人が持ち歩くようなものではない気がするのだが。

「修しゆ験げん者じやの基本的な持ち物ばかりだよ。まぁこれだけあれば、ひととおりのことはできるとも言えるけれど」

「……なんか詳くわしそうですね？」

　家老の嫡ちやく子しが持っているような知識ではない。しかし主馬はなんでもないことのように明かした。

「うん、一応やったことあるから」

「え!?」

「修験者は通行手形いらないんだよね。関所破りとか、一度やってみたくない？」

「……いえ、そういう趣しゆ味みはないですけど」

「そう？　薬師とか商人とか猟りよう師しとか芸人とか、やってみるとけっこう面おも白しろいよ」

（なにしてたんだろう、この人……）

　主馬は事もなげに言うが、関所破りは重罪、見つかれば死し刑けいだ。しかし今も生きているということは、無事関所を抜けたということだ。なにに扮ふんしても溶とけ込んでそうなあたりが怖こわい。

「じゃあ、これさ。なんのためにたくさんあると思う？」

　主馬が手に取ったのは暦だった。修験者は四名だったのに、あきらかにその倍以上の数がある。暦など、ひとり一部あれば十分だろうに。

「暦売りもやってた、とか？」

「うん、ある意味正解。勧かん進じんしてくれた人とか、宿を貸してくれた宅いえに御お礼れいにあげるんだ」

「それがなにか……？」

「修験者の基本的な所持品だけど、わざわざ今持ってくるものじゃないよね？」

　あこははじかれたように顔を上げた。

　修験者が修しゆ行ぎようをつづけるために持ち歩くもの。しかし今回の仕事は宿の心配もなければ、井伊家への土産みやげというわけでもあるまい。不ふ審しんな所持品、それの示す意味は。

「それって、この人たちが──」

　最後まで告げる前に、なにかがあこの眼前をかすめた。

（えっ……!?）

　蒼あお白じろいそれは主馬の手に取りつくと、手にしていた暦に燃え移った。

　他ほかにもいくつもそれらは室内に入ってきて、畳たたみの上に広げていた呪言符に取りつく。

　蒼の炎ほのおがそれらを舐なめつくすとまたそれは元の形に戻もどり、ふわりと宙に浮いた。

（これって……！）

　見覚えがある。先日、神社で見かけた。小一郎に取りつこうとしていた〈焰ほむら〉だ。

「幕府の使者を捕とらえるなど、思いがけないことをするものだ」

　若い男の声がして、あこははっと廊ろう下かを見やった。

　縁えん側がわにいたのは、捕らえたはずの修験者の一人だった。

　たしか意識が落ちていたし、目覚めてもしばらく痛みがあるはずだ。しかし修験者は後こう遺い症しようを微み塵じんも感じさせなかった。襲おそった相手に対して恐きよう怖ふも怒いかりもなく淡たん々たんと話す姿は、どこか人にん間げん離ばなれしている。

「だが、読み切れないからこそ面白いのか──」

　言葉のつづきは抜ばつ刀とうの音に遮さえぎられた。

　主馬は誰すい何かすることなく、一歩大きく踏ふみ出して薙なぎ払はらった。

　その剣けん筋には微塵の揺らぎもなかった。

　斬きった──とあこも思った。飛び散る血しぶきを覚かく悟ごする。しかし主馬は短く舌打ちした。

　事実、修験者は後ろに倒たおれ込むようにして紙かみ一ひと重えでその刃は先さきを避よけていた。

　その身は縁側から庭先に落ち、どさっという音が聞こえた。しかし落ちたはずの身体からだが──否いな、それとは別の身体が宙に浮いていた。

　最初に目についたのは白だ。

　白銀のような長い髪かみがふわりと浮ういている。身にまとう僧そう衣いのような衣ころもも白、その周囲を羽は衣ごろものような白布が蒼白い焰とともに漂ただよっている。

　その人物が女によ人にんだったなら、天てん女によかと思っただろう。だが線は細いがあきらかに男だ。

　年の頃ころは二十代半ばくらい、肌はだの色は白いながらも血が通っているように──実体があるように見える。しかし、あこがいくら目を凝こらしても、足が地についていない。あきらかに浮いている。しかも非常にわかりやすいことに、蒼白い火の玉付きだ。

（となると……）

「亡ぼう霊れい……？」

　自然とその言葉が漏もれ落ちて、その男がこちらに視線を向けた。

　肌だけでなく目の色も薄うすい。散る直前の銀杏いちようのような、いやもっと薄い、光を受けてそよぐ稲いな穂ほのような色の目を細め、その男は言った。

「──そうだよ」

（あ、当たっても嬉うれしくないし！　っていうか亡霊みずから認めないで……!!）

　しかしこれは夢だと思いこむには、江州に来てからいろいろありすぎた。残念ながら、自分の知っている亡霊は、恨めしやと嘆いているだけの存在ではない。

（まさか、あの人の仲間……!?）

　男は目を細めてあこを凝ぎよう視しし、男の視線をさえぎるようにして主馬がその間に身体を入れた。

　主馬は懐ふところからなにかを出そうとした。だがそれに気づいた男の指先がかすかに動き、それに合わせて焰が襲いかかってきた。

　男が中空で白い指を動かす。その動きに合わせて三体の焰が軌き跡せきをなぞる。そして中空に描えがき出された五ご芒ぼう星せいが光を放ち、主馬の身体を弾はじき飛ばした。

「──ッ!!」

　突とつ然ぜんの衝しよう撃げきだった。主馬の身体は壁かべに激しく打ちつけられて、首を垂れたままぴくりとも動かなくなった。

「主馬殿！　主馬殿!?」

　あこは転がるようにして駆かけよろうとしたが、「君はこっち」と、背後から抱だきすくめられた。

　細い手だった。繊せん細さいながら大人の手──そして筋ばった武人の手だ。

　冷気がなでるような感覚に、あこは身をこわばらせる。

「このような小細工、この者相手に効果あるものかな……」

　そう疑問を呈ていしながらも、男は小さく折った紙を主馬の手元に落とす。そしてあこを抱きすくめたまま、その場から姿を消した。
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　ざ、ざんと、音が聞こえる。

　それは岩を打つ波音であったり白しら浜はまの砂を踏む足音であったり、時には刃やいばを振ふり下ろす音だったり斬られた体──否、もはや軀むくろとなったものが倒れこむ音だったりする。

　荒あら々あらしく波寄せる海を正面に、張りめぐらせた陣じん幕まく。陣幕の色は白、波も白、数間の距きよ離りを置いて跪ひざまずかされた者たちも白装束、白が視界の大半を占しめている。

　しかしそれらも、振り下ろされる太た刀ちとともに大半が朱しゆに染まる。

　もういくつ軀となったことか。それを数える気も起きなかったし、その軀がつい先ほどまで命を刻んでいた人間だという認識すらなくなりつつあった。

　曇どん天てんの下、土と佐さの桂かつら浜はまに寒気が吹ふき荒あれている。しかし強い潮風にさらされてなお、むせかえるような臭においが場を満たしている。磯いその香かではない。血の臭いだ。充じゆう満まんする臭いと低くひびく読ど経きようの声に、意識が遠くなる。

　──そのとき、短く、名を呼ばれた。

　呼んだのは斜め前に腰かけていた父だった。父は真正面を向いたままこちらなど微塵も見ずにいるのに、なぜ自分の意識が逸それていたことに気づいたのだろう。

　捕らえた罪人の最さい期ごを見届ける。それが務めと、父は身じろぎひとつせずにじっと処断を見つめている。最期に放つ恨うらみや叫さけび、もはや意味をなさない狂きよう気きの声を、ひとりずつ受けとめ、最期の瞬しゆん間かんを見届ける──そうしたところで相手の気が済むわけがないし、ましてや自分たちの罪が消えるわけでもない。

　謀はかりごとと裏切りの上に収めた勝利。それでも勝たねば、ああして後ろ手に縛られて砂の上に跪かされているのは自分たちのほうだった。

　ざん、とまたひとつ、命が消えた。

　白銀もしくは黄金色だった砂すな浜はまに朱の色が増す。

　物言わぬ存在となってなお流れ出る血。それはこの地に刻む呪じゆ詛そのようでもあった。

　それまでの何十人とおなじように、後ろ手に縛られた男は前のめりに倒れた。そしてそれまでの何十人とおなじように、兵たちがすぐさま軀を引きずっていくはずだった。しかし。

　──転がった男の首と、目が合った。

　転がった首は目を見開いたまま、こちらを、いや自分の背後を睨にらみつけていた。

　なにかあるのかとふり返る。しかしそこにはなにもなかった。──あったのは空だけだ。

　重く雲の垂れこめた空。降り出しそうで降らない、冬の名残なごりのよくある空だ。男は魂たま翔がけてなお、天を睨みつけていた。

　男は最期になにを見たのだろう？　──そう思ったときから、自分の中になにかが棲すみはじめた。

　それは自身を内から喰くらい、そして自分は〈力〉を失った。
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　涼すず風かぜがささやくように顔をなでてゆく。

「いっ……たたた……」

　そのささやきに起こされて、主馬は意識を取りもどした。

　まだ全身にしびれが残っている。こほっと小さな咳せきを漏らすと、肋ろつ骨こつが震ふるえたものの、折れた様子はなかった。

　首を回してみると、背中が痛む程度で外傷はない。背筋を打ちつけて意識が落ちたおかげで助かったのかもしれない。あのまま抵てい抗こうしていれば見み逃のがしてもらえたかどうか──

（──抵抗？）

　主馬は首をかしげる。

　そのような必要はなかったのに、なぜ彼女の前に身体を入れてしまったのだろう。

　彼女の意識が怨おん霊りように捕らわれようと、自分は自分の役割を、むしろ彼女に視線が向いていた隙すきに神水をまいて結界をなしていればよかったのに──

　しかし主馬はそれ以上考えるのをやめ、気の迷いかな、と安直に結論づけた。それ以上考えることに意味がないからだ。

（それにしてもなんなんだあの焰ほむら……）

　人型を取れないただのあやかしと思って油断した。姿こそ力なき焰だが、あの幽体のもうひとつの手足のようなものだ。

　とっさのことで受け身を取ることもできなかったが、思ったより衝撃が少なかったのは胸むな元もとに潜ひそませた神水のためか。

　どれくらい意識が落ちていたのか。主馬は室内に灯ともった蠟ろう燭そくを見やる。

（半時……いや、四半時かな）

　蠟燭の長さはさほど変わっていなかった。

　今まで化かされたり意識を落とされることも少なくなかったので、昼間でも蠟燭を欠かさないようにしている。長さを覚えておけば、どれくらい意識が落ちていたかわかるからだ。

　そんな状じよう況きよう下かでも生き永らえてきたのは、悪運の強さか神の気まぐれか。

（彼女に訊きいたら、憎にくまれっ子こだからとか言うんだろうなー……）

　彼女が花生けを探していたあのとき、自分は面と向かって脅おどし言葉はかけなかったが、牽けん制せいしにきたことを彼女は察していた。直継の想おもいにはとんと気づいていない様子だが、基本的に勘かんは悪くない。

　その彼女の姿が見当たらない。

「さらわれた──か」

　主馬は周囲に霊れいの気配のないことを確認し、立ちあがろうと手をつくと、なにかが触ふれた。

　──落とし文だ。

　おおよそ中身の予想はついた。細く折られたそれを広げてみると、中身はその予想を裏切るものではなかった。

　いわく、彼女の命が惜おしくば結界を解けとのこと。

　主馬は二度は読まず、立ち上がって蠟燭に近寄り、その上に文をかざした。火は文に燃え移り、主馬は縁えん側がわに出てそれを庭に落とす。火は紙を舐なめつくし、燃もえ滓かすとなって消え去った。

「こんなんで動どう揺ようするとでも思われてんのかなぁ……」

　侮あなどられたかと思ったが、もし見つけたのが自分以外だったなら──たとえば采女なら、交こう渉しようを試みようとしただろうか。

（確率は五ご分ぶ、いや三さん分ぶといったところかな）

　直継あるじに話をすればみずから動くに決まっている。そうさせないために自分の判断で報告を止とどめる、その覚かく悟ごならば確実にある。ただしその後の主あるじの苦く悩のうを受けとめる覚悟があるかといえば、そこに三分の交渉の余地ができただろう。

「しかしまぁ、相手が悪かったかな」

　彼女は最初から元の世界に帰すはずだった相手、この世界にいるはずのない人間だ。めずらしく主が心こころ惹ひかれた女によ人にんという点で惜しくないわけではないが、彼女は見捨てる。

　その前提で、相手がこのような手を用いてきた理由を考える。

　相手はわざわざ修しゆ験げん者じやに憑ひよう依いして愛宕屋敷に入りこもうとした。憑依しなければ水神の結界を越こえられないということだ。しかしそれでもどうしても入る必要があった。

　結界に入り込む、もしくは結界を解く必要があったということは、その結界のせいで望みが達成できない──つまり秀忠に止とどめを刺させないということだ。

　相手は先に動いたことで、期せずして己おのれの手の内を明かしたも同然だ。向こうが動かざるを得なかったということは、交渉に応じなければこちらが負けることはない。

「となると、やっぱり交渉の余地なしかな」

　結界を解いたところで彼女が解放される保証はない。人ひと質じちに取られた者は、帰ってこない前提で動くのが鉄則だ。

　本人に自覚はないにしろ、主にとって大切な女人ひとだ。できるなら救う努力をしてもいいとも思ったが、秀忠を狙ねらわれれば主の命もない。そこで彼女の命を天てん秤びんにかけているようでは本ほん末まつ転てん倒とうだ。

　このことは自分ひとりの胸に留とどめて、現状維い持じするのが最善──そう答えをはじき出す。

（けれど、時迷い人だと知って奪うばったのだとすれば？）

　彼女を見捨てるとあえて判断をさせて、追ってこさせないようにするために、わざと文を落としていったのだとしたら……？

　単純な脅しとみるか、裏を読むべきか。敵が知れないだけに、どこまで疑えばいいのか図はかりかねる。見ていればある程度の予測がつくものを。

（……いや、俺はあの者の采さい配はいを知っている）

　あの者が実質的な総大将だった関ヶ原の戦いくさ、あの采配を分ぶん析せきすることで、あの者の性格が見えてくるかもしれない──

　しかしその思考は、首筋に当てられた刃やいばによって遮さえぎられた。

「──姫ひめは、どこだ」

　背後からかけられる男の声。首筋に回されたのは小こ太だ刀ちだった。

「……ああ君か。寝ねてなくて大だい丈じよう夫ぶなわけ？」

　不覚を取ったかな──そう思いながらも、主馬は語調を乱さない。表に出すものすべてが作りものであれば、感情と表情が一いつ致ちしないのもしかたのないことだ。

「姫はどこだと聞いている」

　亡ぼう霊れいとのやり取りは見ていなかっただろうが、姫がさらわれたこと、そして自分が姫を見捨てようとしていることに勘かん付づいたらしい。違ちがう家の家老の嫡ちやく子し同士、必ずしも利害が一致しないことを理解しているのだろう。──だが、まだ理解が足りない。
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「無理しないほうがいいよ。まだ痛みはあるんでしょ。傷口もふさがってないしね」

　当てられた刃を介かいして、小一郎が苛いら立だっているのがわかる。

　主馬も答えをはぐらかしているわけではない。自分しか姫の消息を知らない以上、小一郎は絶対に命までは取らない──そうわかった上で、主馬は小一郎の反応を読んでいるのだ。

　刃は先さきを直じかに当てられていればこそ、相手の心の動きが伝わってくる。息いき遣づかいも、鼓こ動どうも、すべて自分の感覚が読み取っている。

（こういうわかりやすい人が相手だと楽でいいんだけどね……）

「──ねぇ君、彼女が泣いてるのって見たことある？」

「なに？」

　場にそぐわない不ふ穏おんな話に、小一郎の声こわ音ねが剣けん吞のんさを帯びた。

「まぁあれだけ泣いてりゃ何度か見てるか」

「……姫になにをした」

　押し殺しきれない怒いかりの声。これだけ挑ちよう発はつされても手元がぶれないのはさすがだなと思った。

「やだなあ、俺はなにもしてないって。ああ君もそうか。──君、泣いてる彼女を前にして、いったいなにしてたわけ？」

　小一郎の息が止まる。

　主馬はその一いつ瞬しゆんを逃のがさなかった。左ひだり肘ひじを引いて、小一郎の傷に容よう赦しやなく打ち込む。

「ぐ……」

　小一郎の息が漏もれる。首筋から刃先が逸それたのを逃さず、主馬は小太刀を手にする小一郎の腕うでを跳はね上げ、得物を部屋の隅すみへと弾はじき飛ばした。

　なおも腹部を攻せめる──と見せかけて、小一郎がかばったところで首元を攻めた。

　首筋に手刀を入れる。

　小一郎は歯を食いしばってこらえていたが、しかしそれも一いつ時とき、失血も相まって意識を失い、その身は廊ろう下かにどさりと倒たおれた。

「さて、一丁上がり、っと」

　口調は軽い。だが口調に似合わぬ冷たい眼めで、主馬は縁側に転がった小一郎を見下ろした。

（甘いよなぁ……）

　体格で勝まさると見て油断したのか、小一郎には最初からこちらの命を奪う気がまったくなかった。

　自分に奪う気がないから逆に奪われるという意識が働かなかった。弱点を覚さとられていると知りながら、そこを攻められると思っていなかったとはなんという甘さだ。

　平常時では卑ひ怯きようだろうがなんだろうが、戦場では弱点を狙うのが基本だ。殺されないように殺す、殺される前に殺す、生き残った者が勝ちだというのは戦場の絶対的な真理だ。

「まぁ、初うい陣じん前ならしかたないかな」

　そういう戦場を知らずに人生を終える。それもまた幸せな一生かもしれない。

　もはや彼の生せい殺さつ与よ奪だつは自分の思うがままだ。あとは別室にいる鳥居家の家人たちを片付ければいい。彼女は亡霊がなんとかするだろう──

　そう思いを巡めぐらせると、不意に彼女の声が耳の奥で響ひびいた。

　──小一郎は……わたしに気を遣つかっていると思ってたんです。

　思ってた、ということは今はちがうことを知ったということだ。今になってやっと気づいたのか、気づかされたのか。

（ほんと、ついてない奴やつだよなー）

　幼いころからずっと近くにいて、近くにいすぎたことがかえって彼女との間に距きよ離りを生んだ。言葉をかけなくても見守っていられる、その安心感が仇あだとなった。

　生家で彼女に必要だったもの。それは気き遣づかいや思いやりではなく、たったひとつの言葉だったのに。

　生家での立場はどうであれ、自分には必要な、大切な存在なのだと──そう一言告げていれば、また未来も変わっていたかもしれない。

（そうするとうちの殿とのの入る隙すきなんてなかったんだろうけど）

　家同士の婚こん礼れいは本人の意思とは無関係だ。

　仮に彼女が本当の許いい嫁なずけだったとして、彼女と小一郎が想おもいあっていたとしても井伊家との縁えん談だんがまとまったなら彼女は嫁とついできただろう。だが直継は祝しゆう言げんをあげたとしても、他ほかの誰だれかを想う女人には近づこうとしまい。置物の正室がひとり増えただけだ。そうならなかったのは井伊家としては期せずして得た幸運だ。

（だからこそ見限られたって話なのかな）

　良くも悪くも小一郎は鳥居家の家臣で、婿むこ入いりしていたらしっかり当主の務めは果たしただろうし、彼女を嫁よめに取っていても筆頭家老としてなんとかなっていただろう。──だが所しよ詮せんはそれだけだ。

　ずっと側にいながら、複雑な生おい立ちを抱かかえる彼女の苦く悩のうを救ってやれなかった。

　そんな小一郎に鳥居家先代は見切りをつけて、家の外に縁談を求めたのかもしれない。そして彼女は主君に惹ひかれた。

（いったい殿との間になにがあったんだかねー……）

　──君さ、殿のどこが好きなの。

　あこが直継を好きだと明言する前に、鎌かまをかけてみた。彼女はひっかけられたことにも気付かずに言った。優やさしいから好きだと。

　その言は否定しないが、直継の優しさは非常にわかりにくい。たいていの女人なら、とっつきにくいと感じるだろう。

　しかし彼女は主からもらった言葉を、かけがえのないものとして受けとめた。小一郎が十年以上かかっても触ふれられなかった琴きん線せん、それに主が触れたとき、なにかが動きはじめた。

　主ではなく他の者が最初だったならどうだったか──などと野や暮ぼなことを言うつもりはない。世の中は、そういうすれ違いで成り立っている。つながるはずの糸が、ささいなきっかけで別のなにかとつながる。それはずっと側にいた小一郎ではなく、出会ったばかりの主だった──神が人を弄もてあそんでいるとしか思えない偶ぐう然ぜんだが、ままあることだ。

（神様もこんな気分なのかなぁ……）

　──そして今、自分もまたそのささやかな分ぶん岐き点に立っていることを感じる。

　意識のない小一郎を見下ろしながら、主馬は抜ぬき身みで転がっていた太た刀ちを拾った。そして小一郎の首の真上に垂直にかかげる。

　このまま振ふり下ろすだけで、この者の命は終わる。この者を殺し、主には彼女たちは元の世界に帰ったと言えばいい。それですべてに片がつく。後で直継が事実を知ったとしても、己が責任を取ればいいだけだ。

　直孝にも言った。主に偽いつわりを述べるときは腹を切る覚かく悟ごでやれと。

　覚悟ならとうにできている。それが仕えるということだ。

　上に立つ者は、すべてを自分で差配できるわけではない。だから誰かに任せて任務を代行させる。任せた者の仕事が意に沿っていようがいまいが、すべては任じた主の責任だ。ときには下の者の責任を負って主が命を絶つこともある。たがいに命を賭としていればこそ成り立つ関係だ。

　直継は、命を賭かけるに足る主君でよかったと思う。

　真実を知ったとき、現実を受け止め、乗のり越こえられる人だ。自分がいなくなったとしても、直継を支える者なら他にいる。

（こんな異界で命を落とすのは不本意だろうけど、祟たたって出てこなくてもいいよ。俺も近いうちにそっちに行くからさ）

　主馬は柄つかを握にぎる手に力をこめる。──そのとき不意になにかが脳のう裏りをよぎった。

　昨夜のフクロウだ。

　真後ろに回った顔。それを見て思い出したのは、土佐の海辺に転がった首だった。

　五年前のことだ。

　関ヶ原の戦の後、先代直政は、西軍についた長ちよう宗そ我か部べ家の城の接収を命じられた。関ヶ原での鉄てつ砲ぽう傷が癒いえない直政に代わり、名代として総大将となったのが主馬の父鈴木重しげ好よしだ。

　主馬も父に従って土佐に赴おもむいた。

　長宗我部は毛もう利りの裏切りにより、関ヶ原で戦わずして敗者となった。敗戦後の処理に納なつ得とくしなかった長宗我部の家臣らは、東軍に捕とらわれた当主を見捨て、居城の浦うら戸と城に立てこもった。

　一ヵ月ひとつきあまりの攻こう城じよう戦の末、浦戸城は謀ぼう略りやくによりに落ちた。四し国こくの覇は者しやであった長宗我部家は、徳川陪ばい臣しんである井伊家の、さらに名代にすぎない父の手によって終幕を迎むかえた。

　浦戸城にこもった遺臣二百余名、ことごとく首を落とした。それらの首はすべて塩しお漬づけにして、大坂に送った。

　後ろ手に結ばれて、胴どうが前に倒れてもなお上を向いて転がった首。天を睨にらみつけるように見開かれたままの瞳ひとみ──その目はなにを見ていたのだろう。なにを天に問いたかったのだろう？

　主馬は面おもてを上げて、空を仰あおぐ。

　その癖くせがついたのはあの瞬間ときからだ。特に自身の命にかかわるとき──首落とされてなお天を睨んでいたあの者の見たものが見えるのではないかと期待して。

　しかしいまだ天てん啓けいが下ったことはない。

　屋根と白しろ塀べいに切り取られた空は、春の霞かすみがかかるばかりだった。

　諦あきらめるように天から目をそらして見下ろせば、小一郎の腹部からは朱あけが流れ、廊下にゆっくりと広がりはじめていた。息も細い。手に掛かけずとも、放置すれば半時ともたないだろう。

　消えゆく命なら何度も見送った。見送るどころかいくつもの命をこの手で屠ほふってきた。今さら血に濡ぬれたその手を漱すすげるとは思わない。──けれど。

　謀略で得た勝利は後味が悪い。闇やみの道を選べば、ずっと暗雲は晴れず、黒い雲は色を増すばかりにちがいない。

　勝つために必要で、そうしなければ負けるというなら躊躇ためらいなくその道を選ぶ。だができることならば後ろ暗い道は選びたくはない。

　主馬は逡しゆん巡じゆんののち、「ああもう！」と苛いら立だたしげにひとつ息を吐はきだすと、かかげた刃やいばを鞘さやに納めた。

　玉たま鋼はがねの音が、迷いを打うち払はらう。

「誰か」

　それほど大きな声ではなかった。しかしすこし離はなれた所から家人の応いらえがあった。

　小一郎の命を奪うばおうとしていたことにも気づいていただろうに、弟の家人は妙みようなところで有能だ。

「ちょっと出てくるから、この人、手当てしておいてあげて」

　目覚めたら暴れるかもしれないからくくっておいたほうがいいかもね。

　客人に対して物ぶつ騒そうな話だが、家人が理由を問うことはなかった。

「主馬さまはいずこに参られます？」

「うん？」

　主馬は苦笑いを浮うかべる。我ながら甘いなぁと思いながら。

「ちょっと愛宕にご機き嫌げん伺うかがいに、ね」

　家人が行ってらっしゃいませと型どおりに頭を下げ、主馬は邸やしきを後にする。

　主馬は采女の邸を出ると、今日幾いく度どめかの空を仰いだ。

　その空は、邸の中から見るよりも広く、そして眩まぶしく見えた。
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　蒼あお白じろい光に包まれて、あこは抱だきすくめる腕うでにしがみつくしかなかった。

　だが、光が収まって目を開くとそこは城内──見覚えのある場所だった。

　曇どん天てんの下、けぶる空にまぎれてしまいそうだが、たしかに天守がそびえている。

　そしてふり返った先、広間の奥にいたのも見知った男だった。

「あなた……」

　あこがその男の顔を見たのは半月前、采女の身体からだから抜け出た一いつ瞬しゆんだけ。

　しかし忘れるはずがない。

「やっぱりあなたの仕し業わざだったのね！」

「──なんだ、そなたか。久しいな」

　男──石田三成はあこを見て意外そうな顔をしたが、「まあ座れ」と閉じた扇おうぎで前を示した。

　あこは三成を睨みつけていたが、感情の薄うすい目をすっと細められると、渋しぶ々しぶながら腰こしを下ろした。

　三成は、主馬のように派手ではないが京のものだとわかる品のいい羽織に、肩かたにかかる程度の髪かみを下ろしていた。采女の体に憑ひよう依いしているときの表情からも察していたが、静かで端たん正せいな面おも持もちながらも、どこか傲ごう岸がんな性格がにじんでいる。脇きよう息そくに肘ひじをつきながら、我が物顔で上座に座しているのが余計にそう思うのかもしれない。

（たしかにこの人の城なわけだけどね）

　現実の佐和山城はすでに解体されている。霊れい力りよくによって生み出されたこの佐和山城は、たしかに彼のものにちがいない。

「人質になにか御ご用ようでも？」

　自分の立場は把は握あくしている。それ以上のものでないなら、どこかに閉じ込めておけばいいでしょと言外に告げる。

　だが返ってきたのは予想外の答えだった。

「私は呼んだおぼえはないが」

「え!?」

「──どうやら、予定とちがうようだが？」

　三成があこのほうに向かって声をかけると、背後から「思いがけない妨ぼう害がいにあってな」と声がした。

　攫さらってきた男はあこの前に出ると、三成のななめ前にゆったりと腰を下ろした。

「幕府の使者を装ってそこいらの修しゆ験げん者じやに憑依して入りこもうとしたら、井伊家の家人に襲おそわれてな」

「井伊家が幕府の使者を襲った……？」

　思いもよらない経いき緯さつに、三成は不ふ審しんげに眉まゆをひそめる。

「この機に乗じて、井伊家が本気で反逆を企くわだてたということか？」

「そうではないようだ。味方といえども、結界を崩くずす要素は排はい除じよしておきたかったのだろう。さすがに実力行使でくるとは思わなかった。大だい胆たんな策を立てる者がいるようだな。だが、思いがけない土産みやげが手に入ったのだからよしとしよう。主ぬし、会いたがっていただろう？」

　男は挑ちよう発はつするように艶えん然ぜんと笑えみを浮かべ、三成は気まずそうに視線を逸そらした。

「いや、私はべつに──」

（いや!?　なによその嬉うれしくない土産を押し付けられたみたいな返事!?）

　しかし男は「照れずともよい」と聞く耳を持たない。

　三成は顔をしかめると、抑おさえた声こわ音ねで非難した。

「刑ぎよう部ぶ、貴様な……」

（刑部？　それって──）

　大おお谷たに刑ぎよう部ぶの少しよう輔ゆう吉継──あこも耳にしたことがある西軍の勇将だ。

（この人が……!?）

　病を押して関ヶ原の戦いくさに臨のぞんだ際は、死の病に冒おかされて顔までも白布で覆おおっていたときく。

　たしかに男の恰かつ好こうは全体的に白っぽい。だが、目の前にいる人物は耳にしていた印象とあまりにも違ちがっていた。

　色柄が控ひかえめの白地の羽織に、背を覆う白銀の髪は羽は衣ごろものような白布とともにふわりと浮いている。その周囲には蒼白い焰ほのおが浮き、それらに照らされているせいか体全体が浮きあがって見える。

　重さを感じさせないのは霊れい体たいのせいかと思っていた。だが三成のほうは一見普ふ通つうの人間と変わらない。この者が特とく殊しゆなようだ。

「この娘むすめの件で、気になることがあると言っていただろう」

「ああそのことか」

　三成は得心した様子で、あこに視線を移した。

「そなた、数日前に神社で姿を消したそうだな」

（どうしてこの人が……）

　驚おどろきを隠かくせないでいると、背後から「しかとこの目で」と声がした。ふり返ると、そこにいたのは神社で襲ってきた文ふ箱ばこの男だった。

（この人もやっぱり……！）

　やはり三成の差し金だったのだ。今さら口をつぐんでも無む駄だかと観念する。

「──この人に襲われたのよ。それで〈力〉でどこかに飛ばされただけ」

「それはどこだ？」

「知らないわ。光が眩しくて、なにがあったのかもよく覚えていないし」

「あのときそなたは兵ひよう庫ごの力と神の力がぶつかって姿を消した。しかも佐和山の結界を抜ぬけずに、その場から忽こつ然ぜんとな。おそらくこの周辺ではなかったはずだ。どこに行っていた？」

「だからわからないって言ってるじゃない。光が収まったら神社にいたわ」

　堂々めぐりのような返答に、三成の顔からすっと感情が消えた。

「──素す直なおでないな。時迷い人」

　厳冬の氷を思わせる声音に総毛立つ思いがしたが、努めて冷静に息をつづける。

（知られちゃダメ）

　三成は、連れてこられたあこ自身にはいかにも興味なさそうだった。しかし吉継が攫ってきたのは自分に利用価値があるからで、それは人質としての意味ではない。

　自分が神社で姿を消したことがどれほどの意味があるのかわからない。だが三成が必要としているのは時迷い人である自分だ。その情報をおいそれと渡わたすわけにはいかない。

　あこが固く口を閉とざして三成を睨にらみかえしていると、吉継が声を挟はさんだ。

「主、女によ人にんに対して詰きつ問もんするな」

　吉継の言葉に、「女人？」と三成は問い返す。そんなこと何の関係があると言わんばかりの口ぶりだ。──ここでも女人という範はん疇ちゆうには入ってなかったらしい。

（べ、別にいいけどね！　かえってその方が助かるし……！）

「男だろうが女人だろうが聞くことは聞く。それに変わりはあるまい」

「だから主は──いや、まぁいい。彼女は偽いつわりを述べるような女人ではないぞ」

「それはこの者が──」

　言葉のつづきは吉継が手のひらを向けて制する。が、あこには聞こえた気がした。

　──事実を偽るほどの頭を持ち合わせていないからだろう？

　吉継もそれを察して止めたにちがいない。

　だが吉継はかすかに笑みを浮うかべると、三成を諭さとすように告げた。

「詰問せずとも彼女はちゃんと言っているではないか。光が収まったら神社にいたと」

　あこは息を飲んだ。その気配を見み逃のがさなかった吉継が、ゆったりとこちらを見やる。

「彼女はたしかに神社にいたようだ。……そう、別の時の中の、な」

　向けられた色の薄い瞳ひとみ。表情はやわらかく、その視線もけして強いものではないのに、真実を射抜かれて動けない。

「ほら、素直な良い子じゃないか」

　吉継はいとも簡単に真実にたどりついた。

　太たい閤こうから高く評されていたという才。それを前にあこはなすすべもなかった。

「……真実まことか？」

　三成はその事実に驚きを隠せずにいる。

「さらに時を跳とんだというのか？　この娘が」

　返答を避さけてふいと顔を背そむけると、三成は立ち上がり、あこの前に寄ってきた。そして顔をこちらに向けさせようと頤あごに手を伸のばしてきたため、あこは袖そででその手をはらいのける。

「触さわらないで！」

「──主、言うまでもないと思ったが、女人の扱あつかいはくれぐれも丁てい重ちようにな」

　吉継は呆あきれ気味に言うが、

（そもそも無理やり連れてきたのは誰だれよ!?）

　都合よく自分を棚たな上あげするあたり、主馬によく似ている。

「しかし刑部、この娘は……」

「ああ、稀け有うな才を持つ大切な女人だ。時を越こえ、過去を変えうる力を持つ、な」

（過去を変える!?）

　だから自分を攫ってきたのかと得心がいった。時渡りの力を使って敗戦した関ヶ原、いや、もっと昔を変えようとしているのだ。

　しかしその目もく論ろ見みは外はずれだ。なぜなら──

「……たとえ過去を変えても、この世界は変わらないわ」

「なに？」

「だってわたしの世界とこの世界は、つながっていないもの」

　つながっていてほしいと思っていた。帰ればもう一度会えるかもしれないと思っていた──いや今もそう思っているし、本当にそんな力が自分にあるなら自分が過去を変えたいくらいだ。

「江戸の姫ひめにでも会ったのか？」

「いいえ。でももしつながっているなら、わたしを江州に呼ぶための文がすでに出されているはずだわ」

　しかし自分を江州に呼ぶ文が来たのは三月末、たとえ今日使者を走らせたとしても、天候に恵めぐまれなければもはや間に合うかどうかといったところだ。そしていま秀忠昏こん睡すいのこの状じよう況きよう下かで、文が出されることなどありえない。

　来るはずの文が出されてなければ、江戸にいる姫が動くはずもない。江戸にいる姫は自分ではない──三月と五月、ふたつの時はつながっていないのだ。

　それだけの言葉で三成は事情を察し、「たしかにな」と告げた。

　自分は主馬に一から説明してもらわなければわからなかったのに、やはり根本的に頭の出来がちがうらしい。長年政務に携たずさわってきて、調整や段取りに慣れているのかもしれない。

「──だそうだが、刑部？」

　してやられてばかりいる意い趣しゆ返がえしか、三成の声音は挑ちよう戦せん的で、どこか嬉しそうでもあった。

　しかし吉継は「いや？」と、余よ裕ゆうの表情をくずさない。

「ふたつの世界はちがう、か」

　動どう揺ようを隠しているどころか、吉継は口くち端はに笑みを浮かべて告げた。

「それは実に好都合だ」──と。

　その一言に、その場に長い沈ちん黙もくがおりた。

　三成はその意図を吟ぎん味みしていたが、三成の頭脳をもってしても理解できなかったらしい。

「──どういうことだ？」

　そう問うたが、吉継は「そのうちわかる」と笑えみを浮かべて取り合わず、文箱の男に視線をくれた。

「兵庫、先日の状じよう況きようを説明してくれないか」

「は。──文箱のあやかしをこの娘に仕し掛かけたところ、娘が神社の神水をこちらに掛かけてきました。その水と某それがしの障しよう壁へきとの間に光が生じ、気がつけば娘の姿が消えていたという次し第だいにございます」

「神水？　ああ、あの滝たきか。あの神社の神は眠ねむりについているはずなのだがな。新たな水神が間借りしているからか、それとも──」

　吉継は口元に手を当てて、なにやら考えこんでいる。

（眠り？　間借り……？）

　新しい水神というのはたまのことだろう。

　たまは井伊家の守り神、しかし井伊家が佐和山領を預かる前から神社はあった。あの神社の御ご神しん体たいはたまとは無関係だ。

　本来の国くに津つ神かみが眠りについている間、間ま借がり神にんのたまが代わりに治めているということか。

　神が眠るという喩たとえは不思議な気もするが、思えばたまもしょっちゅう琵琶湖で休んでいた。

「君はどうやってこの時間に迷いこんだ？」

「どうやってもなにも……」

　あのとき、雷らい鳴めいが聞こえたと思ったらもう迷いこんでいた。しかし吉継は敏さとい。自分の言からなにを読み取られるか知れないと、あこは口をつぐんだ。

「兵庫、障壁を張った君は跳ばされなかったのだな？」

　兵庫と呼ばれた文ふ箱ばこの男が「はい」と答えると、

「不安定なだけに影えい響きようを受けやすいのだろうな。それはそれで好都合だ」

　吉継はひとり納なつ得とくした様子でうなずいた。

「では行くとするか」

　そう言って差し出される白い手。直継のきめ細かな白さとは違ちがい、病的なまでに白い。蒼白い焰ほのおが照らしだすせいでなおさらだ。

（行くって、どこに!?）

　この手を取ったら、あの世に連れて行かれるのでは──と、差し出された手にあこがとまどっていると、三成が口を挟んだ。

「待て刑部。私の土産みやげだろう。勝手に決めるな」

「なに、しばし借りるだけだ。五ご助すけたちを置いてゆく」

　すると人ひと魂だまのいくつかが三成の前にふわりと進んだ。これが五助たちらしい。

「彼らを通じて私とおなじものが見られるはずだ」

　吉継の周囲で浮いていた白布が動き、冬とう眠みん明けの蛇へびのような早さでゆるゆるとあこを取りかこみはじめる。まるで生きているかのように白布の動きは生々しく、思わず鳥とり肌はだが立った。

「や……」

　触ふれてこようとする白布から逃にげようにも退路はない。それらは徐じよ々じよに長さを増して、あこを幾いく重えにも取り囲む。

　──そして一いつ閃せん。

　あこの視界は白一色に覆おおわれた。
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　膳ぜんや水みず盥だらい、着き替がえを運んできた役人が、ぞくぞくと室内に入り、障子のほうに向きなおった直継の前に並ぶ。

　その中に、弟の直孝の姿もあった。

　目が合ったがそれも一いつ瞬しゆん、直孝は役人に徹てつしてすぐさま手をついた。

　直孝おとうとまで捕とらえられていなかったことに安あん堵どする。だがあえて直孝に運び役を命じたのは、弟の命は幕府が握にぎっていると知らしめるため、つまり直継への無言の圧力だ。へたな真ま似ねをすればこの者の命はないと、人ひと質じちを見せつけているのだろう。

　直継は番人の増えた室内で肩かたを脱ぬぐ。結ゆいあげた髪かみが背中にひんやりと触れた。

　左ひだり肩かたには内出血のような青痣あざが広がり、裂さけた傷から血がにじんでいる。予想以上の深い傷に、場の空気がどよめいた。

　役人は息を飲み、あわてて薬くす師しを呼びそうになったが、直継が止とどめた。

　肩の傷口を洗い、包帯の白布を巻く。禊みそぎもしたかったが、部屋から出ることはかなわない。部屋の四よ隅すみに塩を盛ることも警けい戒かいされたので、塩を酒で座の周囲を清めるにとどめた。

　それらの手順を踏ふんでいる間も、役人は注意深く探さぐっていた。神事に用いるものを媒ばい介かいに、術を仕掛けるのを懸け念ねんしていたのだろう。

　しかし何事もないまま着替えを終え、水だけ残して弟たちは下がっていった。

　簡素な結界ながら、清められた場に息をつく。

「家人が目通りを願い出ておりますが」

　そう告げられたのは午ひるも過ぎた頃ころだ。自分の耳に入れた時点で、幕府側が会っても良いと認めたということだ。

「通せ」

　家老の鈴木重好か木俣守勝、もしくは一門の采女あたりだろうと思っていた。

　だが姿を見せたのは意外な人物だった。

「主馬……」

　主馬の見み栄ばえのする小こ袖そでは、雨の中を来たためか濡ぬれていた。今度は案内役を命じられたのか、直孝と他数名の役人が廊ろう下かに控ひかえている。

　家か督とくを継ついでいない主馬は秀忠の接待役から外れている。屋や敷しきの外にあって、今回捕らえられなかった者たちを束ねていたのかもしれない。外の者を代表して探りを入れに来たのだろう。

　主馬は手をつき、非の打ちどころのない礼をした。だがこのような事態だというのに表情に気張った様子はない。

「殿とののご無事な姿を拝見して安堵いたしました」

「私は大事ない。みなには引きつづき公こう儀ぎのご沙さ汰たに従うように伝えてくれ」

「かしこまりましてございます。……いまひとつ、〈笹ささ〉の件にございますが」

　謎なぞの隠いん喩ゆに周囲が色めきたつ。

　直継はそれが指し示すものがすぐにわかった。逆に主馬がそう告げたことに驚おどろいたが、家か紋もんを思い起こして得心がいった。

　竹に宿り雀すずめの紋もん──鳥居家の枝葉である彼女は、たしかに笹だ。

（彼女が、どうした？）

　この場を抜ぬけ出してでも知りたかった報告を、主馬は持ってきたのだ。

　もはや会うことはないと覚かく悟ごしていた──そのはずだった。けれども吸いこんだ空気が喉のどの奥で、苦みと痛みを伴ともなってじわじわと広がってゆく。

　現実を受けとめる、ただそれだけのことがこれほど重いとは。

　しかしこれで終わりにできる。きっといまの自分は、誰だれかの力を借りなければ想おもいを断たつことなどできなかった。せめてできるのは、現実が流れゆくのを受け止めることだけだ。

　直継は覚悟を決めて、つづく言葉を息を詰つめて待った。──しかし。

「……力ちから及およばず、奪うばわれましてございます」

「──！」

　直継は思わず腰こしを浮うかしていた。直継の動きに、周囲が一気に殺気だつ。

（なぜだ……!?）

　自分は彼女を帰せと命じた。届けられるのは、彼女は元の世界に帰ったという報しらせだけのはずだ。

「ご処断はいかようにも」

　そう主馬は言うが、処断したところで現実は変わらない。

　時渡わたりに失敗したのか、それとも間に合わなかったのか。

　奪われた、と主馬は言った。相手は幕府ではない。成次でもない。だとすれば──

（石田治部少か……！）

　直継は立ち上がり、部屋の外に向かって足を踏み出す。真正面にいた主馬はすばやく脇わきに避よけて、手をついた。しかし。

「井伊殿どの！」

　三歩進んだところで役人の声がかかり、直継が足を止めた。

　四隅にいた役人たちがいっせいに木槍やりを構える。こちらは刀も佩はいていない身、なにを臆おくすることがあるかと直継は彼らを苛いら立だちの眼めで見み据すえる。

「井伊殿、部屋を出られてはなりませぬ」

　なにを言っている。今はおとなしく屋敷に捕らわれていてもなにも解決しない。

　声を無視して足を踏み出そうとしたそのとき、

「御お家いえの名に傷がつきまするぞ」

「！」

　その一言に直継の中のなにかが反応した。

　御家──それは政略結けつ婚こんの末に生を享うけ、家を継ぐべき存在として育てられた自分のすべてだった。

　家の要かなめとしてなすべきことが最優先、自分はそれを為なす道具以外のなにものでもない。生まれ落ちてたかだか十五年、だがその月日のすべてはその一言のためにあったのだ。

　抱かかえきれない、抱えてはならない感情ものだとわかっていた。許いい嫁なずけというのは家の正室となる相手、当主として迎むかえて奥を任せる、ただそれだけの相手だったはずだ。そこになんら感情の入る余地はない。

　しかも彼女自身は許嫁本人ですらない。家というしがらみがなんら介かい在ざいしない、ただのひとりの女によ人にんだ。

（それでも）

　自分の片すべき問題に巻き込まれた彼女を放っておけるか──いや、違ちがう。

　自分の問題であろうとなかろうと、彼女を見捨てることなどできようはずもない。

　しかし。

「井伊殿」

　動きは止まったものの、座にもどる気配のない直継を、役人の言が搦からめとる。

　いま一歩踏み出せば部屋から出られる。襖ふすまは開け放たれ、行く手を遮さえぎるものはなにもない。あるのは井伊家が幕府の支配下にある、ただそれだけの現実だ。

　秀忠昏こん睡すいのこの時に、制止を振ふり払はらって部屋を出る──叛そむく意図はなくとも、その時点で大逆とみなされうる行為だ。

　当主としての責務か、自身の感情か。自分ひとりの問題ならいくらでも咎とがめを受けよう。しかしいま天てん秤びんに載のっているのは、重臣の命、そして井伊家の家人とその家族全員の命運だ。

　身を分かつことができない現実がもどかしい。いっそこの場にいる者すべての意識を奪ってやろうか。しかしただでさえ力の落ちた身体からだでそのようなことをしては、あの幻まぼろしの城に〈転移〉することすらままならない。

「井伊殿、ご着座を」

　──命が、下った。

　だが、従うわけにはいかない命令だ。

　現実に苛さいなまれ、直継は瞳ひとみを伏ふせて強く拳こぶしを握にぎりしめる。

　そのとき、廊下にいる存在と目が合った。

「お待ちください」

　黒の衣ころも──直孝が廊下に座して拳をつき、こちらを見上げていた。

　生まれ月が一月とちがわぬ嫡ちやく出しゆつの自分がいたばかりに屋敷を出された弟。いや、自分たちが生まれたときの経けい緯いはもはやどうでもいい。

　家を継ぐべくして屋敷で育てられた自分と、継がない者として屋敷を出された弟。家の犠ぎ牲せいとなった弟を前に、当主の責務を天秤にかけている自分が余計に苛立たしかった。

「──どけ」

　言ってはみた。だがその言葉には、心が入っていなかった。

　その一歩を踏み出す覚悟が──家を犠牲にする覚悟が追い付いていない。

　どれだけ厳しい選せん択たく肢しでも、自分は選びとるように育てられてきた。当主が方向性を示さねば家臣が惑まどう。他ほかはなにもできずとも、それだけは自分にしかできないことだ。

　家のために下すべき決断、それはひとつしかない。──わかっている。なのに受け入れられない。

「いかに当主のご命令といえど御家に関かかわる一大事、従いかねます」

　その弱さを突つくように直孝が固い声こわ音ねで返す。

　見下ろした直継と、見上げた直孝の視線が真正面からぶつかった。







[image: 第五章　年月日不詳　時操り人]

　光がはじけ、あこはあまりの眩まばゆさに腕うでで目をかばった。

　しばらくかばいつづけていたが、その光は収まる様子はない。そろそろと腕を下ろして見やると、白布が光りつづけているのかと思ったがちがった。

　目をあけると上に屋根はなく、光っているのは空だった。蒼そう天てん高く、太陽が輝かがやいている。

（ここはどこ──？）

　見まわすと、周囲にあるのは白い布だった。

　その大きさは、吉継がなびかせていたものとは比べものにならない。あこの背せ丈たけより高く、幅はばも両手を広げても足りない。それらがあこを挟はさむようにして何枚もつづいている。

　白布は組みあげた木材に結ばれていた。それが風にあおられては大きくふくらみ、ばさばさと音と立て、非常に騒そう々ぞうしい。

　一いつ瞬しゆん、物干し場かと思った。しかし厚みのあるこの布は──

（これ、陣じん幕まくじゃない？）

　しかも干しているのではない。いまここで使っているのだ。

（なんで陣幕が……）

　見上げても佐和山城の天守は見えない。二重に張りめぐらされた陣幕、その隙すき間まに〈転移〉してしまったようだ。

　あこはそろそろと歩いて隙間から外を覗のぞこうとすると、腹の底を震ふるわすような轟ごう音おんが聞こえた。驚おどろきのあまり力が抜ぬけて、その場に尻しりをついた。

（な、なに!?）

　大地を揺ゆらす音が収まると、轟音につづいて破は裂れつ音、そして馬ば蹄ていの音も聞こえた。

　四よつん這ばいになって陣幕の切れ目までゆく。そして恐おそる恐る隙間を覗くと、そこは広大な平野がひろがっていた。

　くるぶしほどの低い野草は色あせて見える。それを踏ふみつぶすのは荒あれ狂くるう津つ波なみのような馬の群。乾かわいた銃じゆう声せいに馬の嘶いななき、人々の鬨ときの声が綯ない交まぜになって響ひびいている。

　あこは目を瞠みはった。

（どう、して……）

　身体が震え、陣幕にしがみついて合間に身を隠かくした。もう一度見れば、今のは目の錯さつ覚かくだったのではないかと──そう一いち縷るの期待を持ったが、遠く聞こえる音がその期待を打うち砕くだく。

（わたし、また跳とんじゃった、の……？）

　単なる〈転移〉ではなかった。

　前回、神社の滝たきの前で跳んだときは、時をへだてただけで場所はほぼおなじだった。しかしあこはここを知っている。大きく場所も離はなれている。

　ここは、江戸からの道すがら見た──関ヶ原だ。

（どうして!?　この時代の水なんて持ってなかったのに！）

　時を渡わたるには水が必要なはずだ。なぜ時も場所も隔へだてた場所に出てしまったのだろう。

　いや、直継は〈縁えにし〉が引きあって界が開くと言っていた。たまは水神だから水がいいというだけで、この地に縁を持つ者ならあの場所にいた。

　この世に生を受けた地、没ぼつした地は、その人となによりも強い縁を持つ。この時間、この地で没した大谷吉継──他にも多くの配下がここで命を失ったはずだ。

（早く帰らないと……）

　そう思っても、なにをどうすればいいのかわからない。

　神社で跳んだときは、運よく跳んだ先にたまがいた。しかし今はたまもいなければ水も持っていない。元の時に帰る導しるべがない。

（どうやって帰ればいいの!?）

　そのとき、大おお筒づつにも劣おとらぬ怒ど声せいが落ちた。

「お主ぬしは性しよう懲こりもなく──!!」

　あこに向けられたものではない。その声は陣幕の内側から聞こえた。

（この声、まさか……）

　あこはその声を知っていた。普ふ段だんはこれほど強い語調ではないが、聞きまちがいではない。

　膝ひざをついたまま、陣幕の隙間から陣じん内ないを覗く。

　左右に居並ぶ当世具足姿の将の中、ひとり立ち上がって拳こぶしを震わせていたのは、やはり木俣守勝だった。

　赤の鎧よろいに赤の膝はい甲だて、冑かぶとは外していてあいかわらずの髭ひげ面づらだ。年の頃ころはあこが知っているものと変わらない。

「敵てき陣じんに突つっ込みおってからに!!　大将はおとなしく控ひかえておれというのがわからぬかッ!!」

　あこの知っている温おん厚こうな姿からは想像がつかないが、たしかに怒声を発しているのは守勝だ。

　しかし心底震えあがるような怒声にも慣れているのだろう。守勝の正面で座している者はその声を無視して、近侍から受け取った柄ひ杓しやくで水をあおっていた。

　あこの位置からその将は後ろ姿しかわからない。だが、この陣の中で中央に座していられるのはただひとり──井伊家当主である直政だけだ。

　直政に柄杓を差しだしたのは、戦場に出るにはまだ早そうな子どもだった。

（あれって──もしかして采女殿!?）

　なりは小さいが、あの端たん正せいな顔立ちは采女だ。

　みなとおなじように赤の鎧を身に着けているものの、居並ぶ将よりもふたまわり以上も小さい。背丈も今の直継よりも低いだろう。

　五年前といえば采女は十三、初うい陣じんにしては早い年だ。兵というよりは、直政付きの小こ姓しようとしてつき従っているようだ。

（うわー……）

　直政の飲み終えた柄杓を、恭うやうやしく膝をついて受けとる。背筋はぴんと張り、しかし緊きん張ちよう感かんよりも優美な所作が先に目につく。小さくとも采女だ。

（だとしたら……）

　采女の近くにいる、采女と似た外見の少年が主馬だろう。

　主馬は十五、初陣としては妥だ当とうな年ねん齢れいだ。しかし采女よりは育っているものの、まだまだ細くて小さい。守勝と比べてしまうと余計に小さく見える。こちらは兵として戦場に出ていたのか、鎧に剣けん先さきか槍やり先でつけられたらしい擦さつ過か痕こんが見てとれた。

「佐和山に逃にげこんで別動隊と合流されては厄やつ介かいだ。これから掃そう討とう戦にかかる。中山道は金きん吾ご殿どのが押さえている。そこを挟きよう撃げきする」

　金吾殿というのは小こ早ばや川かわ秀ひで秋あきだ。

　小早川がすでに徳川方についている──空を見上げれば、陽ひは中天を過ぎていた。夕刻前には終結していたはずだから、すでに戦いくさも大おお詰づめだ。

　この後、直政は突とつ撃げきしてくるようにして撤てつ退たいした島しま津づ軍を追つい撃げきして、銃じゆう弾だんを受けて負傷した。

（けれど──まだ間に合うかもしれない）

　戦の大勢は決した。ここで直政の出しゆつ陣じんを止めれば、銃弾を浴びることはない。そうすれば傷を負うことも、数年後に落命することも、直継が後を継ついで重い務めを負うことも──

　そのとき、采女の動きが不自然に止まった。視線は向いていない。だがあきらかになにかに──こちらに注意を払はらっている。

（気づかれた!?）

　主馬は言葉がなくとも弟の様子に気づいたのだろう。すばやく周囲に気を払い、あやまたずこちらに向けてなにかを投げてきた。

　あこはとっさに身を引く。そのとき陣幕が大きく風をはらみ、陣幕に──それまであこがいた場所にそれは刺ささった。──投刀だ。三本の投刀の刃は先さきが、陣幕に刺さったままこちらを向いている。陣幕がなければ確実にあこの身体からだを貫つらぬいていた。

　運よく陣幕が揺れた。いま命があるのは、ただそれだけの偶ぐう然ぜんだ。

　偶然が支配する──ほんのささいなことで、たやすく命の灯が振ふれる。それが戦場という場所だ。

（逃げ、なきゃ……）

　そう思うが、こちらを向いた刃先が生々しく、身体が震えて力が入らない。

「曲くせ者ものか!?」

　駆かけ寄ってくる具足の音。

　神社で跳んだときは、侍じ女じよとして納なつ得とくしてもらえた。しかしたった一日かぎりの野戦に女がいるはずもない。いるとすれば忍しのび女めくらいだろう。

　足音が近い。抜ばつ刀とうする金属音が耳の奥に響いた。

（もう駄だ目め……！）

　恐きよう怖ふのあまり目をつぶる。しかしそのとき顔にふわりとなにかが触ふれた。

　──おとなしくしておれ。

「え……？」

　どこからともなく聞こえた声にあこが目を開くと、眩まばゆい光に目を灼やかれた。




　視界がゆるゆると色を取りもどす。あたりを見回すとそこは山の中だった。

　山の中腹のようで、木々の合間から眼下に関ヶ原の戦せん況きようが見て取れる。

（無事、だったの……？）

　時を跳んだわけではないが、あの場から転移したらしい。

　周囲に兵の気配がないことを確認して、あこはその場にへたりこみ、大きく息を吐はきだした。

　落ち葉が湿しめっている気がしたが、立ち上がる気力もない。まだ心臓がばくばくいっている。

　自分の身になにが起きたのだろう。直継のように指先から光が出たということもなさそうだ。（いったいなにが……）

　そう思って見回すと、肩かたに細長い白布がかかっていた。

「なにこれ？」

　白布を手に取ろうとすると、それは蛇へびのように動きはじめた。

「ええ!?」

　思わず後ずさると白布は淡あわく光を放ち、その光は一いつ箇か所しよに集まりだした。それらは凝ぎよう縮しゆくし、拳こぶしほどの大きさの蒼あお白じろい焰ほのおへと姿を変える。

　そして白布は焰の周りをなびいていた。焰は人の形はなしていないが、このように白布をまとっていた人物を自分は知っている──

「まさか……大谷……殿？」

　すると焰は肯こう定ていするかのように縦に回転した。

「えっ、本当ですか!?　どうしてそんな姿に!?」

『君の転移についてきたはよいが、霊れい力りよくの大半が置き去りになってしまったようだ。今はこの姿がせいぜいだ』

　音にならない声が、耳の奥をくすぐる。

　白布も吉継の霊力の一部だったのだろう。その力の一部を分けて焰の姿を取ったせいか、白布の力が薄うすまってしまったらしい。うっかりしていると地に引かれて落っこちそうだ。

　あこが白布をつまんで掛かけ直してやると、『すまぬな』と礼を言われてしまった。

『午ひるを過ぎたか──もう間に合わぬか』

「それってどういう……」

『場所を移そう』

　理由も行き先も告げず、問い返す間も与あたえずに、焰は焙ほう烙ろく玉だまのように弾はじけた。

　またもや閃せん光こうに目を灼かれる。そして不意に足場がなくなり、大波に飲み込まれたかのように身体が反転した。

　天地が一回転する。視界のきかない世界を身体が落ちてゆく。

（う、わ、わ……っ）

　あこは必死に手足をばたつかせて、大地をさぐる。

　すると足がなにかに触れ、とっさにそれに手を伸のばした。

　触れた指先が伝えてきたのは、板の間の感かん触しよくだ。埃ほこりっぽく、ざらついている。しかし贅ぜい沢たくは言っていられない。板の間にしがみつくように伏ふせて、次の衝しよう撃げきを待つ。しかし肩のあたりにぐっと重さがかかっただけで落下は収まった。

　どこも痛くない。怪け我がはないようだ。

（ここ、は……？）

　目をあけると、まだ視界がもどっていなかった。視界の大半で光がちらちらと明めい滅めつして、眼前の世界を捕とらえられない。

　まず感じたのは身体にまとわりつくような熱気と臭しゆう気き──血のにおいだ。それと木々が焼やけ焦こげたようなにおいもする。

（なに、ここ……）

　身体に汗あせがにじむ。元の三月の世界でも、五年前の九月の関ヶ原でもない。酷こく暑しよの盛りだ。

　いつまで待っても視界は暗い。目がおかしくなったのかと思ったがちがう。今は夜なのだ。

　篝かがり火びがぼうと辺りを照らし出し、視界が広がる。どこかの屋や敷しきの廊ろう下からしい。

　ちかくに人の気配はなく、しんと静まりかえっている。ざらついた板の間から察するにろくに掃そう除じがされていない。土つち埃ぼこりがそのまま積み重なっている。土足で踏ふみ込んで、そのまま泥どろが固まったような跡あともある。

　すぐ傍かたわらに、見覚えのある長い白布が落ちていた。しかし焰の姿は見えない。

（大谷殿はどこに行ったの……？）

　あこは白布を拾い上げるとそれを羽織って立ち上がり、廊下を歩きだした。

　中庭の向こうにも廊下はつながっている。通りすぎた部屋の間取りからして、屋敷自体はかなり広い。大名が住まうような広さだ。

　篝火は煌こう々こうと照らしている。人の姿は見えなくても、屋敷内にだれかはいるはずだ。しかし声をあげて呼ぶのは危険が大きすぎる。人を探しながらも、人に覚さとられないように廊下を進む。

　すると、突とつ然ぜん遠くから鬨ときの声こえが聞こえた。屋敷の外からの声だとわかるが、その数は百や千のものではない。かなりの兵が屋敷を取り囲んでいるようだ。

「夜よ討うちかッ！」

　すぐ眼めの前の部屋から鎧よろい武者が飛び出してきて、あこはとっさに転がりこむようにして部屋の中に逃げ込んだ。男の視線は外に向いていたため、見つからずに済んだ。

　中年と思おぼしきその男はきっと外を睨にらみつけると、具足の音を立てて元いた部屋──あこの転がりこんだ部屋の隣となりへと入っていった。

「某それがしは正門へ加勢つかまつります。各おの々おの方がた、ご武運をッ！」

　そう言って立ち上がったところにかかる声があった。

「──待て」

　あこはその声にはじかれたように、身を乗り出して隣の部屋を覗のぞきこんだ。

　三十畳じようばかりの部屋にいたのは、十人ばかりの鎧武者。血の色に塗まみれていない具足はない。

　そして左右に居並んだ諸将の上座にいたのは──

（おじい……さま……）

　あこは思わず廊下にへたり込んだ。

　そこにいたのは、関ヶ原の戦いくさに先さき駆がけて果てた祖父、鳥居元忠だった。

　年の頃ころは、あこが最後に見た姿と変わらない。祖父は黒の具足を身に着け、濃のう紺こんの陣じん羽ば織おりをまとっている。戦のまっただ中ということだ。

（じゃあ、ここは……）

　──五年前の伏ふし見み城じよう、だ。

「儂わしも参る」

　彦ひこ右衛え門もん殿！　と諸将が口々に呼びかけるのを、祖父は視線で止とどめた。

　祖父はもう幾いく晩休んでいないのか、肌はだには疲ひ労ろうの色が濃こい。頰ほおは血汗と煤すすにまみれ、髪かみは櫛くしをとおす余よ裕ゆうもないためか乱れ果てている。

　しかし眼光は鋭するどく、疲つかれは一いつ切さい覗かせない。

「──我らの務めは、一日でも長く奴やつらを引き付けておくこと」

　沈ちん黙もくした諸将を前に、祖父はふと表情を和やわらげて、冗じよう談だんめいて付け足した。──ならば一兵でも多いほうがよかろうて、と。

　そしてふたたび視線を厳しくすると、居並ぶ諸将をしずかに見み渡わたした。

「十年前の今日この日、主君は先祖伝来の三み河かわの地をはなれ、新たに武む蔵さし野のの王となった。しかし主君は三河を忘れたもうたか？　さにあらず。ふたたびその手に奪うばい返す〈時〉を待っていたに過ぎぬ。我ら、先祖代々の御ご恩おんに報むくいるのは今このとき。──この戦、大将首は大事にあらず。儂にかまうな。各おの々おの、その任を全まつとうせよ」

「──はッ！」

　一糸乱れず、諸将が頭こうべを垂れる。その顔かお触ぶれのなかには見知った顔もあった。四十に届くかどうかという中年の男──しのとかやの父親だ。ふたりの父もまた伏見で命を散らした。

　諸将が準備をはじめ、あこは身体からだをひきずるようにして隣の部屋に身を隠かくした。

　遠い空をみやると、仄ほのかに明るみはじめていた。

　暁あかつきの空に浮うかぶ月は、朔さく──

　手が、足が、身体が震ふるえた。

　伏見城攻ぜめがはじまったのは七月に入ってからだ。その月が示す日はこの日しかない。

（八月……一日……）

　──祖父が亡なくなった日だ。

　みながこれが最後と覚かく悟ごを決めている。水みず杯さかずきの準備をはじめたのもそのためだ。

　空を見上げたまま呆ぼう然ぜんとしていると、不意に聞き知った声が耳奥に飛び込んできた。

『──まだ間に合うぞ』

　あたりを見渡すが姿はない。ただ、白布がかすかに発光していた。

「大谷……殿？」

　白布が風になびくように揺ゆれる。

　もはや焰ほのおの姿を取ることすら適かなわなくなったらしい。いまや白布の付つく喪も神がみ状態だ。

『このような身ではあるが、一度の転移くらいは可能だ』

　転移──彼らを城から逃にがすということか。

（でも、みんなが戦っているのに）

　城にいるのはここにいる将だけではない。広い伏見城の門や塀へいで、敵の侵しん入にゆうを食い止めている兵たちがいるはずだ。

　それを祖父たちだけ連れ出すなど。

　杯さかずきを割る音。長なぎ刀なたを杖つえ代わりに祖父が出てきたあと、具足の鉄かな音おとがつづいた。

　祖父は廊下で諸将を先に行かせた。かつての戦で片足が不自由になった祖父は、杖をついて生活していた。しかしもはや自分の護衛は不要と、みなを前線に送り出す。

　そしてすべての将の後ろ姿をまぶしそうに見送ったのち、自身も後に続こうとしたところで。

　隣の室内にいたあこと、目が──合った。

　たがいの息が止まる。

　祖父は目を見開いて、声にならなかったが、唇くちびるがたしかに形作ったのを見た。──あこ、と。

「おじい、さま……」

　その声はたしかに伝わったはずだ。

　駆かけ寄りたかった。伝えたいことがたくさんあった。ちゃんとこの後の決戦に上うえ様さまは勝って、徳川家は将軍職を拝命し、この国を治められていると。その世は二代めの秀忠さまに引ひき継つがれて、その治世は盤ばん石じやくなものになりつつあると。だから──

（だから……なに？）

　あこが愕がく然ぜんとしていると、元忠は幻まぼろしを見たとでも思ったのだろう。

　優やさしい笑えみを浮かべ、

「──達者でな」

　そう言い残して、みなの後を追っていった。

（やっ…………行かないで！）

　あこは廊下に駆け出す。

　篝かがり火びに照らされる中、片足を引きずる祖父の背中がゆっくりと遠ざかっていく。

　諸将は駆けていってしまった。だが、足の不自由な祖父ならば追いつける。

　まだ間に合う。

　祖父に生きていてほしい。この場所で幾月も屍かばねをさらすような最さい期ごを迎むかえてほしくない。

　けれどもみなを見捨ててゆくなど、祖父が納なつ得とくするはずがない。

　納得せずとも無理やり巻き込んで〈転移〉してしまえば。いや、しかしそうしたら残された者たちは──？

　心臓がばくばくいっている。押し流された血流とともに、さまざまな考えが身体の中をぐるぐるとめぐる。

　手が、足が、動きたがっている。追いかけて、背後から抱だきついて、そのまま転移すれば。

『悩なやむことなどない。──救いたくはないのか？』
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「────!!」

　──悪あく魔まのささやきだった。

　いまの自分には、それができる。あれほど生きていてほしいと祈いのっていた祖父を、いま自分の決断ひとつで救うことができる。

（でも……！）

『そなたが決断を下せぬなら』

　するりと肩かたから白布が落ちた。生を得たような先ほどまでの動きとはちがい、風になびいてはらりと落ちた。しかし、たしかにそれはあこの意思とは無関係に、祖父のほうへと動きはじめていた。

　祖父の意志を曲げて〈転移〉する。そして祖父が助かったなら──助かったなら？

（世界はどうなってしまうの？）

　そのときある面おも影かげが脳のう裏りをよぎった。あこは反射的に跳とびかかり、白布を捕つかまえる。

　それは冬とう眠みん明けの蛇へびよりもたやすくつかまえることができた。

　白布は左右に首を振ふるようにして抜ぬけ出そうとする。しかし押さえられ、手から逃のがれるのは不可能だと察したのか、白布は淡あわい光を放ちはじめる。

　先ほど、焰に姿を変えたように、白布から抜け出そうとしているのだ。

　身体で覆おおいかぶさって押さえこむが、光が相手では効果がない。

（ダメっ！）

　あこは白布を片手でつかむと、もう一方の手で懐かい剣けんを抜き払はらう。

　そしてその刃はを付きたてようとした瞬しゆん間かん──光が炸さく裂れつした。
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　光に押されるようにして、あこは目を開けられないまま後ろによろめく。

　庭に落ちる、と思ったが、尻しりもちをついた先にも床ゆかはあった。後ろ手をついたが、先ほどまでのざらついた感かん触しよくはない。

　目を開くと、あたりは薄うす暗いが夜ではない。目が慣れてくると、眼前の広間には三成と文ふ箱ばこの男、そして人の姿を取りもどした吉継の姿があった。

（帰って、きたの……？）

　ここは、佐和山城だ。

　はっと周囲に視線を走らせるが、祖父の姿はない。跳んだのは自分たちだけだ。そのことにほっと息を吐つきかけて、そして胸の奥に痛みを覚えた。

（助け、られたのに……！）

　助けなかったのは自分だ。助けようとした吉継を自分が止めていた。

　あれほど助かってほしいと願っていたのに。

（だって、そんなことをしたら────）

「ふむ、変わっていないか」

　あこの思し惟いを遮さえぎり、本来の霊れい体たいの姿を取りもどした吉継が、微び光こうを放つ白布をなびかせてつぶやいた。

「やはり決定的になにかをしないと無理か」

「……ずいぶん懐なつかしい場所に行っていたようだが、そなたはいったい何をしにいったのだ」

　五助とかいう焰を介かいして先ほどの様子を見ていたのだろう。三成は呆あきれた声で言う。

「この娘むすめの力で過去を変えたところでなんになる。この世界とは別なのだろう？」

　しかし、吉継は「まぁな」と笑みを浮うかべただけで、余よ裕ゆうの表情はくずれなかった。そんな吉継を三成が不ふ審しんな目で見み据すえる。

「──そなた、なにを企たくらんでいる？」

「姫ひめは薄うす々うす気づいたようだが」

「なに？」

　吉継は理解の追いつかない三成から、あこのほうに視線をくれた。

「姫、なぜ祖父を救わなかった？」

「だって、そんなことをしたら……」

（そんなことをしたら……なに？）

「なにを恐おそれる必要がある？　──世界はつながっていないのだろう？」

「────！」

　あこははじかれたように面おもてをあげた。吉継は温和な笑みを浮かべていたが、その瞳ひとみの奥にある光は冷えきっている。

　もし祖父を助けてしまっても──つながっていないなら、こちらの世界はなにも変わらない。

　けれど。

（万が一にもつながっていたら……？）

　祖父ひとり助かったところで、その後の世のすべてが覆くつがえるとも思えない。けれども、関ヶ原の戦いくさは徳川が勝つべくして勝った戦ではない。

　時の流れに、もしはない。勝ちは勝ちだ。けれどももし、もう一度あの戦があったなら？

　吉継が温和な笑みの下で企んでいたことを知り、あこは愕がく然ぜんとした。

　──吉継は、この世界を変えようとしていたのだ。

　ようやく気付いたか、と吉継は息を吐いた。

「つながっていないのは可能性のひとつにすぎない」

「可能性？」

　いまだ事情を吞のみ込めない三成が問い返す。

「そうだ。たしかにこの娘のいた世界とこちらはつながっていないかもしれない。だが、彼女が行ける過去がすべてつながっていないと証あかされたわけではない」

　あの伏見城が、まったく別の世界なのか、この時間につながっている過去なのか知ることはできない。この世界が変わるかどうか、それは助けてみなければわからないことだ。

　──まぁ俺も神様じゃないんで明日のことなんてわからないよ？

　主馬の言葉が脳裏に響ひびく。

　救えるはず、勝てるはず。そう信じて行動して、現実が期待に背そむくことのなんと多いことか。

　明日のことなんて誰も知らない──そう、未来に確かなことなどなにもないのだ。

　三成はやっと得心がいったらしく、「そういうことか」と呟つぶやいた。

「しかしずいぶんと分の悪い賭かけだな。世界がひとつではないということは、他ほかの世界の数は千かもしれんし万かもしれん。万の世界があるなら、一万分の一の賭けだ」

「そうだな。だが一万回くりかえせば当たりをひくかもしれない。何度外れを引こうが、こちらが失うものはもはやなにもない。懐ふところの痛まぬくじを何度でも引かせてもらえるのだ、それくらい許容しろ。つながっていないというなら、つながる過去にたどりつくまでくり返すだけだ──何度でもな」

　その凶きよう悪あくな笑みに三成がたじろいだ。

「幸い、我々には永い時間がある」

「しかし、それでは身が……」

　言いかけて、三成は廊ろう下かにへたりこんだままのあこを見やる。

　運動したわけではないのに、激しい稽けい古こをした後のように身体からだが重かった。

「さすがに生身で二度跳ぶのは堪こたえたか。──五助」

　呼よび掛かけに応じて、蒼あおい焰ほのおのひとつがふわりと前に出た。そしてそれは、紙を割さくようにいとも簡単に分ぶん裂れつした。

　そしてその一方が浮きあがって、あこの背後に回る。

「や……っ」

　不意に寒気がして、あこは転がるようにして身をかわしたが、それは蜂はちのようにふわりふわりとついてくる。

　その動きから背後に回ろうという意図が見えた。焰はあこの首筋を狙ねらっている。

（これって……）

　先日、神社の前でこの光景を見た。

　文箱から湧わいた焰は、小一郎の首筋に取りつくと、その奥へと入りこもうとした──

（わたしを乗っ取るつもり!?）

　身体ごと乗っ取って、時渡わたりの〈力〉を好きにする気だ。

「やめてッ！」

　あこはとっさに手にしていた錦にしきの袋ふくろと鞘さやを投げ捨てた。

　三成はあこの手の内うちに残ったそれに気づくやいなや、「刑部！」と吉継の前に出てかばった。状じよう況きようを察した吉継もとっさに焰を退かせる。

　それは祖父からもらった懐かい剣けん──そして半月前、祖父の霊を生み、三成を退かせた刀だ。

　あこは畳たたみ二枚ばかりの距きよ離りを置いて三成と向き合い、腰を落として懐剣をかまえる。

「──近づかないで」

　あこが見据えて低く告げると、三成がかすかにみじろぎした。

　瞬またたきもせずに、息を読まれないよう呼吸も抑おさえて、じっと三成を見つめる。

　心臓の鼓こ動どうは速いはずなのに、なぜか一いつ拍ぱく一いつ拍ぱくが遅おそく、そして遠く聞こえる。魂たましいだけ身体から抜ぬけ出して、距離を置いて眺ながめているかのようだった。

　もしこの力を悪用されればどうなるか。

　二十年あまり前に行ったときは、運良くこの世界はなにも変わらなかった。けれど、万が一を引いてしまったなら取り返しのつかないことになる。

　──だからせめて自分の見える範はん囲いであれこれ考えるわけ。

　ここに主馬はいない。なんでも一から説明してくれる相手がいつも側にいるとはかぎらない。

　すべてが見通せるわけではない世界で、見える範囲から自分の置かれた状況を把は握あくする。なにを選ぶか、どうするべきか。それを考え、決められるのは自分自身だけだ。

　自分の処断は自分で決める。怖こわくないといったら噓うそになる。しかしいまの自分にはすべきこと──守るべきものがある。

　あこは刀の感触をたしかめるように、強く柄つかを握にぎりしめる。

　──一度きりの奇き跡せきよ。

　たまが言っていた。この刀にはもはやなんの〈力〉も備わっていないと。

　だが今の三成は懐剣に宿る力を信じ、あこがこの懐剣を手に逃とう亡ぼうをはかろうとしていると思っている。この時渡りの力を消し去る好機は一度きりだ。

　──懐ふところ刀がたなを忘れるな。

（ごめんなさい、小一郎）

　小一郎もこんな使い方をするために持たせたわけではないだろう。だが、持たせてくれたことに感謝している。

　女の懐刀はみずからの身を守るもの──誇ほこりを失わぬために自害するためのものだ。

（もし自分が命を絶てば）

　責任者である小一郎に咎とがが及およぶのは避さけられない。けれどせめて軀むくろが届けられたなら。婚こん礼れいを嫌いやがったからとでも理由はなんでもいい、自分が勝手に自害したということにすれば小一郎の命は助かるだろうか。

（ごめんなさい、みんな）

　時渡りに巻きこまれた鳥居家のみんな──特にしのとかやは、江戸にもどらない覚かく悟ごで江州まで付いてきてくれたのに、その決意を無にしようとしている。

（ごめんなさい、おじいさま）

　懐剣を授さずけたものの、実際使うことは望んでいなかったはずだ。

　しかし伏見城のあの姿を見て、なおさら自分などが触ふれてはいけないものだと思った。祖父らが命を賭として戦った過去を、自分が汚けがすわけにはいかない。

　そして。

（右近殿──）

　その横顔が思い浮うかぶと、不思議と恐おそれはなくなった。

　いや、怖いには怖い。けれど。

（これが右近殿がいつも見つめていたもの……）

　おなじものを見るとすこし心が近くなったような気がして、不思議と心が安らいだ。

　最後に一目会いたかったな、と思ったら、たくさんの記き憶おくがよみがえった。

　一いつ緒しよにいられた時間は短いのに、よくもこんなにと思えるほどの姿があって、ずっと目で追っていたことに今さらながら気づいた。

　最初に惹ひかれたのは、そう、この佐和山城だ。

　私が継つがねば父も浮かばれまい──そう言ったとき、瞳ひとみに宿った優やさしい光。

　父のことはよく知らぬと言っていた。ろくに話したこともないとも。それでも継がねばと優しい顔で言ったから。

　自分に襲おそいかかった運命を呪のろうでなくあきらめるでもなく、父を慕したっていればこそ見せた顔。どれだけ重くても、辛つらくても、この人は父の遺のこしたものを背負いつづけるのだろうとわかった。

　だから、ここにいてもいいと言われたとき、この人を側そばで支えたいと思った。許いいな婚ずけだからとか、務めだからとか、居場所とかそういう楽に息をするための名目ではなく、ただ、この人がいいと──そう、心が告げたから。

　それからずっと目で追っていて、できればなにか役に立ちたかった。側で生き、共にその荷を抱かかえたいと思った。

　しかし自分はなにもできないどころか、迷めい惑わくをかけるばかりだった。惹かれる気持ちに流されるばかりで、務めすら果たさずに逃にげていた自分に、なにができるはずもない。

（けれど、せめて〈今〉を守れるなら）

　──思い出と一緒に逝ゆけるなら、なにも怖いことなどない。

　す、と水が流れるようにあこの右手が動く。

　あこは三成を見つめたまま、懐剣を己の首筋に当てた。

　あまりに気負いのない動き、そして予想していなかった事態に、三成の息が止まった。

　目を見開いたままなすすべのない三成を前にして。




　あこは目を閉じて懐剣を握る手に力をこめた。




　肉を断つ感かん触しよくを覚悟する。

　──しかし、痛みはやってこなかった。

（え………………なんで？）

　切腹はこと切れるまで長引くが、首筋を断てばすぐに意識が落ちるという。あまりに一いつ瞬しゆんのことで、痛みを感じる間もなかったのか。

（でもわたし、ちゃんと意識があるし……）

　それすらも幻げん覚かくなのか。そういえば柄を強く握りすぎたせいか、それとも意識が落ちているせいか、腕うでの感覚がない。

　あこは目を開いて、己の鮮せん血けつが飛び散っているはずの部屋を見る。

　しかし、そのどちらでもなかった。

　懐剣を握るあこの手首を、背後から伸のびた白い指がつかんでいた。

　その手の主を見あげると、すとんと力が抜け落ちた。そこをなかば強ごう引いんに手首をひねり上げられる。

「痛……っ」

　握りしめていた懐剣が指からこぼれて廊ろう下かに落ちる。

　手の主はそれを確認すると、あこの視線を阻はばむように身体からだを入れ、三成たちに向き合った。

（どう、して……）

　薄うす藍あいの羽織、そこに流れる黒くろ髪かみを自分は知っている。

　幻まぼろしだと思った。それか会いたくてしかたなかったから、魂たま翔がけするなりそこに行ってしまったのだろう。──そうでなければ、ここにいるはずがない。

「右近、殿……？」

　背中の主はふり返らない。けれども見まちがえるはずがない。

　直継だ。

（──来てくれた）

　顔中が熱を帯びて、あこは口元に手を当てた。熱い吐と息いきが漏もれる。泣くかと思った。

「……ほう、水すい神じんを置いてくるとは潔いさぎよいことだな」

　この状じよう況きように驚おどろいていないはずないだろうが、三成は我を取りもどして告げた。

「単身乗り込むとは、徳川に裁かれるより小こ娘むすめとの心しん中じゆうを選んだか」

（そう、右近殿はご公こう儀ぎに囚とらわれの身のはず──）

　無断で屋や敷しきを抜け出してきたなら、秀忠昏こん睡すいの嫌けん疑ぎを認めたことになる。次代将軍となる秀忠を手に掛かけたとなれば、未み遂すいだろうが御お家いえ取り潰つぶしは免まぬかれない。

　自分を救うためとはいえ、鳥居家の姫ひめが江州にいると知っているのは秀忠と側近そして成次のみ、そう簡単に幕府を説得できるとは思えない。

（じゃあやっぱり幻まぼろし……？）

　会いたいと思ったら出てきた。あのとき祖父が姿を現したように幻が出てきたのかもしれない。

　けれども息でかすかに上下する肩かたが生身ほんものだと知らせている。

「しかしそのような満まん身しん創そう痍いの身でせっかく来てくれたのだ。そなたの望み、叶かなえてやるとしようか」

　三成は口くち端はに笑えみを浮かべ、するりと刀を抜ぬきはらう。

　対たい峙じする直継も佩はいていた得物をゆっくりと抜いて中段に構える。

　空気が張り詰つめる。なにがその空気を壊こわす契きつ機かけになるかと、息をつめて見守る。

　その空気を破ったのは予想外の声だった。

「──主ぬし、退けッ！」

　吉継の切せつ羽ぱ詰つまった声に、三成は意気を削そがれる。

「刑部、なにを言って────なにっ!?」

　見み渡わたせば、部屋の壁かべを光が稲いな妻ずまのように横に走っていた。

　それらは柱から柱へと走り抜け、四よ隅すみすべてが一本の稲妻でつながれた瞬しゆん間かん。




「──────縛ばくッ！」




　鍛きたえあげられた腹から紡つむがれる声。それは広間の外で響ひびいた。

（術者が囲んでいた……!?）

　白の光が室内を包み、稲妻が三成の身体に絡からみつく。直継はこちらに飛び火しないよう、刀で守りを構えていた。直継の手にする刃やいばからにじみ出る青い光が、直継とあこを包み込む。

　広間を取りかこむ光は、ぴりぴりと室内に細い光を放ちながら、三成に茨いばらの蔓つるのように巻きついて自由を奪うばう。

「く……っ！」

　三成はひざまずき、身を震ふるわせて霊れい体たいに絡みつく呪じゆ縛ばくの苦痛に耐たえていた。

　直継が駆かけ出し、三成の身体を薙なぎ払はらおうとした──だが。

「──させぬ」

　音もなく間に立ちはだかる者がいた。吉継だ。

　三成の傍かたわらにいたはずの吉継が、動いた素そ振ぶりはなかった。ごく短たん距きよ離りの転移だ。

　彼は三成のように縛されているわけではないが、術者による結界が張られた中での転移に、直継もその霊れい力りよくの強さを感じ取ったのだろう。

　跳とび退すさって間合いを取り、刀を振ふり下ろす。微び光こうを放つ刃は白布を真二つに切り裂さいた。

「ほう」

　吉継は眉まゆを上げ、感かん嘆たんの息を漏らす。

「筋はいいな。だが──」

　吉継が断たたれた白布を自身の指に乗せ、斜ななめ上に滑すべらせる。

　風の白はく刃じんが直継に襲いかかった。かまいたちだ。

　直継は刃を立てて防ぐ。刀に触ふれた風は、鋼の糸が断たれたかのような硬こう質しつな音を立てながら駆け抜けていった。

　かすめた風が、直継の頰ほおや袖そでに傷を残す。背後では風の触れた障子、そして庭にあった石せき灯とうがずたずたに砕さい破はされ、音を立てて崩くずれおちた。

　あの風をまともに受けていたら、今ごろああなっていたのは自分の身体だ──その威い力りよくに、あこの背筋が凍こおった。

「どうやら兵部殿どのの後を継つぐのは、いささか荷が重いようだ」

　吉継はゆったりとそう告げ、直継が断ったはずの白布はいつしかまた一枚にもどっていた。

　吉継は刃を向けられながらも半身をひいて、焰ほのおたちに命じる。

　蒼あお白じろい焰はなにかをなぞるように室内を飛びめぐり、描かき上げた結界陣じんが広間を覆おおっていた電でん撃げきをはじき返した。
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　焰の光は壁などないがごとくに、壁の向こう側へとすり抜けている。壁の向こうからは、いくつものうめき声が聞こえた。

「京の術者といえどもこの程度か。ここは私に任せて主ぬしは退ひけ」

「なにを……っ！」

「総大将は主だ」

　三成はなおもなにか言いかけたが、吉継の白布の放つ白光に覆われて跳ばされた。

　総大将を強制的に下がらせて、吉継は「さて」とこちらに向き直る。

「運にしろ実力にしろ、ここまでたどりついたということは私の策が敗れたということだな。それは素す直なおに認めるとしよう。だが廊下にいる術者は君の援えん軍ぐんかな、それとも私の人ひと質じちか」

　不意を突ついたはずの罠わなをいともたやすく破られたからは、いくら術者とはいえただ人びともおなじだ。彼らが直継ほどの〈力〉を持っているはずもない。きっと吉継が指一本動かすだけで、造作もなくその命は奪い去られるだろう。

「ここで君だけ無事にもどればどうなるか──」

　痛いところを突かれたらしく、直継はかすかに息を詰めた。それを見て取った吉継が口端に笑みを浮うかべる。

「今回の一件で徳川の姿勢が見えただろう。嫌疑があればいともたやすく家を滅ほろぼす。譜ふ代だいの家ですらこうだ。外と様ざまの大名は推おして知るべし。それでもなお徳川は仕えるに値あたいする主か？」

「なに、を……」

「今は従順であっても、将来の反乱の種となりかねない家は次々に潰してゆく。次は前まえ田だか加か藤とうか福ふく島しまか……疑心に囚とらわれた諸将はどう動くかな。はたしてこのやり方で天下が治まると思うか？」

「──それでも仕えるのが当家の務めだ」

　直継は硬質な声で返す。

「父から受け継いだ務めは果たさせてもらう」

「務め、か」

　その答えに吉継は満足そうに笑みを浮かべた。

「ならば忠勤に励はげむがいい。心ゆくまでな。私は徳川がみずから崩れゆく様さまをじっくり見物させてもらうとしよう」

　そのまま身を翻ひるがえしかけた吉継に、「待て」と直継が声をかけた。

「……そなたは」

「私か？　我が名は大おお谷たに刑ぎよう部ぶの少しよう輔ゆう吉よし継つぐ」

　真名は呪しゆとなって自身の縛となるはずだ。しかし、吉継はいともあっさり名を明かした。捕とらえられるものならやってみろと言わんばかりに。

　そして知らされた直継もその名を口にすることはなく、吉継は広間から悠ゆう々ゆうと消え去った。

　吉継が消えた後を、直継はなおも凝ぎよう視ししていたが、やがて刀を納めて息をついた。悪あがきの置き土産みやげの罠や呪などはなかったらしい。

「……大事ないか」

　ふりむきもせずに落とされる声。

「わ、わたしは大だい丈じよう夫ぶよ。右近殿こそ──」

　あこが立ち上がって側に寄ろうとすると、ふたりの間をさえぎるように、眼前で交差するものがあった。

　鈍にび色いろの錫しやく杖じようだ。

　見やると両りよう脇わきから修しゆ験げん者じや姿の屈くつ強きような術者たちが、鉄まかねの錫杖を手にあこを見み据すえている。

「そなた、何者だ」

「奴やつらの一味か、それともあやかしの類たぐいか」

　背後にも二人、術者に四隅を囲まれる。

「わたし、は……」

　言葉のつづきが出なかった。

　あやかしがこの世ならざるものというならば、この世界の存在でなく、世界自体を変えてしまうかもしれない自分は十分にあやかしだ。

　返答しないあこに、術者はますます不ふ審しんを募つのらせて距きよ離りを詰める。

　しかし。

「控ひかえよ」

　背を向けていた直継が、ふり返りぎみに声を落とした。

　されど、と反論しかけた術者に、直継は声をかぶせる。

「この方は、鳥居彦右衛門殿の末裔すえ姫ひめだ」

　冷然と言い放ったその一言に、術者たちははじかれたようにいっせいに膝ひざをついた。

　鳥居彦ひこ右衛え門もんの尉じよう元忠──家康の旧臣にして、千人あまりの将兵と共に伏見で散った忠義の臣。

　その首は大坂城に掛かけられ、軀むくろは東軍が関ヶ原に勝利して伏見城に入城するまでの間、二ヵ月あまりも城内に取り残されていた。

　その忠義心と壮そう絶ぜつな死しに様ざまに、いまの徳川家でその名の威い光こうに逆らえる者はいない。

「ゆえあって当家に滞たい在ざいされている。くれぐれも失礼なきように」

「はっ」

　術者は錫杖を立てて畏かしこまる。もはやあこと直継の間をさえぎるものはなにもない。

　あれほど会いたかった人がすぐ目の前にいる──そのはずなのに、かける言葉が出てこなかった。

（だって……）

　すがめて見やる直継の冷たい視線が、自分の声を拒こばんでいる。

　無事だったことを喜んでくれとは言わない。しかしまだ怒おこってくれたほうがよかった。なんの関係もないような、他人を見るような目をされるくらいなら、そのほうがどれほどましか。

　直継はあこに声をかけることなく、視線を廊ろう下かに戻もどした。二人の術者が立ち上がり、直継の両脇につく。

　直継は目を合わせることもなく、あこの前を通りすぎて、術者たちとともに広間を後にした。

　術者たちは直継を警護しているのではなく、連行しているように見えた。──否いな、ようにではない。

　まだ直継の嫌けん疑ぎは晴れていないのだ。

（だから……？）

　許いい嫁なずけ、ではなく、鳥居彦右衛門殿の末裔姫と言ったのは。

　そして他人の振ふりをしたのは、自分を嫌疑に巻き込まないためだと。

（わたしのためだって思っていい？）

「……姫？」

　膝をついていた術者のひとりが声をかける。

　はた、とあこの頰を伝って涙なみだが落ちていた。涙に気づいてなお止めることができなかった。

　他人のような態度、それが本心だからとは思いたくなかった。けれども、思いたくはなくても心のどこかが知っていた。──最初から自分は、他人以外のなにものでもなかったのだと。

　術者が落ちていた懐かい剣けんを拾い上げて、あこに捧ささげる。

　あこはそれを受け取ると、両手で包みこんで顔に押し当てた。こみあげてくる嗚お咽えつを必死にこらえる。

　これで命を絶つ覚かく悟ごを決めたそのときよりも、ずっと胸が痛かった。
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　吉継が佐和山城天守の上層に転移すると、先に来ていた三成が階下を覗のぞきこむようにして見ていた。

「身を乗り出しては落ちるぞ」

　その声に、三成ははじかれたようにふり返った。

「霊れい体たいで落ちるはずがなかろう！　口の減らぬ奴だな！」

　そう怒ど鳴なり返してから三成は吉継をまじまじと見つめ、そしてほっと息をついた。

「──無事だったのだな」

「初うい陣じん前の童こども相手に遅おくれをとるわけなかろう。伊だ達てに場数は踏ふんでいない」

「なにを言っている！　そんな身で無む茶ちやをしておきながら！」

　見み抜ぬかれていたか、と吉継は嘆たん息そくする。

「主ぬしに見抜かれるようではまだまだだな……だが精せい一いつ杯ぱいの威い嚇かくはしておいただろう？」

　秀忠に続いてかの娘むすめへの計略も破れたのだ、これくらいやらせろと吉継はうそぶく。

　二度の時渡わたりで消しよう耗もうしていたのは娘だけではない。吉継の霊れい力りよくも大半が削そぎ落とされた。

　もし霊力が維い持じできたなら、孫まご娘むすめをけしかけるまでもなく自分が鳥居元忠の運命を歪ゆがめていたものを──現実はやはりそう甘くはない。

　それでもなお余力があるように見せかけるために、術者の張った結界内で短たん距きよ離り転移をして見せた。三成の呪じゆ縛ばくも目の前で解いたし、名を明かすことにも躊躇ためらわなかった。すべては威い圧あつのためだ。またの名を虚きよ勢せいともいう。

　あのとき、三成を追つい撃げきされていたなら守りきる自信がなかった。実際、吉継の霊力として残っていたのは、白布と焰ほむらたちだけだ。人型を取っていた吉継自身の霊力はほぼ空カラになっていた。娘をあっさり返してやったのも、相手がおとなしく引き下がる妥だ協きよう線を示すためだ。

　撤てつ退たいの際に実際の兵力より多く見せる、もしくは少なく見せて敵を攪かく乱らんするのは戦いくさの基本だ。それらの策はきっちりはまった。さらに楔くさびを打ち込むことも忘れていない。

　井伊家当主に打ち込んだ徳川家への疑心──いつか役に立つときがくるだろう。

　秀忠傀かい儡らい策が不発に終わったからは、これくらいさせてもらわなければ気が収まらない。

「なぜ、私を先に逃にがした」

「言ったろう。主ぬしが大将だと。私は殿しんがりを務めたまで」

「はったりをかましてなんとか逃げおおせた身でなにを言う」

「主の悪い癖くせだな。目の前の小事にとらわれすぎだ」

「小事だと!?　相手が退いたからよかったようなものの！　あのままではそなたはどうなっていたか──！」

　三成は声を荒あららげた。しかし吉継の余よ裕ゆうの表情が崩くずれることはない。

「わかっている」

「わかっていない！　奴らは自身を贄にえに神を呼べる！　水神がいなくともそなたを封ふうじることもできたのだぞ!?」

「わかっている」

　吉継はすっと目を細め、三成を見据えて告げた。

「──主がすべきことはなんだ？」

　その静かな視線に三成は反論の言葉を封じられた。

「大将である主がすべきは、私を助けることではない。自身の身の安全を確保した上で、次の戦略を立てることだ」

「しかし！　見捨ててなどいけるか！」

「なぜ見捨てられない？」

　見捨てろと面と向かって言われて、三成は目を見開いた。

「主、この機会だから言わせてもらおう──関ヶ原のことだ。なぜ小早川の裏切りが発覚した時点で、早々に軍を退かなかった」

「それ、は……」

「撤退するための時間なら、私が稼かせいだはずだ」

　小早川秀秋の寝ね返がえりにより、西軍は本ほん陣じんの横を突つかれる形となった。それを防ぐ盾たてとなって吉継は散った。

　あの時点ならば三成は退くことができた。しかしあの混戦の中で退けたとすれば、最奥に位置していた三成の隊だけだ。他ほかの隊を見捨てて逃げ出せば他の隊は壊かい滅めつをまぬがれない。

　実際、その後も裏切りが相次いで壊滅したのだが、それは結果論にすぎない。

「いつもならば冷静に判断を下せる主が、なぜあのとき躊躇ためらった。形式的な大将だった宇う喜き多た殿に遠慮したわけではあるまい？　戦の最中、戦っている者がいる中でも退く決断を下すのが大将の務めだ。退くとなれば殿しんがりもいる。命をかけた盾だ。それでも大将には生き残る務めがある。関ヶ原以外にも志こころざしをおなじくする者はいた。すくなくとも主さえ残っておれば、いくら不利な状じよう況きように陥おちいっても大坂を無傷で明け渡すことはなかったはずだ。徳川のあの戦力で大坂が落とせたか？」

「あの状じよう況きよう下かで我が志こころざしに応じた者を見捨てて行けと!?」

「そうだ」

　吉継の返答に、三成は愕がく然ぜんとした。

「我々は主の志こころざしに応じたのだ。それを果たすために主が退くことが、見捨てることになると思ったか？　他人ひとを侮あなどるのも大たい概がいにしろ」

　はじかれたように見上げた三成に、吉継はしかたないとばかりに嘆息する。

「……主は情に厚い。ゆえに、助けになってやれぬ者にははなから親しもうとしない。それは主の美点でもあるが弱点でもある。我々とはちがい、家康ないふ殿どのは若かりし時から総大将だった。家の名、家臣の命、そしてその家族の行く末を負っていた。自分を守って死に行く者を大勢見ている。その者たちの分も自分は死ねぬと知っている。あの戦でなにが戦せん況きようを分けたか──それは、なにを犠ぎ牲せいにしても志こころざしを貫つらぬく覚悟の差だ」

　吉継が近寄ってきて、反論の言葉をなくした三成はぴくりと肩かたをふるわせた。しかし吉継はそのまま素す通どおりして欄らん干かんちかくに寄ると、階下を見下ろした。

　山には深い霧きりがかかっていてなにも見えない。だが、すでに広間に入りこんだ者たちが退いたことは気配でわかった。

「内府殿は旧来の臣、かの姫ひめの祖父を犠牲にしてまでもそなたを引きずりだした。元から決戦を覚悟していたのだ。決戦をしなければ鳥居殿どのをはじめ内ない藤とう殿どの、松まつ平だいら殿、その家族にも合わせる顔がなかった。大将にはなにを犠牲にしても生き残る務めがある。人に命をかけて戦わせるからは、自身の情を殺してでもその身を生かせ。──主に再会する機会があったなら、それだけは言おうと思っていた」

　呆ぼう然ぜんとする三成に、吉継は肩に手を置いて我を取りもどさせる。そして、

「──もう間ま違ちがえるなよ」

　そう言い置くと、吉継は光に溶とけ入るように姿を消した。

　その場に残されたのは、床ゆかに落ちた白布一枚──

「刑部……ッ!!」

　光を失ったそれを搔かき抱いだいて叫さけぶ。するとどこからともなく蒼あお白じろい焰が現れた。

『そのような顔するでない。力を蓄たくわえにゆくだけだ。……そうだな、主は伏見へ行き、左近殿と策を詰つめておくがいい』

「そのような身で減らず口を……!!」

　三成の答えに安あん堵どしたのか、からかうように笑声の響ひびきを落として焰は消えた。
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　夕刻、あこが術者に連れられて愛宕屋敷の一室にもどると、しのとかやが駆かけよってきた。

「あこさま！　よくぞご無事で……！」

「姫さまを追って行こうにも奥から出られなくて、心配していたんですよー」

「ごめんなさい、ちょっといろいろあって……」

「ああ、まずは顔をお拭ふきくださいな。──そこな者、手ちよう水ず盥だらいと手て拭ぬぐいをお持ちなさい」

　使い走りを命じられた術者は驚おどろきを見せたが、

「あなた方が閉じ込めてくださっているおかげで、わたくしたちは身動きが取れませんの」

　姫さまに不自由をおかけする気ですの？　としのも強気だ。

　凜りんとした美人に真正面から笑え顔がおですごまれて、術者は目を逸そらし気味に「善処しよう」と言い置いてその場を後にした。──まだまだ修しゆ行ぎようが足りないようだ。

　あこは定位置の上座につく。腰こしを下ろすと身体からだが勝手に息をついた。

　ここにきてまだ半月ばかり、しかし身体はもうここが自分の居場所だと思い込んでいる。その図ずう々ずうしさにあこは自じ嘲ちようした。

「源十郎さまはご一いつ緒しよではなかったのですか？」

「……小一郎？　小一郎ならみんなと一緒に采女殿のお邸やしきにいるから大だい丈じよう夫ぶよ」

　しのとかやに最後に会ったのは昨日の午ひる時どきだ。夜、宴うたげの最中に小一郎とともに愛宕屋敷を抜ぬけ出したあたりまでは事情を知っているのだろう。

（それから、采女殿の邸で鳥居家うちの家人の争いがあって、叔父おじさまに斬きりかかられて、主馬殿とご公こう儀ぎのご使者を襲おそって、大谷殿に攫さらわれて──）

　丸一日の間にいろいろありすぎて、記き憶おくが遠い。

　家人の宗そう二じの様子が気がかりだったが、叔父が落ち着いたと言っていたから信じていいだろう。あのときの宗二の目は、吉継とおなじ稲いな穂ほのような色をしていた。きっと吉継に呪しゆでもかけられていたにちがいない。

　大谷吉継──正せい攻こう法ほうにこだわらないしたたかさがある。三成とはまた違ちがう形の智ち将しようだ。

　直継も術者も、三成さえ仕留めればいいと踏ふんで、三成ひとりを標的に定めて奇き襲しゆうをかけたのだろう。いつの間にか増えていた援えん軍ぐんにひっくり返された形だ。

　庭を見やるとまだ雨は降りつづいていた。だが昨夜のようなどしゃ降りではない。三成と吉継が退いて、呪の効果が薄うすれたのかもしれない。あとは秀忠の快復を待つばかりだ。

　もうここで、自分ができることはなにもない。

　──いや、最初から自分にできることなんてなにもなかった。

　鳥居元忠の末裔すえ姫。その名に恥はじぬ自分でありたかった。けれども祖父の名は心の支えではなく、祖父の名以外に自分に誇ほこれるものなどなかったのだ。そのことに気づかされた。

（じゃあわたしにできることは……？）

「あら、お召めし物がずいぶん汚よごれていらっしゃいますわね」

　見下ろすと裾すそも袖そでも土まみれだ。昨日からこの方かた、土の上に座りこんだりこけたりと散々だった。

「お召し替えの用意をしてきますねー」

　しのとかやが別室に行こうとするのを、あこは「待って」と呼びとめた。

　その重い声こわ音ねにしのは首を傾かしげ、「あこさま？　いかがなさいましたの？」と顔を覗のぞきこんでくる。

　胸の中に火種と痛みを感じた。表に出すことを許されなかった想おもいは、消えずになおくすぶりつづけている。

　それを感じながらもあこは心を定めて、口を開いた。

「帰る準備をしておいて」──と。







　昏こん睡すい状態にあった秀忠が意識を取り戻もどした──その報しらせが入ったのは、それからほどなくしてからのことだった。

　目覚めた秀忠は、井伊家の者が自身の随ずい従じゆうによって軟なん禁きんされていると知るや、即そつ刻こく解放を命じた。

「長旅の疲つかれが出たのかな。寝ね込こんでいただけだよ」

　しかし京に滞たい在ざい中の父、徳川家康に昏睡の報せがすでに届いていると知らされると、寝込んでいたこと自体を取り消した。

「佐和山には、長雨のために一日長く滞在した。──わかったね」

　穏おだやかな表情をくずさないながらも秀忠はそう念を押す。随従の者がその命に背そむけるはずもなく、先の報せを訂てい正せいするための使者が京へと走った。




「井伊家には一いつ切さいの咎とがめなし──と相成った」

　夜、あこの部屋を訪おとずれ、そう報せてくれた叔父の成次に、あこは手をついた。

「おとりなし、ありがたく存じます」

「いや、私はなにもしていない。すべては若様の思おぼし召しだ」

　成次が言葉を止めると、表から管かん弦げんの調べが聞こえてきた。

　雨はすっかり止やんで雲も去り、月見も兼かねて先夜の続きとばかりに表では宴が催もよおされている。

　その表のにぎやかさとは対照的に、湿しめった夜風と沈ちん黙もくが重かった。

「我々は明日出立する」

「……こちらも準備を進めさせております」

　なんの準備かは、言うまでもなかった。

「当主とは、なにか話したか」

　気き遣づかうように成次が問う。

「まだお勤めの最中ですから。時間を見てお暇いとまのご挨あい拶さつを、と思っています」

「……辛つらい決断をさせたな」

　いいえ、とあこは首を振ふる。

　直継に面と向かって言われる前に、自分で進むべき方向を決めることができてよかった。

「自分にできることなんて、最初からひとつしかなかったんです」

　がんばれば──努力すれば、自分にもなにかできると思っていた。けれど自分にあったのは鳥居家の姫という肩かた書がきだけで、それを超こえるなにかなど持ってはいなかった。

　ただ定められた道に従って、鳥居家の姫として定められた相手に嫁とつぎ、務めを果たす。

　自分が役に立てることなどそれしかない。

「言ってくださらなければ、自分で決められませんでしたから……感謝しております」

　無む駄だにあがいて、自分にできたのは直継に迷めい惑わくをかけたことだけだ。結果的に無事収まったからよかったものの、自分は命を絶ちそこねて〈焰ほむら〉に身体からだを乗っ取られていたかもしれないし、直継も幕府の監かん禁きんに背いたことで責めを負わされていたかもしれない。

（そういえば……）

「あの、どうして右う……いえ、ご当主は、ご公儀に捕とらえられていたのにわたしを助けに来られたんですか？」

「ああ、そのことか。ご舎しや弟てい殿どのが質しちを申し出られてな」

「質って……身代わりですか？　掃部かもん殿どのが？」

「ああ。兄の代わりに自分が残る、兄が帰らぬときは代わりに自分を斬られよと。無論、ご舎弟といえども当主の命に敵かなうべくもない。だが今回ばかりは不仲説が幸いしたな」

　掃部殿は敵が多いゆえな、と成次は語り出した。

　将軍家に仕えているのは、直参の旗本や御ご家け人にんか大名家の子し弟ていだ。そこでは秀ひいでた能力を認められる者もいるが、なんと言っても家格がものをいう。一万石に満たない旗本より、大名の子弟のほうが重く用いられるのも無理もない。中でも直孝は、兄は譜ふ代だい筆頭井伊家の当主、姉は次期将軍秀忠の義妹いもうと、直孝自身も有能で、秀忠に気に入られている。

「掃部殿がいるかぎり、上にあがれない者が大勢いる。この申し出は渡わたりに船だと思ったのだろうな」

　井伊家当主は異母弟と不仲だという。当主はこれ幸いと弟を排はい斥せきするために帰ってこないかもしれない。──実際に帰ってきても来なくてもいい。直孝さえ排はい除じよできればいいのだし、井伊家も責めを負って没ぼつ落らくしてくれればなおさらいい。

「そんな……」

　直孝の申し出が通ったということは、そう思っている者が大勢いるということだ。

「戦いくさがなくなった弊へい害がいだな。戦功を立てようにも戦がない。出世するには上にいる者をひきずり下ろしてのし上がるしかない」

　残念ながらそれが今の江戸城の実態だ、と成次は息をついた。

　直孝自身も、妬ねたみに苦労している節があった。兄と同様、人付き合いが得意ではなさそうなので、さらにやっかみなどを買っている部分もありそうだ。

「それに当主自身に帰る気はあっても、怨おん霊りよう相手ではなにが起きるかわからない。掃部殿も危あやうい賭かけだとわかっていたはずだ。しかし自ら申し出られた──君のおかげだ」

「え？」

「当主を待っている間、掃部殿から君の話を聞いた。君から兄のことを頼たのまれたと。しかし兄にとっては君こそがかけがえのない女人ひとであるはず、だから兄に行ってもらった、と」

　あこは目を見開いて、その言葉を聞いていた。

（伝わ……った……？）

　山中で直孝とふたり、語らったことを思い出す。

　あれからまだ一日、兄弟で語らう時間は取れていないだろう。しかし直継に疎うとまれていると思いつづけていたならけっして言いださなかったことだ。

　実際自分はかけがえのない女人ひとなどではなかったけれど、兄のために直孝が申し出てくれた、それだけでよかった。

（──きっともう大だい丈じよう夫ぶ）

　直継にも直孝の心は伝わったはず。これでもうふたりは、悪意に満ちた周囲の憶おく測そくに惑まどわされることなく、互たがいの声を聞くことができる。

「……よく頑がん張ばったな」

　ぽんと頭の上に手のひらが載のせられて、あこは自分が涙なみだを落としていることに気がついた。

（無駄じゃ……なかった）

　自分がここにいた意味、それがひとつでもあったなら。──もうそれで十分だ。

「掃部殿とお話する機会を持てたのも、おじさまのおかげです。──ありがとう、ございました」

　あこが深々と頭を下げると、成次は髪かみをなでていた手を引いた。

「礼を言うのはこちらのほうだ。君が掃部殿と向き合ったおかげで、若様の悩なやみの種をひとつ取り除いてくれたのだから」

　そして成次は告げた。

　考えを巡めぐらせすぎて、真実が見えなくなっているのは私のほうかもしれないな──と。

「え……？」

「君の道行きに幸さち多からんことを。──心からそう願っているよ」

　そう告げる成次の瞳ひとみは、あこがよく知る叔父おじとおなじ優やさしさをたたえていた。
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　翌朝、秀忠は馬に乗って佐和山を後にした。

　輿こしでないのは、自身が病に倒たおれたという噂うわさを払ふつ拭しよくするためだ。しかし佐和山城下は十八万石の城下町、中山道の宿場町でもある。当然、人目も多い。

　だからこそ噂を消す効果も大きいが、同様に命を狙ねらわれる危険も大きい。

（なにもこのような場所で騎き乗じようせずとも……）

　直孝はことさら秀忠との距きよ離りを縮めて周囲を探さぐる。町人にまぎれて忍しのび──刺し客かくが入りこんでいるに違ちがいない。

　同様に井伊家からも間かん者じやが放たれているはずだが、領内で万一のことがあれば兄に咎が及およぶことを思えば、尚なお更さら気を抜ぬけない。

　あのとき──広間で兄が着き替がえるのを見たとき、脱ぬいだ肌はだの想像以上の細さに息を飲んだ。よく鍛きたえてあることはわかったが、元となる骨が細い。肌は白く、華きや奢しやとも言えるほどだった。

　その細い肩かたに穿うがたれた傷。傷口はふさがりかけていたが、青あお痣あざの大きさから元の傷の大きさが想像できた。そして衣ころもを染めた血の量。いま兄が意識をとどめていることすら驚おどろきだった。とっくに意識を失っているほどの失血量だ。

　しかし兄は感じているのかいないのか、痛みをまったく面おもてに出さず、思わず薬くす師しを呼びそうになった役人を止め、誰だれの手も借りずに淡たん々たんと自身で身を清めていた。その姿はある意味圧巻で、同どう僚りようも肝きもを冷やしたらしい。手当ての帰りには同僚は手にした血染めの衣ころもに顔を蒼そう白はくにし、もはやこちらを揶や揄ゆしてくることもなかった。

（あんな深手を負ってなお、兄は彼女を助けに行った──）

　彼女の時渡りのことは、兄の代わりに広間で待っているときに、同様に人ひと質じちとなった主馬から聞いた。

　主馬はちょうどいい機会とばかりに、なにやら成次と話をしていた。人質の身とは思えないほどのしたたかさだったが、話し相手が忠臣鳥居土佐守であれば幕府方はなにも言えない。

　いずれあの人が筆頭家老となり、兄の片かた腕うでとなる──あの奔ほん放ぽうさには一いち抹まつの不安もあるが、心強い人であることはたしかだ。

　腹に入れられた一発、あれは本気で痛かった。知と勇、両面で兄の良き支えとなるだろう。

（そして彼女もまた──）

「直孝」

　主君の呼びかけに思し惟いをさえぎられた。直孝はすぐさま「はっ」と応こたえると、随ずい従じゆうに警けい戒かいを怠おこたるなと言い置いて、秀忠と轡くつわを並べた。

「お呼びにございましょうか」

「右近と話す時間は取れたかい？」

　その問いかけに、直孝はすぐに答えることができなかった。

　ここで肯こう定ていすればまた主を偽いつわることになる。だが否定すれば『じゃあ供はいいから、二、三日実家でくつろいでおいで』とでも言われかねない。

　直孝は返すべき言葉を探したが、秀忠はその沈ちん黙もくで察したのだろう。

「しかたないなぁ」

　そう言うと、秀忠は懐ふところからなにかを取りだした。見やると、見覚えのある薄うす藍あい色いろの御お守まもりだ。

「普ふ段だんから慣れてないから、いざというときに機を逸いつするんだよ。今日から一日三回、これに向かって話しかける練習をすること」

　──なんだそれは。いや、そんなことよりも。

　はい、と気安く御守りをさし出されて、直孝は言葉に詰つまった。

「それ、は──」

　主に偽りを告げる原因になったものだ。

　理由はなんであれ、主を偽ったことに変わりはない。今すぐ下馬して跪ひざまずき、秀忠に事実を話すべきだろうか──本当は兄からもらったものではないのだと。

　しかし真実を明かせば、家に──兄に、迷めい惑わくをかけることになる。

　偽りを告げるとき、すべては自分の胸ひとつに収め、どのような罪も負うつもりだった。噓うそをつきとおす痛みくらい耐たえるべきだ。

　すると秀忠はいつもの温和な表情で直孝を見つめた。

　細い目をさらに細めながらも、すべて見通しているかのように優しく。

「大切なものなんだろう？」

　直孝ははじかれたように面を上げた。

　兄が──いや、もらった相手が──それとももっと別のなにかが……？

「その気持ちに私はずいぶん助けられたからね。今度は君が守ってもらうといい」

　ご利り益やくがあるのは私で実証済みだよ？

　そう言って笑いながら、ほら、と直孝に手を出すように促うながす。

「──は」

　直孝は恭うやうやしく受け取りながら、これを手て渡わたしたときとはたしかに違うなにかを感じていた。




　　　　[image: ]




　佐和山の中腹、中山道を見下ろす見晴らし台で、直継は去りゆく秀忠の隊列をながめていた。

　重臣たちは門での見送りだが、城主である直継は愛宕屋敷の広間で出立の挨あい拶さつを終えている。あこは屋や敷しきに直継の姿が見えないため、家人に行き先を訊きいたところ、おそらくここでしょうと言われて追ってきたのだ。

　城下を抜けると田んぼの中の一本道、見晴らし台というだけあって、はるか遠くまでも見通すことができた。もしかしたら遠くに見えるあれは観かん音のん寺じ山やまかもしれない。

　新緑の下、やわらかな山風に、結ゆいあげた黒くろ髪かみが揺ゆれていた。

　ただそれだけの姿に胸が締しめつけられる。

　無事でよかったと思うとともに、この姿も忘れたくないなと思った。

　今という時を壊こわしたくなくて、距離を置いて見つめていると、気配で察したのか、直継がかすかにふり返った。

「あ、あの……」

　言葉をかわすのはいつ以来だろう。太陽の下で見る直継の肌はいつにもまして白く、伏ふせ気味な睫まつ毛げがいつもより長く見えた。

「助けてくれて、ありがとう」

「ああ」

　家臣から報告を受けたときとおなじ声こわ音ねだった。

　用がないなら去れ──声音ひとつでそう言っているのがわかった。足がすくんで動けなかった。

「──そなた、なぜここにいる？」

「！」

　覚かく悟ごしていた言葉だ。とはいえ胸に刺ささり、あこは思わず息をのんだ。

「元の世界に帰れと、伝えたはずだ」

　聞いていなかったのか、と直継は山さん麓ろくに目をもどして告げる。

　直継の表情は変わらない。氷のような冷たい横顔は感情を覗のぞかせない。けれども怒おこっているのだとわかった。

「…………帰る……帰るわ」

　あこがうつむいてそう言うと、直継はただ一言、「そうか」とつぶやいて足を返した。

　直継はなんの言葉をかけるでもなく、視線ひとつ向けずにあこの傍かたわらを通りすぎる。

　白びやく檀だんの香かがかすめゆく。それ以上のものはなにもなかった。

（それ、だけ……？）

　──これで、終わり？

　直継が怒るのも当然だ。帰れという命令を無視して、勝手をして、怨おん霊りように囚とらわれて。もし直孝が身代わりを申し出なかったら──申し出てもそれが許されなかったら。

　預かると明言した自分を守ることと、家の名を守ること。直継にとってはどちらも果たすべき務めで、一方を選ぶことなどできない。

　それを自分の身勝手さから破らせるところだったのだ。愛あい想そうを尽つかされて当然だ。

　会ってもう一度、話をしたかった。そのためだけに命に反してこの世界に残っていた。今も追いかけて伝えたいことがある──けれど。

（言ってどうなるの）

　想おもいを告げるまでもなく、答えをもらったも同然だ。

　この世界からさっさと失うせろ。これが答えだ。

　自分がしてきたことの報むくいは、すべて自分が受けとめるべきことだ。

（けれど──）

　──きっと、これが最後だ。

「右近殿、待ってっ！」

　その叫さけび声に去りゆく直継の足が止まった。半身だけふり返る顔を、あこは直視することができなかった。

　こんなことを言っているときではない。言ったところでどうなるものでもない。

　そうわかっていても──今言わなければ、次の機会は永遠にない。

　この想いは抱かかえてゆくには重すぎる。

「右近殿が帰れって言ってることは主馬殿から聞いたわ。それでもどうしても右近殿に会いたくて、もう一回会って話をしたくて、ここに残りたいって言ったの。右近殿が……好き……だからっ！」

　息を継つぐのも忘れて、一気に言いきった。

　沈黙がその場に満ちる。うつむいてしまったので直継の顔は見えない。けれどもきっと呆あきれた顔をされているにちがいない。なにを馬ば鹿かなことを言っているのだと。

「あの人たちがわたしを狙ねらうのは、時渡わたりの〈力〉が過去を変えられるかもしれないからなの。わたし、過去に跳とんで、関ヶ原で直政さまにお会いしたわ」

　いつも感情を覗かせない直継の面おもてが、驚おどろきに強こわ張ばっていると気配でわかった。

「過去を変えたら、今のこの世界も変わるんじゃないかってあの人たちは言うの。過去の世界とこの世界はつながってなんかいない。でも、もし万が一にもつながっていたら？　ここの世界はどうなってしまうの？　わたしは直政さまを救えたかもしれない。右近殿はお父上が生きていてくださったほうがいいと思うかもしれない。けれど、わたしは今の右近殿が消えてしまうのが嫌いやだった」

　父を亡なくして幼くして家か督とくを継いで、辛つらいこともたくさんあったはずだ。逃にげだしたいと思うこともあっただろう。それでも自分のように逃げ出さずに、心を押しつぶされながらも重い荷を背負って今まで生きてきた。

　父の死という荷をなくすのでなく、現実を受けとめる直継を支えたいと思った。本心を言えば、ずっとここにいたい。けれど、自分にはその力も資格も──なにも、ない。

「わたしはここにいる限り、きっとまた狙われる。そしていつか利用されるかもしれない。そのことを突つきつけられて初めて、こんな〈力〉はないほうがいいってわかったの。利用されるくらいなら自分で消し去らなきゃって思ったの。それにこんな〈力〉を持っていたら、右近殿に万一のことがあったとき、きっとわたしは〈力〉を使ってしまうから」

　直継が万一命を落とすようなことがあれば、過去を──そして今を変えようとするにちがいない。それが何千分、何万分の一であっても、可能性があるかぎり、そして自分の命がつづくかぎり何度でも。

「元の世界に帰るのは、わたしに務めがあるからじゃない。この世界の過去を変えてしまってわたしが好きな今の右近殿を失いたくないから、受け入れられない現実を自分の弱さで壊したくないから、だから帰るの。帰る決心がついたの。だから……帰る……理由にさせて」

　直継の返答はなかった。

　理由もなにも、直継は最初から帰れと言っているし、自分の進退などなんら関係のないことだ。わかった、もしくは勝手にしろ──直継にしてみればそれくらいしか言葉はない。

　しかしその一言が怖こわかった。今ここにある想いもすべて、たった一言で済まされることが怖くてたまらなかった。

　──俺を理由にするな。

　小一郎はどんな気持ちで言ったのだろう。自分はどれだけ気持ちを踏ふみにじってきたのだろう。自分がどれだけ残ざん酷こくなことを言っていたか、人を好きになってはじめてわかった。

「ごめんなさい……ごめん、なさい……っ」

　それは誰だれに向けた言葉だったか。

　こんな一方的な言葉は、もはや会話でもなんでもない。自分が抱えているものを吐はき出しただけの、言っていかなかった後こう悔かいを引きずりたくないだけの押し付けだ。直継が聞く義理はない。足を止めてもらえただけでも感謝するべきだ。

　なのにまた泣いて、自分はずるい。返される言葉を受け取るのが怖いなら、最初からなにも言わなければいい。子どもみたく怖がって泣けば許されるという年でもないのに、いつまでも子どもで、それでも一丁前に人を好きになって。押し付けられるだけの気持ちなんて、迷めい惑わく以外のなにものでもないのに。

　ざ、と草を踏む音が聞こえて、びくっとあこの肩かたが跳はねた。

　うつむいたまま強く眼めを閉じて、その足音が遠ざかるのを待つ。──なんの言葉ももらえなかった。最後の最後までちゃんとできない自分に、きっと呆れたのだろう。

　弱さで現実から逃げた報いだ。このまま放っていってくれていい。後は自分でなんとかするから。自分勝手な想いくらい自分で片付けなければ。

　想いにひとつ、けりをつけて、今度はまちがわないように前を向こう。

　──でも受け入れられなかった想いはどこにゆくのだろう？　身体からだ中じゆうを支配する想いだけ抜ぬけ落ちて、消えるのだろうか。それとも想いと一いつ緒しよに身も果てるのか。

　祖父のように心のままに殉じゆんじることもできず、死んだ心と脱ぬけ殻がらの身体で生きてゆくのか。

　──いっそあのとき喉のどを搔かき切っていれば。

　優やさしい思い出と共に逝ゆけただろうに。

　震ふるえる手が腰こしに伸のびる。それをどうしようと思ったわけでもない。ただ、心を鎮しずめるために自然と伸びた手を──摑つかまれた。

　手首を取った相手を見上げる前に、あこの頭がすこし前に押されて、抱だき寄せられた。

（え……なに……？）

　突とつ然ぜんの出来事に思考が止まる。やがて耳元にささやきが落ちた。

「帰る準備が終わってからでいい。──話す、時間をくれないか」

（…………え？）

　それだけ言い残すと、返事も聞かずに踵きびすをかえす。

　あまりに一いつ瞬しゆんの出来事で、顔を見る間もなかった。

　──話す、時間を。

　幻げん聴ちようかとすら思う。けれども耳に触ふれた優しい吐と息いきをたしかにおぼえている。

（右近……殿どの……？）

　なにがあったのか理解できないまま、あこは去りゆく直継の後ろ姿をぼんやりと見送ることしかできなかった。
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　時の扉とびらを開くのは暁あかとき降くたち──出立は明日の夜明け前と決まった。

　自分の荷は昨夜のうちにまとめてある。しのとかやは采女の邸やしきに手伝いにやって、家人たちにも荷をまとめるよう伝えてもらった。

　愛宕に残ったあこは夜まで部屋と周りの掃そう除じをして、自分のいた痕こん跡せきをすべて消した。

　最後に調度を片付けようとして、手が止まった。

　桜の大樹を思わせる花生けに、枝がひとつ。花はすでに落ちて、見みる影かげもない。

　あこはそれに指を伸ばしかけて──途と中ちゆうで止まった。

（右近殿が、くれた……）

　たしかに幸せだった記き憶おく。

　思い出に持っていきたい。けれども手にしたら最後、ずっと忘れられなくなる。

　かといって捨てる勇気もない。

　──きっと明日になれば、侍じ女じよが片づけてくれることだろう。

　それですべてが消える。

　あこは手を引いて、代わりに衣い桁こうにかけてあった緋ひ色いろの打うち掛かけを手に取った。

　初めてこの屋や敷しきに来たときに羽織っていたものだ。

　そのぬくもりになつかしい痛みを覚えながら、あこは部屋の燭しよく台だいの灯あかりを吹ふき消した。







　あこが奥にある直継の私室に向かうと、直継は白はく扇せんをひろげてじっとなにやら考え込んでいる様子だった。

　声をかけるのも躊躇ためらわれたが、廊ろう下かにたたずんでいると直継が視線を上げた。あこはあわてて廊下に手をついて、一礼する。

　入れ。そう言われたものの、どこまで寄っていいものか迷う。

　正室ならば傍かたわらまで行くことができる。だがまさかそのような身分でもない。

　話をすると言っていた。どれだけこちらが迷惑を被こうむったかという説教だろうか。放っておくこともできないほど腹にすえかねているということか。

（お話しするなら、あのあたりとか……？）

　あこは部屋の真ん中あたり、畳たたみの継つぎ目の手前で膝ひざを折る。そこで指をつきかけて、

「もすこし寄れ」

　かすかに苛いら立だちまじりに言われ、閉とざした扇おうぎで畳を示される。あこは腰を落としたまま打うち掛かけを引いて数歩前に出る。

　直継との間にあるのは、横敷しきの畳一枚。それ以上なにも言われなかったので、ここでいいのかと指をついた瞬しゆん間かん、直継が腰を浮うかせた。

　右の手首を取られた、と思った瞬間には引き寄せられていた。

　引かれるままに、直継の胸の中に倒たおれこむ。

「ご、ごめんなさ……」

　摑まれていない左手を直継の胸に添そえ、あわてて身を起こそうとする。

　しかし直継は右手首を離はなさず、もう一方の手の指があこの頰ほおに触れた。

　ひやりとした指先に肩が震える。

　その指先はあこの顔の輪りん郭かくに沿って伝い下り、頤あごまで来るとかすかにそれを上向かせた。

　唇くちびるがかすかに開いたところに直継が顔を寄せる。

　かすめただけで離れた。だが、たしかにいま──

（唇が……触れ、た……？）

　突然のことに呆ぼう然ぜんとしていると、直継は捕とらえていた手首を解放して、両手であこの頰を包みこんだ。

　至し近きん距きよ離りに直継の顔がある。

　碧へき緑りよくの色の影のない真黒な瞳ひとみのなかに、目を見開いた自分がいる。

　そのことに気を取られているうちに、それがだんだん近づいてきて、自分の像が長い睫まつ毛げに遮さえぎられたと思った時には、唇が重なっていた。
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　目を閉じると直継の手が頰から離れ、後ろに回って抱き寄せられた。

　覆おおいかぶさるように唇が重ねられる。仰むく形になって、そのまま後ろに倒れるのではないかと思って、あこはぎゅっと直継の襟をつかむ。すると左手が頭に添えられて、さらに強く抱きしめられた。

　感かん触しよくをたしかめるように動く唇、その合間からかすかに息が触れる。

　瞳を閉じたままたがいにたがいを探さぐり合うなかで、唇を感じていたはずが、いつしか互たがいの中にある息を求めあっていた。やわらかな水の中で、地上の空気を探すように求めあう。

「────ぅ……ん……」

　言葉にならない音が吐息の合間から漏もれる。すると驚おどろいたかのように直継の顔が離れた。

（やっ、わたし、なにを────）

　気き恥はずかしさのあまり、かっと顔に血が上のぼる。火ほ照てった顔を隠かくしたくなって、とっさに直継の首に抱だきつく。おかげで直継の視界から顔は見えなくなったはずだが、さらにとりかえしのつかない状態になっていることに気がついた。

（な、なにしてるのわたし……っ!!）

　ここしか隠す場所がなかったとはいえ、大だい胆たんにも抱きつくなんて。

　きっといまも、心臓が高鳴っているのを衣きぬ越ごしに聞かれている。自分の首筋に触れた頰からは、大きく脈打っていることを感じ取られているにちがいない。

　もはやなにがなにやらわからないまま身体が震えはじめた。

　そこに直継の指が髪かみをひとなでした。そしてあこの頭に手を添えて抱き寄せると、耳元にささやきが、落ちた。

「──好きだ」

　鼓こ動どうがはねた。

　吐息の触れる距きよ離りから吹き込まれた言葉が、血流に乗って頭の中をぐるぐると高速でめぐる。

　たったそれだけの短い言葉なのに、回転が速すぎて理解が追いつかない。

「そなたが帰るのはわかっていた。その想おもいは尊重する。けれども本当は帰したくない。できることならずっと側にいてほしい」

　注ぎこまれる言音に呆然とする。

　直継は、力の抜ぬけ落ちたあこの腕うでを自身の肩かたからおろすと、両手をそれぞれあこの手ての甲こうに重ねて、真正面から見つめて、告げた。

「好きだ」

　重なる視線。そこから温かな感情が流れ込んできて、あこの身体からだの中がなにかでいっぱいになって、涙なみだになってあふれ出た。

　涙を見て直継がすこし困ったような目をしたので、「ちがうの」と言った。

「わたしも、右近殿が好き────すごく、好き。大好き」

　それ以外の言葉が見つからなくて、うつむいて何度もくり返した。

　好き──ただそれだけの言葉が、なんでこんなに熱くて苦しいのだろう。熱が凝ぎよう縮しゆくされて顔や喉のどに集まってきて、やがて声は嗚お咽えつに変わった。直継は抱だき寄せて、背中を撫なでてくれた。

　一言告げるごとに、わかっているというようになで返してくれる。そのたびに胸の奥に温かいものが満ちてゆく。

　気持ちを受け入れてもらえる──その奇き跡せきのような幸運がまだどこかで信じられなくて、あこは愛情に飢かつえた子どものように何度もくり返した。

　どれほど時がたったのか、ようやく嗚咽が収まりかけたころ、直継の唇が涙の跡あとをなぞるように頰に触ふれた。

　そして涙で揺ゆれる視界の中で、直継がまっすぐにこちらを見つめて口を開いた。

「今夜一晩、帰るまでの時間を私にくれないか。……話をしよう。今まで話せなかった分も、全部」




　話をしよう──自分も話したいことがたくさんあったはず。

　なのに言葉のないまま、直継の胸の中にもたれかかるようにして寄り添って、衣越しに感じるぬくもりと、髪をなでられる手と、時折頰に触れるひんやりとした指先が心ここ地ちよかった。

　指は冷たいのに身体は温かくて、ぬくもりが沁しみ入ってくる。

　この場所に自分がいられることがまだ信じられない。勘かんちがい、聞き違ちがい、もしくは夢か幻まぼろしか。

　もしかしたら自分はまだ昼間の見晴らし台で立ち尽つくしているのではないだろうか。

（また現実から逃にげだした……？）

　痛くて、辛つらくて、どうしようもなくなった心が、都合のいい幻を生み出して、現実と向き合うことを拒こばんでいるのかもしれない。

（だって、右近殿がわたしを……好き……だなんて）

　そんな都合のいい現実があるはずがない──そう思うのにこの場所から抜け出せない。抜け出したくない。たとえ夢でも幻でも手放したくなかった。

　やがてぽつりと直継が言葉を紡つむいだ。──巻きこみたくなかった、と。

「手放すべきだと何度も思った。手放しても、そなたに出会う以前の自分にもどるだけだ。生まれた気持ちは押し殺せばいい。なにも想わなければ揺れることもない。務めに支障をきたすこともない。できるはずだと、このまま離れれば元にもどるだけだと言い聞かせようとした。

　──しかしできなかった。

　そなたはいつも真正面からぶつかって、障しよう壁へきを乗り越こえてくる──継いだのは務めではない、気持ちだとそなたが言ったときから、なにかが変わりはじめたのかもしれない」

「え……？」

（わたし、そんなこと言った？）

　その思いが顔に出たのだろう。直継がすこしむっとして言った。

「人を打ぶっておきながら、都合よく忘れるな」

（人を打つって…………ああああ！　あのとき!?）

　この世界に紛まぎれこんですぐ、最初に佐和山城にさらわれたときのことだ。

　父の生き様を否定するような言い方をした、その直継の左頰をひっぱたいたことを──いまさらながらに思い出した。

（ま、まだ謝ってなかったわよね!?）

「あの、痛かった……？」

　おそるおそる見上げると、

「──痛かった。とても」

　直継はそのときのお返しとばかりにあこの左頰に口づける。

　そして、「ここまで響ひびいた」とあこを左胸に抱き寄せた。

（こ、こういう仕返しってずるくない……!?）

　衣越しに伝わる直継の心音は自分よりも落ちついている。自分ひとりがどきどきしているような気がしてなぜかくやしい。

（……でも、好き）

　きっと自分のほうが好きで幸せだから、結果的に勝っているのかもしれないとも思った。

　好き。そうつぶやくと、言葉ごと包み込むように、さらに強く抱きしめられた。

「──ねぇ、もっとお話を聞かせて？　右近殿の昔の話とか」

　直継の声こわ音ねはやわらかく穏おだやかで温かい。耳に心地が良くて、もっと声を聞いていたいなと思ったら、子どもが寝ね物もの語がたりをせがむように言っていた。

「私のことなど、特に話すようなものでもないが……」

　直継は慣れないことにすこし戸と惑まどいぎみだったが、ぽつぽつと話しはじめた。

　昔語りの中で、主馬の名が何度か出てきた。四つ年上のはとこは、本当の兄のようなものだったのだろう。主馬だけが持っている殿情報とやらも聞いておけばよかったと思った。

（もっと早くに会いたかったな……）

　そうしたらもっとたくさん聞けたのに。そしてこれからもずっと側にいたかった──そう思いが及およんで、不意に震ふるえが襲おそってきた。

「あこ？」

　胸にしがみついてきたあこを、直継が横から覗のぞきこむ。

　手に入れた瞬しゆん間かんから失うのが怖こわい。

（明日──は、どうなる、の？）

　考えるまでもない。もう受け入れていたはずだ。この人がいない明日を。

「大、丈夫……」

　熱い吐と息いきとともに漏もれた声音が、言葉を裏切っている。直継は子どもをあやすように髪の上から背中をなでながら、あこが痛みをやりすごすのをなにも言わずに待っていた。

　自分にしか出せない答え、自分にしか越こえられない痛みだ。

　優やさしい手の感かん触しよくに呼吸が落ち着いてきたころ、直継が言葉を落とした。

「眠ねむるか？」

「え？」

「眠れば次に目覚めたときはもう朝だ。夜を越えられる」

「……ううん」

　あこはゆっくりと身を起こした。直継が静かに見つめている。

「もう、逃げたくないの。──前を向くって、決めたから」

「私のために？」

　──俺を理由にするな。

　小一郎の声音がよみがえる。触れられない人生を、自分を理由に決めてくれるなと。

　自分はまたおなじ過あやまちを犯おかしたのだろうか。

「迷めい惑わく、かな」

「いや。そなたが必要だと思うなら、理由にでもなんでもしてくれていい」

　受け止めてもらえた。その喜びを感じながら、あこはうつむいて、うん、と答えた。

「帰したくないと思う。けれども帰るのが私のためだというのも嬉うれしかったんだ……おかしな話だが」

　しかし、と直継はまっすぐにあこを見つめた。

「手放すのは悲しませるためではない。そなたがそなたらしく前を向いてゆくためだ。だから──そなたには笑っていてほしい」

　それが約束できないなら帰さない。

　優やさしい言葉が弱い心に絡からみつく。それを振ふり払はらうかのようにあこは口を開いた。

「──じゃあ、わたしに約束してくれる？」

「……なんだ」

「無む茶ちやをしないで。自分を大切にして──長生きして」

　直継が目を見開いた。

　言ったところで無茶をすることはわかっている。幼いころの話を聞いても、当主となるため以外のものがいっさい出てこなかった。そういう育て方をされた人だ。けれど。

「右近殿はたしかに当主となるために生まれたのかもしれない。けれど当主であるために生きているんじゃないの。生きて、その務めを果たしあげるの。右近殿がどこかで元気に生きていてくれる、そう信じるだけでわたしは頑がん張ばれるから」

　──幸せになって、とは言えなかった。言いたくないし、言われたくもない。

　当主である以上、命を張ることもあるだろう。ただ、自分を大切にして欲しい──そう願っている人がいることを忘れないで欲しかった。

　直継は胸を突つかれたように見入っていたが、やがて視線を落として、ぽつりと言った。

「約束……する」

「うん」

「だからそなたも自分を大切にしろ。みずから命を絶つような真ま似ねは絶対にしてくれるな」

　あのときは肝きもが冷えたと直継は言った。間にあってよかった──と。

（わたし、も……？）

　自分もまた大切に思われていた。そう言われるまで気づかなかった。

　また自分は人に言うばかりで、自身はなにもできてない──

「ごめん、なさい……」

　悲しくなった心がまた熱を求めて、直継の胸にすがる。

　主馬がいたら、また泣き虫と言われるところだ。

　──覚かく悟ごはできてんの？

　覚悟なんて、できるはずがない。けれどもいまはこのぬくもりを離はなしたくなかった。

「……出会えて、よかった」

　頭上からぽつりと降ってきた言葉──自分の心がこぼれ落ちたのかと思った。

「許いい嫁なずけは家の新しい住人にすぎないと──こうして共ともに夜を越えてゆく相手だとは思っていなかった。そなたと出会わなければずっと知らずにいたかもしれない」

　うん、とうなずいた。

　ずっと願っていた。許いいな婚ずけを側で支えたいと。それは近くにいて役に立つことだと思っていたけれども、こうして抱だきとめて、寄り添そっていてくれる。それだけで明日への力が湧わいてくる。そのことを、初めて、知った。

「そなたは、やわらかくてすぐに壊こわれそうなのに、無茶をするから危なっかしくてしかたない」

「右近殿だって、わたしより白いし細いのに、無茶をするから──」

　言いかけて、たがいの視線がぶつかって、どちらともなく笑えみがこぼれた。──おたがいさまだ。

（あ……笑ってくれたのって、初めて？）

　淡あわい燭しよく台だいの光の中ではなく、できれば陽ひの下で見たかったなと思った。けれどもそれはもう叶かなわない夢だ。せめてこの一いつ瞬しゆんを大切にしようと、その面おも影かげを心の奥に大切にしまった。

「しかしそんなに細いか？　それなりに鍛きたえているはずだが」

「だって手首が。ほら」

　横に並べて比べてみると、あこも太くはないが直継の手首はあきらかに肉が乗っていない。

「ここばかりはな……」

「肩かたとか二にの腕うでは鍛えればなんとかなるけど、手首だけは骨の太さがそのまま出るって聞いたから」

　直孝もそれなりに身長はあったが基本的に細身だ。こればかりは生まれつきのものだからしかたがない。

「無茶はしない」

　観念して直継が言ったので、偉えらぶって「それでよろしい」と答えた。

　すると直継は隙すきをついて手首を取った。不意を突かれたとはいえまったく反応できなかった。

「怪け我がは、ないな？」

　真しん剣けんな瞳ひとみに、昨日、手をひねり上げられたことを思い出した。喉のどに突き付けた懐かい剣けんを止めたときの強さを思い出す。──いくら自分より細くても、力では全然敵かなわないのだ。

「……うん、大だい丈じよう夫ぶ」

　うつむいてそう言うと、直継は手首を持ち上げ、すこし首を傾かしげるとそのままあこの手首に口づけた。

「右近殿!?」

「やはりやわらかいな……すぐに折れそうだ」

　唇からなにかが入り込んだように、くすぐったさが腕うでを駆かけあがった。

（たしかに触ふれてもいいって言ったけど……！）

　手で触れられるのと唇くちびるで触れられるのでは、なにかが格段にちがう。

「それによい香かおりがする」

　打うち掛かけの袂たもとに入れてある匂におい袋ぶくろのせいだろうか。しかし理解できない恥はずかしさにあこはあわてて手を引っ込めた。

　口づけられた手を抱きしめて、体内に入りこんだなにかを必死に抑おさえ込む。

「香りなら、う、右近殿のほうがよっぽど……！」

「私が？」

　意外そうに言って、「……ああ、これか」と懐ふところから取り出したのは、薄うす青あおの錦にしきの匂い袋だった。

　ここ数日で知った涼すずやかな香りが、ほのかにただよう。

「母が合わせた香こうだ」

「──東梅院さまが？」

「父に合わせているつもりなのだろう」

　そう告げる言葉は暗い影かげを落としながらも、見つめる瞳は穏おだやかだった。

「持っていくか？」

「え、東梅院さまからいただいた大切なものなんでしょう？」

「だからそなたに持っていてほしい」

　あたり前のことのように言われて、心の奥が振れた。

　本音をいえば、すごく欲しい。ずっと持っていたい。

　けれどもあこは「ううん」と横に首を振った。

「……持っていたら、会いたくなるもの」

　嫁とつぎ先さきに、他ほかの異性のものを持ってゆくわけにはいかない。

　嫁ぐ──側にいることの意味すらわかっていなかったし、まだまだ知らないこともたくさんあるだろう。けれどもそれはこの夜を越こえた後のことだ。

「あの、でも、すこしだけもらっていい？」

　すこし？　と直継が問い返しながら、その匂い袋をあこの手のひらに委ゆだねた。

　匂い袋を結ゆわえる白紐ひもは、首からかけられるだけの長さがあった。懐剣を抜ぬいてその紐の一部を切り取る。そしてあこは自身の匂い袋を袂から取りだすと、紅のそれの上に重ね、紅白の紐を蝶ちように結わった。

　ふたつの紐がかけ合わせて結ばれる。

「私も、もらっていいか」

「……いいの？」

　江戸で聞いたまじないだ。直継がその意味を知っているとは思えなかったが、

「流派ごとに手法がちがっても、元にある想おもいは変わらない。──気持ちは、おなじだ」

　その言葉に、あこは手が震ふるえるのを覚えながら、自身の紅紐を切り取った。そしておなじように白びやく檀だんの匂い袋に結わえると、おそるおそる直継にそれを返す。

　直継はそれを手で包みこむと、懐にしまった。

　縁えんを呼ぶときは〈結ぶ〉、断つときは〈切る〉。そうすることで神の加護を得る。

　もう一度会いたいとは言わない。残りたいという気持ちは帰る妨さまたげになる。

　ただ、導かれる先がつながっていると祈いのっている──そう心の内を示されて、あこは直継の胸に顔をうずめた。

　寄り添って、指をからめてたがいの熱を感じ合う。

　ときおり波のように寂さびしさが押し寄せてくると、強く抱きしめてくれた。髪かみをそっとなでる手が、怖こわくない、怖くないと言っているようだった。

　そうして時を過ごし──山鳥の声が聞こえた。




　山鳥の声に、からめあっていた指が止まった。

　外はまだ暗い。夜明けの気配もないが、山鳥のそれは夜の終わりを告げる声だ。

　指から伝わるぬくもりを離しがたく思う。けれどもそのぬくもりから、あこは自分から抜け出した。

　もどりたがった指先が胸に痛みを訴うつたえる。

　あこは手首を握にぎりしめてその痛みをこらえていると、自身の右手が戒いましめからするりと抜け出した。

　右手は直継の頰ほおにのび、触れるが早いか、唇を寄せていた。

　自然と唇が重なり、時が止まる。

　目を閉じて、頭の奥が白くなるほどの時を経へて、そしてつながっていた魂たましいの糸が切れないようにそっと離はなした。

　あこは身を起こして立ち上がる。そして畳たたみ一枚へだてた位置でふり返り、膝ひざを折った。

「──私わたくしをはじめ、当家の者たちをお預かりいただいたこと、厚く御おん礼れい申し上げます」

　かすかに声が震えた。けれども自分はこれを伝えに来たのだ。最後くらいしっかりできなければ様にならなすぎる。

「──ああ」

　やや間をおいて、直継が返答をした。

　──見送りはしない。夜の内にふたりでそう決めていた。

　井伊家当主として、鳥居家の姫ひめとして、ここからたがいの道を進んで行く。

　歩いてゆくための力はもらった。あとは顔を上げてゆくだけだ。

「ご当主をはじめ御おん家けの方々に幸さち多からんことを」

「そなたも──健勝で」

　指をついて深々と頭を下げて、面おもてを上げる。──これが最後だ。

　笑えた、だろうか。泣き出したいのをこらえて喉のど元もとに力が入りすぎていたかもしれない。

　直継は当主として、上座で威い儀ぎを正していた。もうあそこに自分のもどる場所はない。

　あこはすべてを胸に収めて立ち上がり、打掛をひいて部屋を後にした。
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　まだ夜明けの気配は遠い。

　月が山やま端のはにかかりはじめた夜空の下、愛宕屋敷まで迎むかえにきてくれたのは采女だった。

「ごめんなさい、采女殿。接待役も大変だったでしょうに」

　先々日は幕府に囚とらわれ、先日は予定外の秀忠滞たい在ざいの対応に追われ、今晩は鳥居家の相手だ。何日寝ねていないことになるのだろう。健康な者でさえ辛つらいだろうに、采女は病やみ上がりの身だ。

　しかし采女はいつもどおり人当たりのよい温和な表情を欠くことなく、「姫にも大変ご迷めい惑わくをおかけしました」と頭を下げた。

　采女は待たせていた馬にあこを乗せて、手た綱づなを引いた。

　向かう先は佐和山を下りてまだ遠く、醒井宿近くの山中だ。中山道沿いに、馬の足でも半時ほどかかる。

　一いつ緒しよに乗っていけばいいのにと思ったが、自分は当主の客人だ。言ったところで、采女が分を越えることはないだろう。

　馬に揺ゆられながら、あこは采女が幕府に連行された後のち、主馬と行動を共にしていたことを話した。

「兄がそのようなことを……姫にも失礼があったのではないですか？」

「あの方は失礼というかなんというか……」

　考えなしに大だい胆たんなことをするかと思えば、見た目以上によく考えているようでもある。だが口調は軽く、思し慮りよ深ぶかさが感じられない。なんともつかみどころのない人だった。

　だが行動力はあるし、頭も切れる。なにより直継のことを大切に思っている。井伊家にとって必要な人だ。

　それに『元の世界に帰せ』という直継の命令を握りつぶしてくれていたのも主馬だった。自分にこの数日の猶ゆう予よを──直継と共に過ごす時間を与あたえてくれたのはあの人だ。

（そういえば、あの方がいずれ筆頭家老の職を継つがれるのよね？）

　木俣守勝とふたり、家老として直継を支えてゆく──秀忠以上に家臣を振ふりまわす上司になるであろうことはまちがいない。振りまわされる家臣たちを想像すると、側仕えの苦労がにじみでた直孝の横顔が思い出された。

「あの、主馬殿には采女殿から御礼を言っておいていただけますか？　金こん平ぺい糖とうおいしかったですって。あと……教えてあげられませんでしたって、謝っておいてください」

　直継に泣き方について話す機会はなかったが、笑ってくれたからよしとしてもらおう。

　事情をくわしく知らない采女は、その言葉の真意はわからないだろう。だが疑問をはさむこともなく、穏おだやかな声こわ音ねで「承うけたまわりました」と答えた。血を分けた兄弟で、よくもここまで性格がちがったものだ。

　山道に入ると、松たい明まつの群れが見えてきた。

　山の中腹には鳥居家のみなが集まっていた。小一郎は傷の具合がおもわしくないのか、ひとり岩に腰こし掛かけていたが、あこの姿を見るなり立ち上がろうとしたので、あこはそこから動かないように命じた。

　小一郎以外のみながひざまずく中、采女の手を借りて下馬すると、ひとり、小花模様の小こ袖そで姿の女め童わらわが立っていた。──たまだ。

「あなたが素す直なおに帰るとは思わなかったわ」

　こんなところまで呼びつけて、とたまは苛いら立だたしげに横髪をはらう。

　最後に会ったのが醒井に水を汲くみに行く前だから、彼女に会うのはかれこれ五日ぶりだ。

「ごめんね、秀忠さまの一件で疲つかれてるところを……」

「なにしおらしいこと言ってんのよ!!」

　いきなり本気で怒ど鳴なりかえされて驚おどろいた。いつものたまならば、ねちねち嫌いや味みから入ってくるだろうに、らしくない。

「迷惑なんて、あなたがこっちに来たときからどかどかかけられてんのよこっちは!!　それを今さらいい子ぶって帳消しになるとでも思ってるわけ!?」

「あ……うん。それはそうなんだけど、それもこれで終わりだから……」

「終わり!?　人に断りなくなに勝手に幕引きにしてるわけ!?」

（勝手にって……）

　嚙かみつかんばかりの勢いを、「たまさま」と采女が割って入った。

「右近さまと決められたことですから」

　右近さま──その一言は、主さま第一のたまにとっては伝家の宝刀だ。

　それが許せないっていうのよ、とたまはうつむき気味に目をそらした。

「十年やそこらしか生きてないくせに、あっさり決めちゃって」

「まだ十五年しか生きてないけど、自分なりに精せい一いつ杯ぱい考えたことだから」

「精一杯って、どれだけ大事なもの手放そうとしてるかわかってるわけ？　あきらめていい子に生きて、それで幸せになれると思ってんの？」

　たまの言葉に胸を突つかれた。

　あこはたまが直政を想おもって流した涙なみだを知っている。人よりもずっと長い時を生きてきた彼女ですらそうだったのだ。自分もこれからずっと、大切な人を焦こがれる痛みを抱かかえてゆくのかもしれない。

（でも、約束してくれたもの）

　直継に伝えるべきことは伝えた。

「あの……わたしがいうことじゃないと思うけど……」

「主さまをよろしく、なんて言ったらぶっとばすわよ。あなたに言われる筋合いはないんだからね！」

　牙きばをむくたまに、あこは近づく。

「な、なによ！」

　と警けい戒かいされる中、あこはその場に膝をつくと、両手を首にまわして抱だきしめた。

「秀忠さまを──右近殿を守ってくれて、ありがとう」

「な……なな……」

　たまはそのまま硬こう直ちよくしていたが、袖であこをはねのけるようにして、腕うでから抜ぬけ出した。

「あ、あなたねぇ！　そんなのあたり前でしょ!?　あなたのためじゃないしそれこそあなたに言われる筋合いないからっ!!」

「うん、わかってる。けど、あなたや采女殿、主馬殿、木俣殿──みんなが右近殿の側にいてくれると思うと、わたしが安心できるから」

　──無む茶ちやをしないで。自分を大切にして──長生きして。

　そう約束した。きっと直継の側にいるみなが支えてくれるだろう。

「ばっ……馬ば鹿かなこと言ってないで、さっさと帰る準備をなさいな!!」

　采女が、鳥居家の家人から一升しようばかりの水甕がめを受け取って持ってきた。

　封ふう緘かんの紙はすでに破られている。

「調べさせてもらったわ。ちゃんとこの水で〈時〉を捕つかまえられる」

　たまは鳥居家の家人たちに一箇か所しよに集まるように指示して、別に運ばせてきた大甕の水を柄ひ杓しやくに取り、土に模様を描えがくようにそれをまいて歩いた。そして四箇所に小こ太だ刀ちを突き刺さす。

「この水には触ふれないで。ここから出ちゃだめよ」

　準備が終わるころには、東の空が白みはじめていた。それが徐じよ々じよにやわらかな色を帯びはじめる。

　押し寄せてくる朝の気配に、肌はだが粟あわ立だった。背筋が凍こおる。

　しかしそれはあこの記き憶おくにある暁あかとき降くたちとはちがっていた。

　季節柄がらだろうか、天候のちがいか、空が桜のような淡あわい色に染まる。この半月で山から失われつつある花が、空の彼方かなたへと飛び去ったかのようだった。

　空の色に魅み入いられていると、あこたちの視界を霧きり雨さめが覆おおいはじめた。その霧雨はたまの腕の中にある、〈時の水〉の甕から生じていた。

　たまが甕を天に捧ささげるように持ちあげると、甕の底から湧わき出でるように水は空高く舞まい上がる。

　それは降ってくることなく、朝あさ陽ひの光を跳はねかえしながら厚みを増してゆく。

　やわらかな光にあたりが包まれ、木々の葉すら見えなくなったとき、声が聞こえた。




　──ふり返らずに行きなさい。




　幼く、しかしたしかな年月を生きてきた者の声。

　霧雨の包むなか、本来なら崖がけだったはずの場所に、光を凝ぎよう縮しゆくした一本の道があらわれる。

（そういえばあのとき、崖から落とされかけたっけね）

　しかしもう抱え上げてくれる腕はない。




　あこは迷いをふり捨てて、一歩を踏ふみ出した。
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　──光の霧きりが晴れた後には、青空が広がっていた。

　あれから四半時と経たっていない。しかし太陽はすでに中天にあった。

　雲も、霞かすみも、陽光をさえぎるものなどなにもない──五月の空、だ。

「帰ってきた？」「やっぱ暑いな」などと家人たちがざわめくなか、あこはあわてて周囲を見み渡わたす。

　中山道の前、後ろ、道脇わきの崖の上。

　しかしあったのは、若葉の頃ころを過ぎて、陽光を浴びて色を増した木々の葉ばかり。

　人の気配は、ない。

（──いない）

　見渡しても、いない──だれも。

　その場でひと回り、あたり全体をくまなく見回しても、家人たちの姿のほかはなにもない。

　くらりと眩暈めまいにも感覚が襲おそってきて、あこは足元をふらつかせた。

「あこさま？」

　側にいたしのに抱きとめられる。

　ごめん。大だい丈じよう夫ぶ。そんな言葉すら出てこなくて、浅い息をくり返すしかできなかった。

　あこの異変に気付いた家人たちが、「姫ひめ？」「どうなされました？」と口々に声をかける。

　その声すらも、遠く聞こえる。

（覚かく悟ご──していたことでしょう？）

　彼らは──いや、彼は、今日この日、自分がこの場所に帰ったことを知っている。

　もし世界がつながっているなら──ここに迎むかえにきてくれているのではないかと、心のどこかで甘い期待を抱いだいていた。

　けれども、誰だれもいない。いるはずがない。自分の許いいな婚ずけは愛宕屋敷で待っているのだから。

　五月さつき晴ばれの空の下に射さす光はまぶしくて、涙がにじんだ。

　──そなたには、笑っていてほしい。

　──不幸にするために帰すわけではないのだから。

　その声はまだ耳の奥にある。その吐と息いきさえも、自分の記憶の中にはあるのに。

　笑っていると約束した。それをさっそく破る気か。でも。

（ごめんなさい。いまだけ──）

「泣いても、いいかなぁ……？」

　今だけ。これで最後にするから。

　届かない相手に言い訳をして、しのの首筋に抱きつく。そのまま崩くずれ落ちるように膝ひざをついて、子どものように声を上げて泣いた。

　喉のどの奥が熱を持つ。その塊かたまりを吐はきだしたくても身体からだと強く結びついていて、それはずっと抱えて生きていかなければならないものだ。

　なんて厄やつ介かいな、しかしそれがあるから幸せだった。

　そう、たしかに自分は幸せだったのだ。

　一ヵ月ひとつきにも満たない幻まぼろしの日々。初めからなかったらよかったとは思わない。

　──出会えて、よかった。

　その言葉をもらえた。それだけで。

　あこはしのの肩かた越ごしに、空を見上げた。




『空よ空！　抜けるような青い空！　これこそ天あつ晴ぱれ五月晴れよ！』




　遠く、声が聞こえた。空が記憶していた思い出が、光とともに流れ込んでくる。

　半月あまり前に見たはずの空が、いまはちがう色に見えた。

　あまりの青さに心を吸い込まれる。涙なみだで世界がにじんでも、なつかしい春の霞の空は遠い。

（この気持ちも一いつ緒しよにあずかっててもらえる……？）

　五年前の八月一日の暁の空とともに、今日もきっと忘れられない日になるだろう。

　祖父の死報を聞いて泣きつづけていた日々から、自分は立ち上がることができたのだから──おなじ空の下でなくとも、元気に生きていてくれるならなにも泣くことなんてない。

「ごめんね」

　あこはしのから身を離はなして立ち上がり、袖そでで目元を強く押さえた。──もう泣かない。

「うん、大丈夫」

　まだ息は整いきっていないが、もう大丈夫だ。

　あこは、距きよ離りを置いていた家人たちをふり返る。わざとらしく目をそらすあたり、ずいぶん気を遣つかわせていたみたいだ。

「さあ、行きましょうか」

　その声に、皆みながひざまずいて応こたえる中、ひとり立っている者がいた。

「小一郎……」

　小一郎はゆっくりとこちらに近づいてくる。

　なにを言われるかと身構えていると、小一郎の腕うでが伸のびてきて、頭をくしゃくしゃっとかきまわされた。

「なにすんの!?」

　いつものような気安い行動に、あこもとっさにいつものように返していた。

「そんな顔で行かせられるか」

　鏡を見てみろよ。そう言われてしのをふり返ってみたが、目をそらされてしまった。

（またおでこになにか書いてる!?）

「──無理すんな」

　ぽんぽんと頭を叩たたかれて、小一郎に向きなおると、小一郎の目が見下ろしていた。

　黒目がちで穏おだやかな──いつも見守っていてくれた瞳ひとみで。

「ゆっくり行けばいい」

「そうですよ。佐和山は逃にげやしませんから」と茶々を入れたのは弥介だ。

「時渡わたりで少し酔よった者もいるようです」と宗二が言う。

「そういえば、ご飯もまだでしたよねー」

　かやの言葉に、「そういやそうだな」「朝飯か？　昼飯になるのか？」と家人たちが話し出す。

　──変わらない、昔のままのみんなだ。

　そのことが嬉うれしいのか悲しいのかわからないまま、涙がこぼれ落ちた。

「あ、姫さま、また──」

「……みんな、ありがとう」

　そういえば、あの人にありがとうと言ってないことを思い出した。

　好きになってくれてありがとう。

　もっと好きと言ってくればよかった。もう一生分くらい言った気もするけれど、言っても言ってもあふれ出てきた。

　涙が尽つきないように、気持ちもまた知らないどこかから湧わいてくるのだろう。

　心は尽きることも涸かれることもなく、だからこそひきずる痛みはあるけれど、きっと大丈夫。

　自分は越こえてゆける。

　あこは面おもてをあげると、眼下に広がる山を見やった。




　──佐和山はもうすぐそこだ。
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　夜の名残なごりの風が、頰ほおをかすめる。

（行った、か……）

　佐和山の外、はるか遠くのことを朧おぼろに感じ取り、直継は瞳をあけた。

　開けひろげたままの障子からは、朝の光とともに過ぎゆく夜の冷気が押し寄せてくる。

　空が白む──また新たな一日のはじまりだ。

　留とどまってほしいと思う人の気持ちなどよそに、世界は時を刻みつづける。

「無事、帰れましたかね？」

「主馬……」

　不意に声がして、室内に足を踏ふみ入れてきたのは主馬だった。

　屋や敷しき内にいたことにさえ気付かなかった。佐和山の外に意識を向けるのに精せい一いつ杯ぱいで、実体の感覚がおろそかになっていたらしい。

　主馬が着ているのは、昨夜の宴うたげのときとは一転して、年配のだれかに借りたのかと思うくらい落ち着いた色合いの小こ袖そでだった。一度その落差の理由を聞いたら、そういう気分なんで、とごまかされたことがあるが、大方どこかの家で飲み明かして衣ころもを借りたのだろう。

　しかし主馬は酒の気配をいっさい残さずに、よっこいせ、と直継の前に腰こしを下ろした。

「こんな朝早くからなにか用か」

「殿とののほうに御ご用ようがあろうかと、御ご用よう聞ききにまかりこした次し第だいにございます」

　あいもかわらず人を食った物言いだった。

　無断で屋敷の奥まで立ち入ることを許しているのも、臣下を越えた親しさがあるからだ。入っていいと言っても分をわきまえて立ち入らない采女おとうととは対照的だ。

「大方、采女を使った愚ぐ痴ちだろう」

「いえいえ、御お家いえの大事とは比べられませんから」

　そうは言うが、今朝は采女に彼女を送り届けさせただけだ。家とはなんら関係がない。

　当てこすりか？　とも思ったが、声こわ音ねに反して主馬の瞳の奥にある光は真しん剣けんそのものだった。

　できれば今はひとりにしてほしかった。衣越ごしに残るぬくもりが消えるまで、彼女の幻と共にありたかった。

　だが、主馬の言葉はそんな感傷を吹き飛ばした。

「御家の大事ですよ。ほかならぬ奥方さまのことですから」

　直継ははっと息をのんだ。

「先々日来、裏方のほうで各おの々おのが持っている情報のすり合わせをさせていただきました。結果、望みは皆かい無む──というわけでもなさそうです」

「！」

　主馬が江戸から帰るなり、彼女について調べていたことは知っている。

　しかしそれも、自分の側に女によ人にんがいることを懸け念ねんしてのこと、時迷い人として元の世界に帰すと決めれば終わりだろうと思っていた。だがその後も調べをつづけていたというのか。

　害意などないふりをしながら誰だれよりも疑うたぐり深い──表に出す態度はまったくちがうが、この兄弟はふたりそろって慎しん重ちようだ。

　そのために彼女を帰すと決めたわけではない。しかし、それでも。

　──できることなら、明日がほしい。

「分は」

「いいとは言えませんよ。かなりの綱つな渡わたりですし、力押しじゃなんともならない部分もありますし。可能性はなくはないという程度です。ですが、やれるだけやりますよ。人事を尽くして天命を待つ──いい言葉じゃないですか。待たせてもらいましょう？　天命とやらを」

「そなたは、それでいいのか」

「俺ですか？　……まあ、いかんせん無む鉄てつ砲ぽうなところもありますが、わりといいんじゃないですかね。若いながらもよく見てますよ。過あやまちに気づくだけの素す直なおさもある。心身ともにいたって健康、やたら泣きやすいのがあれですけど情に流されすぎるわけでもなく、流されてもその大部分は殿がらみなんでそこは殿が支えてさしあげれば大だい丈じよう夫ぶでしょう──と俺の見立てはこんなところです。が、根本的なところ、そんなことはどうだっていいんです。たとえ愚ぐにもつかない御相手でもなんとかしますよ。殿にお気持ちがあるならば」

　殿のお心ひとつです。そう主馬は突つきつける。

　──主馬が訪おとずれる前から、心に決めていることがあった。

　彼女が現実と向き合うというなら、自分もそうしなければならないと。

　ほんの数すう時とき前まえまでここにいた彼女。思い出すと、ほとんど泣き顔ばかりだ。泣きはらした目をしていた。だがその心の雨雲を晴らすことができるなら。

　まだ望みが絶たれていないのなら──ふたたびあの笑え顔がおを取りもどせるというなら、一いち縷るの望みを託たくして挑いどんでみるまでだ。

　彼女が、許嫁本人であるという可能性に。

　直継は視線を上げて主馬を見み据すえ、当主として命を下した。




「──江戸の許嫁を、佐和山に迎むかえる」




　その下命に、承うけたまわりました、と主馬は恭うやうやしく手をついた。







　あとがき




　こんにちは。魔ま法ほう使つかい見習い改め「メタルなんとか」に転職した九く月つき文あやです。おかげですばやさは上がりましたが遭エンカ遇ウント率りつが下がりました。次は上級職の「はぐれなんとか」を目指して鋭えい意い努力中ですので、どこかの草くさ陰かげでぷるぷるしていたら可愛かわいがってやってくださいませ。

　と冗じよう談だんはさておき、以後、本巻内容のネタばれを含ふくみますので未読の方はご用心を。

　デビューしてから１年が経たちました。なのに本編の時間は……？　亀かめの歩みですみません。さるお方が引き起こした２巻以降の事件が終わり（悪気はないんです、ええ……）、ようやく時が動き出しました。読者のみなさまには１年のことでも、１巻は投とう稿こう作だったので書きはじめたのは二〇〇六年。私にとっては４年ぶりの進展です。亀もびっくりな歩みです。でもあこにとってはたった半月のこと、恋れん愛あいの進展はまずまず順調だった（？）のではないでしょうか。

　大好きなシミュレーションＲＰＧ（非恋愛系）ゲームで、城にキャラの恋愛の進展を教えてくれるおじいさんがいるんですよ。「なんとも思っておらんようじゃ」「気になっておるようじゃ」「好きになってしまったようじゃ」「愛してしまったようじゃ」「結ばれておるぞ」の５段階。人の恋こい路じをなぜ知ってるのおじいさん!?　というつっこみはさておき、これが私の中の基本になっているようで、１巻が第１→２段階、２─４巻で第２→３段階になっています。初恋ということでかなり不器用なふたりですが、温かい目で見守っていただけると幸いです。

　お手紙ありがとうございます！　お返事はゆるゆると、地元彦ひこ根ねのゆるキャラ切手で出させていただいています。お好きなキャラが直なお継つぐサイドだと東軍、三みつ成なりサイドだと西軍の切手を選んでいるのですが、１シート10枚のうち東軍７枚、西軍３枚、なのに毎回残る西軍の猫ねこ３匹びき……いや、可愛いから手て許もとにいてくれていいのですが！　出番が少ないという３匹の怨おん念ねんか、１月発売の「The Beans Vol.14」では三成たちチーム西軍の短編を書かせていただきました。久く織おりさまも４コマを描えがいてくださっています。「３巻序章→雑誌短編→雑誌４コマ→３巻終章」と読んでいただくと、３巻でチーム西軍がなにをしていたかをおわかりいただけるかと。周囲からは三成が意外と言われます。え、１巻からああいう人でした、よ、ね……？（弱気）

　今年は石田三成生誕四五〇年、来年は井伊直政生誕四五〇年で、地元ではイベントがあるようです。私も今まで遠方からいろいろ参加させていただいていまして、地元の活気あふれる様子をとても嬉うれしく見ていました。春は桜がとても綺き麗れいですし、興味のある方はぜひどうぞ。

　行ってみようかな？　と思われた方に、本シリーズ読者様向けマニアック観光案内をば。

　現在木俣さんたちが頑がん張ばって彦根城を築城していますが、完成次し第だい佐和山からお引ひつ越こしです。彦根城内にある家老屋や敷しき跡あとの石せき碑ひは幕末ベースでして、本作の時じ間かん軸じくですと、采女はいろは松を越こえて佐さ和わ口ぐちを入ってすぐの家老木俣屋敷跡、主馬は大手門ちかくの梅園（米蔵）、木俣さんは山やま崎ざき曲くる輪わにお引越しだそうです。直継は現存する天守の下にお屋や敷しきがあったとか。その他ほか一いつ般ぱん的な観光地は、案内所やパンフレットが充じゆう実じつしていますのでそちらをご覧くださいませ。

　と観光大使的なご案内はさておき。私は実際にその人がいた場所や所縁ゆかりの場所をめぐるのが大好きなのですが、趣しゆ味みの違ちがう友人に「一いつ緒しよに墓に行きましょう！」と誘さそうとたいてい断られます。しかたがないのでひとりで、登場するすべての人の所縁の地を訪れました。そこで感じたなにかがこの物語の基もとになっています。史し跡せきを守り続けてくださっている地元の方には感謝することしきりです。ここに取材裏話などを書こうとも思ったのですが、「そんなの聞きたくなかったよ！」と賛否両論ありそうなのでお返事ペーパーにでもしてみようかと画策中です。

　イラスト担当の久織さま、３巻では馬に惚ほれました。だって鬣たてがみがさらさら……っ!!　すみません、馬、大好きなんです。馬上のふたりも可愛くて、妄もう想そうが湧わいて、２巻のプレゼント小冊子では、馬に乗ってそのまま琵び琶わ湖にデートに行ってもらいました（尾び行こう者付き）。担当さま、風邪かぜっぴき続きで大変失礼いたしました。月間体温を平均すると38度を越えていました……。

　あまりに咳せきが止まらないので、初はつ詣もうでは井伊家所縁のお寺（咳風邪の仏様）に行ったところ、寺務所に白猫が！　置き物かと思うほどの驚おどろきの白さで、新年早々眼福でした。元日には滋し賀が県ゆかりの方のライブに行けましたし、今年も心は地元に飛んでいそうです。

　最後に読んでくださったみなさまに感謝を。不器用さんばっかりの本シリーズですが、ひき続きお付き合いいただけると幸いです。またみなさまとお会いできることを祈いのりつつ。
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